
秋
田
県
文
化
財
調
査
報
告
書
第
４１０
集

縄

手

下

遺

跡

２
０
０
６
・
３

秋
田
県
教
育
委
員
会

秋田県文化財調査報告書第４１０集

縄 手 下 遺 跡

――一般国道７号琴丘能代道路建設事業に係る埋蔵文化財発掘調査報告書ⅩⅦ――

２００６・３

秋 田 県 教 育 委 員 会

／埋蔵文化財／縄手下遺跡表紙／表１・４  2006.03.28 13.16.53  Page 1 



シンボルマークは、北秋田郡森吉町白坂（しろざか）遺跡

出土の「岩偶」です。

縄文時代晩期初頭、１９９２年８月発見、高さ７㎝、凝灰岩。
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１ 遺跡遠景（米代川右岸から）

２ 遺跡を南側上空から撮影（奥は大館跡）
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３ 遺跡垂直写真（左が北）
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４ 旧石器時代ブロック検出状況

５ ＳＫ４５１断面
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６ ＳＫ４５２断面

７ ＳＫＦ２５断面
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８ ＳＤ１３４確認状況（検出が困難な地山質覆土の遺構）

９ ＳＤ１０６断面（地山との識別が困難で、サブトレを設けながらの調査となった）
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１０ ＳＤ２０２南端確認状況（板塀痕・柱穴・裏込め）

１１ ＳＫＰ３４２遺物出土状況（地山質覆土）
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１３ 接合例２－１・３－１

巻
頭
図
版
８

接合例２－１

接合例３－１



序

本県には、これまでに発見された約４，６００か所の遺跡のほか、先人の遺

産である埋蔵文化財が豊富に残されています。これらの埋蔵文化財は、地

域の歴史や伝統を理解し、未来を展望した彩り豊かな文化を創造していく

うえで、欠くことのできないものであります。

一方、一般国道７号琴丘能代道路をはじめとする高速交通体系の整備

は、ゆとりと活力に満ちた新しいふるさと秋田の創造をめざす開発事業の

根幹をなすものであります。本教育委員会では、これら地域開発との調和

を図りながら、埋蔵文化財を保存し、活用することに鋭意取り組んでおり

ます。

本報告書は、一般国道７号琴丘能代道路建設に先立って、平成１５年度に

能代市で実施した縄手下遺跡の発掘調査成果についてまとめたものであり

ます。調査では、旧石器時代の石器製作跡や縄文時代の陥し穴、平安時代

の掘立柱建物跡や溝跡のほか、土坑、炭窯などが発見され、２万年以上に

わたって当地に関わった人々の生活の一端が明らかになりました。

本書がふるさとの歴史資料として広く活用され、埋蔵文化財保護の一助

となることを心から願うものであります。

最後になりましたが、発掘調査ならびに本報告書の刊行にあたり、御協

力いただきました国土交通省東北地方整備局能代河川国道事務所、能代市

教育委員会など関係各位に対し厚くお礼申し上げます。

平成１８年３月

秋田県教育委員会

教育長 小 野 寺 清



例 言

１ 本書は、一般国道７号琴丘能代道路建設事業に係る埋蔵文化財発掘調査報告書である。

２ 本書は、２００３（平成１５）年度に調査された秋田県能代市田床内字縄手下５３－２外に所在する縄手

下遺跡の調査結果の報告を収めたもので、一般国道７号琴丘能代道路建設事業に係る埋蔵文化財報

告書としては１７冊目にあたる。

３ 調査の内容については、すでにその一部が年報などによって公表されているが、本報告書を正式

なものとする。

４ 本書の執筆・編集は、吉川耕太郎（秋田県教育庁生涯学習課文化財保護室文化財主事）がおこなっ

た。遺物の写真撮影および図版作成は、加藤竜（秋田県埋蔵文化財センター中央調査課文化財主事）

がおこなった。

５ 本書に使用した地形図は、国土地理院１／２５，０００『能代』・同『森岳』と国土交通省提供の１／

１，０００工事用図面である。

６ 自然科学分析は、放射性炭素年代測定法・樹種同定・火山灰分析を株式会社パレオ・ラボに委託

した。その結果については、別に第５章を設けた。

７ 空中写真撮影および遺構配置図作成は株式会社ハイマーテックに委託した。

８ 遺物実測のうち、接合例の一部は株式会社ラングに委託した。

９ 旧石器時代および縄文時代の石器分布図作成は三栄興業株式会社に委託した。

１０ 本報告書を作成するにあたり、以下の方々からご指導・ご助言を賜った。記して感謝申し上げま

す。（敬称略、五十音順）

石川恵美子、菊池強一、神田和彦、栗山知士、小林達雄、渋谷孝雄、冨樫泰時、野口淳、秦昭繁、

柳田俊雄、山田晃弘

１１ 本遺跡調査で出土した資料および作成した各種データ類は秋田県埋蔵文化財センターに一括保管

してある。活用されたい。

凡 例

１ 遺構番号は、種類毎に略記号を付し、検出順に通し番号を付したが、後に検討の結果、遺構でな

いと判断したものは欠番とした。また、遺構には下記の略記号を使用した。

（遺構）

ＳＫＴ・・・陥し穴状遺構 Ｓ Ｋ・・・土坑 Ｓ Ｍ・・・道路状遺構

ＳＫＦ・・・フラスコ状土坑 ＳＫＰ・・・柱穴様ピット

Ｓ Ｎ・・・焼土遺構 Ｓ Ｄ・・・溝跡

Ｓ Ｂ・・・掘立柱建物跡 Ｓ Ｗ・・・炭窯

（遺物）

Ｒ Ｐ・・・土器 Ｒ Ｑ・・・石器、石製品

Ｓ ・・・ 礫 Ｐ ｅ・・・楔形石器
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Ｋ ｎ・・・ナイフ形石器 Ｒ ｆ・・・二次加工ある剥片

Ｔ ｒ・・・台形石器 Ｃ ０・・・残核

Ｅ ｓ・・・掻器 Ｆ ｌ・・・剥片

Ｓ ｓ・・・削器 Ｃ ｐ・・・砕片

Ｂ ｕ・・・彫刻刀形石器

２ 遺跡基本土層と遺構土層中の土色の色調表記は、農林水産省農林水産技術会議事務局監修、財団

法人日本色彩研究所色票監修『新版 標準土色帖』（１９９８年版）によった。

３ 土層番号に用いた数字は、ローマ数字を遺跡基本土層に、算用数字を遺構土層に使用して区別し

た。

４ 石器の計測部位および遺構のスクリーントーンは以下の通りである。

５ 本文中の引用参考文献と註は各章各節末尾に記してある。

Ｂ Ｃ

Ａ

Ａ 最大長（㎝）
Ｂ 最大幅（㎝）
Ｃ 最大厚（㎝）

焼土範囲

炭化物範囲
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第１章 はじめに

第１節 調査に至る経過

一般国道７号琴丘能代道路建設事業は、一般国道７号線の自動車専用道路として、山本郡琴丘町か

ら山本郡二ツ井町までの全長３３．８㎞を整備する事業である。

一般バイパスとしてすでに事業化されていたが、平成元年度に高規格道路網の整備促進の一環とし

て、自動車専用道路に規格変更された。その後工事が進められ、平成４年度には八竜ＩＣから能代南

ＩＣまでの４．１㎞が、暫定供用区間として開通した。能代南ＩＣから能代東ＩＣ間（６．７㎞）の区間延

伸は平成６年度に決定し、平成１２年度に工事が開始されている。

これを受けて秋田県教育委員会は、平成１４年度に能代東ＩＣ～二ツ井ＩＣ間を対象とした遺跡分布

調査を行い、その結果、縄手下遺跡を含む３箇所が同年度中の確認調査の対象となった。

縄手下遺跡の確認調査は１７，７００㎡を対象として、平成１４年１１月から１２月にかけて実施された。その

結果、溝跡・土坑・柱穴などの遺構と、旧石器時代のナイフ形石器、縄文時代の石箆、古代の土師器

や須恵器等が出土し、旧石器時代と縄文時代の遺物散布地、平安時代の集落跡であることが予測され

た。なお、１７，７００㎡のうち北東側の谷と南西側の斜面にあたる９，２００㎡には遺構・遺物とも確認され

ず、本調査の対象範囲は８，５００㎡となった。

第２節 調査要項

遺 跡 名 縄手下遺跡

所 在 地 秋田県能代市田床内字縄手下５３－２外

調 査 期 間 平成１５年５月２０日～１０月３１日

調 査 目 的 一般国道７号琴丘能代道路建設事業

調 査 面 積 ８，５００㎡

調査主体者 秋田県教育委員会

調査担当者 吉川 耕太郎（秋田県埋蔵文化財センター中央調査課

現秋田県教育庁生涯学習課文化財保護室 文化財主事）

海道 澄子 （秋田県埋蔵文化財センター中央調査課 調査・研究員）

小納谷 亮 （秋田県埋蔵文化財センター中央調査課 調査・研究員）

菅原 智美 （秋田県埋蔵文化財センター中央調査課 調査・研究員）

高橋 和大 （秋田県埋蔵文化財センター中央調査課 調査・研究員）

総務担当者 藤原 康悦 （秋田県埋蔵文化財センター総務課 副主幹）

調査協力機関 国土交通省東北地方整備局能代河川国道事務所、能代市教育委員会
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鴨鴨巣巣ⅠⅠ・・ⅡⅡ遺遺跡跡

鴨鴨巣巣館館跡跡

● 縄縄手手下下遺遺跡跡

能能代代東東ＩＩＣＣ

樋樋口口遺遺跡跡

第１図 路線と遺跡位置
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第２節 調査要項

０ ５０�

第２図 縄手下遺跡調査範囲図
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第２章 遺跡の環境

第１節 遺跡の位置と立地

秋田県北部沿岸地域は出羽丘陵の北寄りに位置し、

北は白神山地、東は奥羽脊梁山脈より分岐する太平山

山地に連なる七座山山地－房住山山地に囲まれた地域

である。この地域を西流し日本海に至る米代川は沖積

作用により能代平野を形成し、本遺跡の所在する能代

市の中心部となっている。この地域の地形は、米代川

によって南北２地域に分割されているが、概ね山地、

丘陵地、台地・段丘地、低地と大きく４つに区分され、

東から西へ、房住山（標高４０４�）がそびえる房住山

山地、標高１００～２００�の羽立丘陵地、標高８０～１００�

の桧山・山本丘陵地を経て、標高５～６０�の志戸橋台

地・浅内・成合台地、さらに浅内海岸低地、能代丘陵

へと繋がっている。

本遺跡は幟山丘陵地北西端の台地上（標高約４５�）

に立地する。この幟山丘陵地は米代川下流左岸地域に

位置し、茂谷丘陵地、小掛丘陵地、七折山丘陵地と連

続する。これらの丘陵地の基盤地質は女川、船川及び

天徳寺層より成り、この一部を潟西層が被覆してい

る。本遺跡の基盤をなす潟西層は約８～１０�堆積している。本来は下末吉海進時に形成された海成段

丘であったが、米代川とその支流の浸食作用により現在の河岸段丘を形成したと考えられる。上記丘

陵地の構造は南北方向の複褶曲構造でこれに協調する断層も発達している。本遺跡の切り通しからは

これらの状況がよく観察された。以上の地形面はさらに南の山本丘陵地へと続いている。

現在、本遺跡の立地する台地西端は杉の植林地であり、台地周辺の沖積地は水田となっている。

第２節 歴史的環境

米代川の沖積作用により形成される能代平野には旧石器時代～近世まで数多くの遺跡が発見されて

いる。ここでは、縄手下遺跡周辺の米代川流域に分布する遺跡に関して概観する（第５図）。

米代川下流域は、本遺跡の所在する能代市のほか、峰浜村、山本町、二ツ井町の行政区分に属する。

ここで能代市を中心とした、これまでの発掘調査の経緯を振り返る。

能代市における発掘調査は、柏子所貝塚（１１１）に端を発する。柏子所貝塚は１９５４年に秋元利吉に

東経１４０°
十和田湖

米代川

縄手下遺跡

北緯４０°

田沢湖
雄物川

子吉川

４０㎞０

第３図 縄手下遺跡の位置
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より発見され、１９５５・１９５７・１９５８年に秋田県教育委員会（以下、県教委）と能代市教育委員会（以下、

能代市教委）が調査主体となって発掘がなされた。ついで、柏子所貝塚の報告書を作成した大和久震

平と鷹巣農林高等学校郷土史研究部により、１９５７年に金山館跡（２４）が、１９５８年に外堤遺跡（１６５）

が発掘された。１９６１年には、國學院大学考古学教室が樋口清之指導のもと、大野遺跡（３４）の学術調

査がなされる。こうした学術調査とは別に、１９６０年代は高度経済成長政策により、日本各地で多くの

大規模開発が始まり、それに伴う緊急事前発掘調査件数も増加した。能代市もその例外に漏れず、土

地改良事業や道路建設事業の対応に迫られることとなった。縄手下遺跡に近接する大館跡（１５２）は、

河田駒雄により、『三代実録』の元慶２（西暦８７８）年４月２８日条にみえる「野代営」の擬定地とされ

た。その後、能代市教委により１９７１～１９７５年にわたって発掘調査がなされたが、「野代営」であるこ

との証拠は得られなかった。１９７８年には館下Ⅰ遺跡（５１）が、１９７９年には峰浜村中田面遺跡が県教委

により発掘された。館下Ⅰ遺跡ではナイフ形石器が２点出土し、能代市では初めて発掘調査により旧

石器時代の存在が確認された。また、中田面遺跡では中世集落の様相の一端が明らかとなった。

１９８０年代にはいると、歴史の道調査（１９８４年）、遺跡分布の再調査（１９８８年）が県教委により実施

された。歴史の道調査では、大間越街道、男鹿街道、北部羽州街道が順次調査された。また、遺跡分

布調査では、能代市内１６９遺跡を確認することができた。１９８０年には県教委により杉沢台遺跡の発掘

が実施され、縄文時代に帰属する長軸約３１�の大型住居跡が検出され、全国的に注目されるところと

なり、１９８１年には国史跡に指定された。１９８３年には県教委により此掛沢Ⅱ遺跡（８６）が調査され、能

代市で初めて旧石器時代のまとまった石器群が検出された。同年、平安時代の集落跡が検出された上

ノ山Ⅱ遺跡（８９）の調査では、広域火山灰である苫小牧火山灰が検出され、当該地域における広域火

山灰の有無が注意されることとなる。１９８４年には能代市教委により金山館跡の緊急事前発掘調査が実

施された。１９８５年に調査された寒川Ⅱ遺跡（９６）では続縄文文化後半の江別Ｃ２・Ｄ式土器を埋納し

た土坑墓が６基検出された。１９８７年には、須恵器窯跡、製鉄炉、炭窯跡、土師器焼成窯が検出された

十二林遺跡（９７）が調査され、平安時代の生産活動を知るための貴重な資料が得られた。

１９９０年代にはいると、大規模な発掘調査は減少する。能代市教委により、１９９４年に梯ノ台遺跡（１２６）、

多賀谷居館跡（１６２）、１９９６年に二夕又遺跡（１５８）、１９９９年に下大野Ⅱ遺跡（１９）、外荒巻館跡の緊急

事前調査が実施された。このうち、多賀谷居館跡、外荒巻館跡は３箇年にわたる調査であった。

２０００年代には、一般国道７号琴丘能代道路建設事業による事前調査が始まり、再び大規模な発掘調

査の時代を迎える。本遺跡のほかに、２００１年には能代市塞ノ神遺跡（１１５）、２００２年にはムサ岱遺跡（９０）、

上ノ山Ⅱ遺跡、柏子所Ⅱ遺跡（１１０）、２００３年には樋口遺跡（１４８）、鴨巣館跡（１５５）、鴨巣Ⅰ・Ⅱ遺跡

（１５６）、２００４年には二ツ井町芹川館跡（１７４）が県教委により調査された。また、能代市教委により、

２００１年に相染森遺跡（１０２）の緊急事前調査が実施された。ムサ岱遺跡と上の山Ⅱ遺跡では沢を隔て

て隣接する平安時代の大規模な集落跡が検出された。柏子所Ⅱ遺跡では由利本荘市上谷地遺跡につい

で県内２例目となる縄文時代の水場遺構が検出された。樋口遺跡で低湿地から平安時代の檜扇をはじ

めとする木製品が多く出土し、祭祀場と考えられている。

次に時代ごとに周辺遺跡を概観する。

後期旧石器時代では、前半期の遺跡として、本遺跡のほかに、此掛沢Ⅱ遺跡とムサ岱遺跡が、後半

期の遺跡として、能代市館下Ⅰ遺跡と八竜町鴨子台遺跡が分布する。此掛沢Ⅱ遺跡では、後期旧石器

第２節 歴史的環境
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時代前半期のナイフ形石器と台形様石器がまとまって組成する良好な石器群が検出された。館下Ⅰ遺

跡では杉久保型ナイフ形石器２点が単独出土した。まとまった資料は得られないものの、「杉久保系

ナイフ形石器文化」の波及を考える意味で興味深い。八竜町鴨子台遺跡では、「杉久保型」・「茂呂

型」ナイフ形石器と彫刻刀形石器がまとまって出土した。また、これらの遺跡より南側に位置する琴

丘町家の下遺跡では前半期に帰属する１万８千点の石器が出土し、また、県内では珍しい環状ブロッ

ク群が検出された。

縄文時代早期では、能代市寒川Ⅰ遺跡（９６）、宇藤台Ⅰ・Ⅱ遺跡（３６）、久喜沢神社遺跡（５０）があ

る。とくに寒川Ⅰ遺跡では、赤御堂式土器が出土し、竪穴住居跡７軒、土坑１６基、捨て場１箇所が確

認され、当該期の集落の様子がうかがえる。前期の遺跡は、能代市内で３０箇所強が確認されているが、

うち発掘調査がなされたのは杉沢台遺跡、八森坂Ⅰ遺跡（３７）、根洗場遺跡、蟹ヶ台遺跡である。杉

沢台遺跡は円筒下層ｂ～ｄ式期の集落跡であるが、とくにｄ式期では大型住居跡が集落内で展開し、

注目される。中期では、能代市館下Ⅰ遺跡、上ノ山遺跡、相染森遺跡、腹鞁ノ沢遺跡（１１８）、寒川Ⅰ

遺跡、寒川Ⅱ遺跡、塞ノ神遺跡、二ツ井町烏野遺跡（２０１）、八竜町萱刈沢貝塚などがある。館下Ⅰ遺

跡では中期前葉（円筒上層ｃ・ｄ式）と中期後葉（大木１０式）の集落跡が検出された。上ノ山遺跡で

は、本格的な発掘調査がなされていないものの、円筒上層ｂ・ｃ式、大木７ａ式のほか、より上層か

らは榎林Ⅰ式と北陸地方の火炎土器が発見されている。後期では、能代市柏子所Ⅱ遺跡、真壁地遺跡

（２９）、寒川Ⅰ遺跡、大内坂Ⅱ遺跡（４７）、腹鞁ノ沢遺跡、蟹子沢遺跡（９８）、石丁遺跡（９９）等があ

る。柏子所Ⅱ遺跡では前述したように水場遺構が検出された。真壁地遺跡では土偶や鐸形土製品、三

脚土製品、有孔土製品等、多様な土製品が出土した。晩期では、能代市柏子所貝塚、杉沢台遺跡、外

堤遺跡、大野Ⅰ遺跡等がある。

続縄文～弥生～古墳時代では、集落の様相等が分かるまとまった資料を持つ遺跡はない。能代市寒

川Ⅱ遺跡、重兵衛台Ⅰ遺跡、柏子所Ⅱ遺跡、金山館等がある。寒川Ⅱ遺跡では、前述したように江別

Ｃ２式あるいは江別Ｄ式土器が副葬された続縄文時代の土坑墓６基が検出された。柏子所Ⅱ遺跡では

竪穴住居跡と遠賀川系土器が見つかっている。重兵衛台Ⅰ遺跡、金山館跡では遺構は不明なものの、

前期の土器（甕形・台付・皿形）が出土した。

古代では、奈良時代の遺跡は今のところ未発見で、すべて平安時代に帰属する。縄手下遺跡のある

米代川下流域では城柵・官衙遺跡や終末期古墳の確実な例は確認されていないが、遺跡数は縄文時代

に次いで多く１００ヵ所以上に上り、ほとんどが９世紀後半以降のものである。集落跡は、能代市ユズ

リ葉遺跡（５４）、中台遺跡（３９）、真壁地Ⅰ・Ⅱ遺跡（２９・３０）、金山館跡、平影野遺跡（２１）、竹生遺

跡（２）、サシトリ台遺跡、重兵衛台Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ遺跡、此掛沢Ⅰ遺跡（８５）、大館跡、ムサ岱遺跡、上

ノ山Ⅰ・Ⅱ遺跡（８８・８９）、寒川Ⅰ遺跡、寒川Ⅱ遺跡、鴨巣Ⅰ・Ⅱ遺跡、杉沢台遺跡、十二林遺跡、

福田遺跡、腹鞁ノ沢遺跡等がある。祭祀場は、樋口遺跡がある。また、上記の集落跡のうち、製鉄関

連遺構が中台遺跡や竹生遺跡、寒川Ⅱ遺跡で、須恵器窯が十二林遺跡で見つかっており、日常的な生

産活動の一端がうかがえる。

中世では、能代・山本地方における様相が今のところ明らかではない。これは文献においても１２世

紀の大河兼任の乱から１５世紀の安東氏による支配までの間が空白の期間となっており、また、発掘調

査がなされた遺跡が少ないことによる。城館跡は、発掘調査された大館跡と金山館跡のほか、外荒巻
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館跡、平泉館跡、古館Ⅰ遺跡、芹川館跡、八重堀館跡（１７１）、谷地館跡（１５３）、茶臼館跡（１６１）、腹

鞁ノ沢遺跡等、５０遺跡ほどが台地上に分布する。大館跡、金山館跡についても、大規模な空堀と土塁

が確認されたものの、時期を特定する遺物に恵まれず、明確に中世のものとする根拠に乏しい。集落

跡は、峰浜村中田面遺跡での発掘調査を数えるのみである。須恵系中世陶器窯跡では、二ツ井町エヒ

バチ長根窯跡（１８２）がある。上平張遺跡（１５１）からは、１９７８年に、唐の開通元宝～明の宣徳通宝ま

での中国銭や朝鮮通宝、安南銭等が約５，０００枚出土したことで知られる。また、河戸川熊野神社境内

（河戸川遺跡）からは、須恵系中世陶器甕に多くの経石（一字一石経）が埋納された状態で発見され

た。

近世では、能代市鶴形窯跡（１６７）、鴨巣一里塚（１５７）、多賀谷居館跡が知られる。多賀谷居館跡は、

佐竹氏家臣の多賀谷氏の居館跡である。県道能代五城目線バイパス工事に係り、１９９４～１９９６年にかけ

て範囲確認調査が実施された。その結果、時期を特定する資料に乏しかったものの、門跡５箇所、井

戸跡２基、溝跡４条、柱列１列、土坑６基等が検出された。
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秋田県 『土地分類基本調査 能代』 １９８３（昭和５８）年
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縄縄手手下下遺遺跡跡

２㎞０

砂礫段丘Ⅱ

谷底平野

岩石段丘Ⅱ

砂礫段丘Ⅰ

砂礫段丘Ⅳ

旧河道

丘陵地Ⅱ

砂礫段丘Ⅲ

湿地

河川・湖沼

丘陵地Ⅰ

砂礫段丘Ⅲ＋

砂堆

人工改変地

第４図 縄手下遺跡周辺の地形
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２２ ７７５５５５ ６６３３
４４

７７７７８８

７７８８７７６６ ７７９９
６６４４

７７
８８００７７００

７７３３６６９９
７７４４１１２２ ６６３３

６６１１ ６６８８ ７７１１５５８８５５５５ ６６６６ ８８１１４４９９１１１１１１００ ５５４４
６６５５６６００ ６６２２９９ ７７２２１１３３ １１４４

５５９９ ６６７７１１７７ ５５７７１１５５ ４４８８ ５５１１５５００ ５５６６１１６６ ２２５５ ４４１１ ４４２２２２２２
４４７７４４３３ ５５３３２２７７ １１９９８８３３４４２２６６１１８８ １１７７９９２２８８ ５５２２２２３３２２００ １１７７７７１１９９ ３３５５ ４４６６３３００ １１７７８８ １１９９９９１１８８４４ ２２００００２２１１ ２２４４ １１７７５５４４４４

３３２２ ３３６６２２９９ １１８８３３３３７７ ４４５５ １１７７６６３３３３３３１１ １１９９２２１１９９１１３３８８ １１８８７７ ２２００１１
４４００ １１８８６６１１８８８８ ２２００４４１１８８００１１６６５５３３９９ １１９９３３１１８８９９ １１８８５５１１９９００１１７７４４ ２２００３３２２００５５ ２２００９９１１９９５５１１６６４４ １１９９４４１１８８１１ ２２１１００１１６６６６１１５５４４ １１６６８８ ２２００６６

１１９９７７１１９９６６
２２００２２

１１６６７７ ２２１１１１

１１６６９９１１７７００
１１５５３３ １１５５７７ １１８８２２

２２００７７ ２２００８８
１１５５６６１１５５２２１１４４２２ １１５５５５

１１７７１１
１１１１７７１１１１６６ １１

１１４４９９１１４４８８ １１５５８８

８８２２ １１６６００１１５５９９１１４４３３１１００１１
１１５５００

１１００９９ １１４４４４１１１１８８１１００００ １１７７２２１１１１００
１１２２１１１１００２２ １１１１１１

１１２２３３ １１６６２２１１２２４４１１２２００１１３３５５ １１４４５５１１１１２２ １１６６１１８８３３ １１００３３ １１１１３３８８４４ １１５５１１１１１１９９ １１２２２２１１３３６６１１１１４４
１１３３１１１１３３７７ １１７７３３８８５５ ８８６６ ８８７７

１１２２６６
１１１１５５ １１４４１１１１３３２２８８８８

８８９９ １１３３３３９９００ １１２２９９９９２２ １１６６３３１１２２８８１１３３００９９１１ １１２２５５９９３３
１１３３４４

１１２２７７１１００５５ １１３３９９
９９４４

９９６６ １１４４００９９５５ １１００６６ １１４４６６９９８８ ９９９９ １１３３８８ １１４４７７９９７７
１１００８８１１００７７

第５図 米代川下流域における縄手下遺跡周辺の遺跡分布
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番号 遺 跡 名 所 在 地 種 別 現 状 遺 構 ・ 遺 物
１ 縄手下 能代市田床内字縄手下 集落 山林 旧石器、縄文土器、土師器片、須恵器片

米代川右岸
番号 遺 跡 名 所 在 地 種 別 現 状 遺 構 ・ 遺 物

２ 竹生 能代市竹生字竹生 遺物包含地 宅地、畑地
荒地、墓地

土師器

３ 後野 能代市盤字後野 遺物包含地 畑地、水田 土師器片、須恵器片
４ 杉沢野 能代市盤字杉沢野 遺物包含地 畑地 縄文土器（晩期）、弥生式土器、土師器片、須恵器片
５ 金ヶ沢Ⅱ 能代市比八田字金ヶ沢 遺物包含地 畑地、山林 土師器片、須恵器片、鉄滓
６ 金ヶ沢Ⅳ 能代市比八田字金ヶ沢 遺物包含地 畑地、水田 土師器片、須恵器片

７ 街道上Ⅰ 能代市須田字街道上 遺物包含地 畑地、水田
山林

縄文土器片

８ 街道上Ⅱ 能代市須田字大沢屋布後 遺物包含地 畑地、水田 土師器片、須恵器片
９ 落合上大野Ⅰ 能代市落合字上大野 遺物包含地 山林、草地 縄文土器（前期、中期、晩期）、続縄文土器片

１０ 落合上大野ⅡＡ 能代市落合字上大野 遺物包含地 水田、畑地
山林

縄文土器片、石匙、石斧

１１ 落合上大野ⅡＢ 能代市落合字上大野 遺物包含地 水田、畑地
山林

縄文土器片、石匙、石斧

１２ 落合上大野ⅡＣ 能代市落合字上大野 遺物包含地 水田、畑地
山林

縄文土器片、石匙、石斧

１３ 落合貝塚 能代市落合字上大野 貝塚 山林 縄文土器（前期、中期、晩期）、貝類

１４ 大野台 能代市落合字上大野台 遺物包含地 水田、林地
荒地

縄文土器片、弥生式土器片

１５ 中大野Ⅰ 能代市落合字中大野 遺物包含地 畑地、水田
山林

須恵器片、石匙、砥石

１６ 中大野Ⅱ 能代市落合字中大野 遺物包含地 畑地、山林 土師器片

１７ 中大野Ⅲ 能代市落合字中大野 遺物包含地 畑地、山林
水田

縄文土器片、石器、弥生式土器片、土師器、須恵器、
鉄滓

１８ 下大野Ⅰ 能代市落合字下大野 遺物包含地 畑地、草地
雑木林

須恵器、石斧

１９ 下大野Ⅱ 能代市落合字下大野 遺物包含地 畑地 竪穴住居跡、土坑、溝跡、土師器、須恵器、土製支
脚、土錘、石器

２０ 上野越 能代市向能代字上野越 遺物包含地 県道、学校敷
地

縄文土器片

２１ 平影野 能代市向能代字平影野 遺物包含地 道路、宅地
鉄道防雪林

製鉄関連遺構、須恵器、フイゴ羽口、鉄滓

２２ トドメキⅠ 能代市向能代字トドメキ 集落跡 学校敷地
山林

土師器片、須恵器片

２３ トドメキⅡ 能代市向能代字トドメキ 遺物包含地 学校敷地
草地、畑地

縄文土器片、土師器片、須恵器片

２４ 金山館跡 能代市向能代字平影野 館跡 墓地公園
竪穴住居跡、土坑、井戸、陥し穴状遺構、空堀、縄
文土器（前期）、弥生式土器、石器、土師器、須恵
器、中世陶磁器

２５ 上野Ａ 能代市真壁地字トドメキ沢 遺物包含地 畑地 縄文土器、弥生式土器、土師器片、須恵器片
２６ 上野Ｂ 能代市真壁地字トドメキ沢 遺物包含地 畑地 縄文土器、弥生式土器、土師器片、須恵器片
２７ 上野Ｃ 能代市真壁地字トドメキ沢 遺物包含地 畑地 縄文土器、弥生式土器、土師器片、須恵器片
２８ 上野Ｄ 能代市真壁地字トドメキ沢 遺物包含地 畑地 縄文土器、弥生式土器、土師器片、須恵器片

２９ 真壁地Ⅰ 能代市真壁地字野畑 遺物包含地 畑地
雑木林

竪穴状遺構、平安時代竪穴住居跡、土坑、縄文土器
（前期、後期）、弥生式土器、土師器、土製品（鐸
形、円板状他）、石器（石鏃、石錐他）

３０ 真壁地Ⅱ 能代市真壁地字野畑田 遺物包含地 畑地、水田 縄文土器片、須恵器片、石鏃
３１ 四郎兵衛堤 能代市真壁地字上野 遺物包含地 畑地、山林 縄文土器（後期）、石錘、石匙

３２ サト館 能代市真壁地字サト 館跡 山林、社地
畑地

空堀、須恵器片

３３ 塞ノ神 能代市荷八田字才ノ神、
真壁地字サト 館跡 山林、畑地

原野
空堀、土師器片、須恵器片

３４ 大野Ⅰ 能代市荷八田字大野 遺物包含地 畑地、水田 旧石器、縄文土器、土偶
３５ 大野Ⅱ 能代市荷八田字大野 遺物包含地 畑地、水田 縄文土器
３６ 宇藤台Ⅰ 能代市荷八田字宇藤台 遺物包含地 畑地 縄文土器片

３７ 八森坂Ⅰ 能代市朴瀬字八森坂 遺物包含地 畑地、水田 土坑、縄文土器（前期、晩期）、土師器、須恵器、
石器（石鏃、石斧、石錘）

３８ 八森坂Ⅱ 能代市朴瀬字八森坂 遺物包含地 畑地、水田 土坑、縄文土器（前期、晩期）、土師器、須恵器、
石器（石鏃、石斧、石錘）

３９ 中台 能代市朴瀬字社地祭中台 遺物包含地 畑地、水田 平安時代竪穴住居跡、製鉄炉、縄文土器（中期）、
土師器、須恵器

４０ 二林台 能代市朴瀬字二林台、字林
台 遺物包含地 学校敷地

畑地、水田
縄文土器（中期）、土師器

４１ 日影 能代市朴瀬字日影 遺物包含地 山林、畑地 石斧
４２ 里館 能代市朴瀬字草刈野 館跡 水田 空堀、土師器、須恵器
４３ 上台 能代市朴瀬字上台 遺物包含地 畑地 縄文土器片、石器
４４ 小揚場 能代市朴瀬字小揚場 遺物包含地 畑地、水田 縄文土器、石器
４５ 林台 能代市朴瀬字林台 遺物包含地 水田、山林 縄文土器片、石器
４６ 古館Ⅰ 能代市朴瀬字林台 館跡 畑地、水田 空堀、須恵器片、石器
４７ 大内坂Ⅰ・Ⅱ 能代市久喜沢字大内坂 遺物包含地 水田 縄文土器片
４８ 大林Ⅰ 能代市久喜沢字大林 遺物包含地 畑地、山林 縄文土器片
４９ 大林Ⅱ 能代市久喜沢字大林 遺物包含地 畑地、山林 石器

第１表 縄手下遺跡周辺の遺跡一覧①
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番号 遺 跡 名 所 在 地 種 別 現 状 遺 構 ・ 遺 物

５０ 久喜沢神社 能代市久喜沢字大林 遺物包含地 神社、山林
畑地

土師器片、石器

５１ 館下Ⅰ 能代市久喜沢字館下 集落 水田
竪穴住居跡、フラスコ状土坑、竪穴遺構、縄文土器
（円筒上層ｃ式、ｄ式、大木７ｂ、８ａ式）、石器
（石鏃、石槍、石斧、石皿、石冠他）、土偶、スタ
ンプ状土製品

５２ 館下Ⅱ 能代市久喜沢字館下 館跡 水田 縄文土器片
５３ 四日市神社 能代市槐字槐台 遺物包含地 水田 縄文土器片、土師器片、石器
５４ ユズリ葉 能代市久喜沢字小坂下 集落 水田 竪穴住居跡、土師器片
５５ 槐台Ⅰ 能代市槐字槐台 遺物包含地 畑地 縄文土器片、石器
５６ 槐台Ⅲ 能代市槐字槐台 遺物包含地 水田 縄文土器片
５７ 槐台Ⅳ 能代市槐字戸板野 遺物包含地 水田 縄文土器片
５８ 中野Ⅰ 能代市常盤字二見沢 遺物包含地 水田 縄文土器片、土師器片、須恵器片
５９ 中野Ⅱ 能代市常盤字松木岱 遺物包含地 水田 縄文土器片、土師器片、石器
６０ 下響野Ａ 能代市常盤字下響野 遺物包含地 畑地 縄文土器片、土師器片、須恵器片、緑釉陶器片
６１ 下響野Ｂ 能代市常盤字下響野 遺物包含地 畑地 縄文土器片、土師器片、須恵器片、緑釉陶器片
６２ 下響野Ｃ 能代市常盤字下響野 遺物包含地 畑地 縄文土器片、土師器片、須恵器片、緑釉陶器片
６３ 下響野Ｄ 能代市常盤字下響野 遺物包含地 畑地 縄文土器片、土師器片、須恵器片、緑釉陶器片
６４ 大平岱 能代市常盤字大平岱 館跡 畑地、山林 空堀、土塁、土師器片、須恵器片
６５ 常盤神社館 能代市常盤字下上野 館跡 境内地、山林 空堀、段築、縄文土器片、土師器片
６６ 下上野Ⅰ 能代市常盤字下上野 遺物包含地 畑地 土師器片、須恵器片、鉄滓
６７ 下上野Ⅱ 能代市常盤字下上野 遺物包含地 畑地、水田 土師器片、須恵器片、石器
６８ 上寂野館 能代市常盤字上寂野 館跡 山林、畑地 空堀、土師器片、須恵器片、羽口、鉄滓
６９ 上寂野ⅡＡ 能代市常盤字寂野 遺物包含地 畑地、水田 土師器片、磨製石斧
７０ 上寂野ⅡＢ 能代市常盤字寂野 遺物包含地 畑地、水田 土師器片、磨製石斧
７１ 上寂野ⅡＣ 能代市常盤字寂野 遺物包含地 畑地、水田 土師器片、磨製石斧
７２ 天内上野 能代市天内字上野 遺物包含地 水田、畑地 縄文土器片、石匙
７３ 白岩前 能代市常盤字白岩前 遺物包含地 畑地、山林 縄文土器片
７４ 白岩館 能代市天内字白岩前 館跡 原野 空堀、段築、縄文土器片

７５ 田ノ沢 二ツ井町梅内字田ノ沢 遺物包含地 宅地、畑地
山林

縄文土器（中期）、石器、石器剥片

７６ 源助田 二ツ井町梅内字源助田 遺物包含地 宅地、畑地 縄文土器（中期）、石器
７７ 不動下 二ツ井町梅内字不動下 遺物包含地 水田 須恵器
７８ 石田 二ツ井町梅内字石田 遺物包含地 宅地、畑地 縄文土器（中期）、土師器、須恵器他
７９ 御前坂 二ツ井町梅内字御前坂 館跡 山林 空堀、段状構築
８０ 稗田沢 二ツ井町梅内字筒ヶ沢 遺物包含地 畑地 縄文土器、石匙
８１ 上樋ノ口 二ツ井町種字上樋ノ口 館跡 畑地、山林 空堀、段状遺構、土師器、須恵器、縄文土器、石器

米代川左岸
番号 遺 跡 名 所 在 地 種 別 現 状 遺 構 ・ 遺 物
８２ 河戸川 能代市河戸川字新屋布 経塚 社地 珠洲系中世陶、経文石
８３ 赤ハゲⅠ 能代市浅内字赤ハゲ 遺物包含地 水田、畑地 縄文土器片、土師器片、須恵器片、鉄滓、石鏃
８４ 赤ハゲⅡ 能代市浅内字赤ハゲ 遺物包含地 水田、畑地 縄文土器片、土師器片、須恵器片、鉄滓、石鏃

８５ 此掛沢Ⅰ 能代市浅内字此掛沢 遺物包含地 畑地、空地 フラスコ状土坑、平安時代竪穴住居跡、掘立柱建物
跡、土版、弥生式土器、土師器、羽口、鉄滓、旧石器

８６ 此掛沢Ⅱ 能代市浅内字此掛沢 遺物包含地 畑地、空地 フラスコ状土坑、平安時代竪穴住居跡、掘立柱建物
跡、土版、弥生式土器、土師器、羽口、鉄滓、旧石器

８７ 此掛沢Ⅲ 能代市浅内字此掛沢 遺物包含地 畑地 縄文土器、石器、黒曜石、砥石

８８ 上の山Ⅰ 能代市浅内字上の山 遺物包含地 畑地、山林 平安時代竪穴住居跡、掘立柱建物跡、土版、土師器、
須恵器、陶磁器

８９ 上の山Ⅱ 能代市浅内字上の山 遺物包含地 畑地、山林 平安時代竪穴住居跡、掘立柱建物跡、土版、土師器、
須恵器、陶磁器

９０ ムサ岱 能代市浅内字ムサ岱 遺物包含地 畑地、田地
山林

土師器、須恵器、羽口、紡錘車、鉄滓

９１ 横長根Ａ 能代市浅内字横長根 遺物包含地 水田、畑地 縄文土器片、土師器片
９２ 横長根Ｂ 能代市浅内字横長根 遺物包含地 水田、畑地 縄文土器片、土師器片
９３ 清水上 能代市浅内字清水上 遺物包含地 水田、畑地 縄文土器片、土師器片、石器片
９４ 寒川家下 能代市浅内字寒川家下 遺物包含地 畑地 フラスコ状土坑
９５ 大館南沢 能代市浅内大館南沢 遺物包含地 水田 土師器片、須恵器片、鉄滓
９６ 寒川Ⅰ・Ⅱ 能代市浅内字寒川家上 遺物包含地 畑地、山林 続縄文土器片、土坑墓

９７ 十二林 能代市浅内字十二林 遺物包含地 水田
フラスコ状土坑、陥し穴、平安時代竪穴住居跡、掘
立柱建物跡、土器焼成遺構、土坑、製鉄炉、須恵器
窯、鍛冶関連遺構、縄文土器（前期、中期、後期）、土
師器、須恵器、鉄製品、羽口、土錘、陶磁器、炭化米

９８ 蟹子沢 能代市浅内字蟹子沢 遺物包含地 水田 縄文土器（後期、晩期）、土師器、須恵器、陶磁器
９９ 石丁 能代市浅内字石丁家上 遺物包含地 畑地、山林 土坑、陥し穴、縄文土器（前期、後期）、石匙
１００ 下相染下 能代市河戸川字下相染下 遺物包含地 水田 須恵器
１０１ 塩干田 能代市河戸川字上相染下 遺物包含地 水田 須恵器（壺）、中世陶器（壺）

１０２ 相染森 能代市河戸川字相染森台 遺物包含地 畑地、宅地貯
水池

フラスコ状土坑、土坑、溝跡、縄文土器片、トラン
シェ様石器、須恵器、石器（石皿、石鏃）

１０３ 船沢 能代市浅内字船沢 遺物包含地 畑地 縄文土器、土師器
１０４ 塞ノ神Ⅱ 能代市字塞ノ神 遺物包含地 畑地、山林 縄文土器片、石器

第２表 縄手下遺跡周辺の遺跡一覧②
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番号 遺 跡 名 所 在 地 種 別 現 状 遺 構 ・ 遺 物

１０５ 逆川 能代市浅内字大館南沢
山本町外岡字渡道 遺物包含地 畑地、農道

水田、畑地
旧石器、縄文土器片、土師器片、須恵器片

１０６ 渡道Ⅰ 山本町外岡字渡道 遺物包含地 水田、畑地 縄文土器片、石匙
１０７ 渡道Ⅲ 山本町外岡字渡道 遺物包含地 山林、畑地 縄文土器片（前期、中期）、石器片
１０８ 五本松 山本町外岡字渡道 遺物包含地 水田、畑地 縄文土器片（中期）、石器片
１０９ 柏子所 能代市字柏子所 遺物包含地 畑地、宅地 縄文土器片、石匙、石鏃
１１０ 柏子所Ⅱ 能代市字柏子所Ⅱ 遺物包含地 山林、原野 水場遺構、縄文土器片、弥生土器片、土師器片

１１１ 柏子所貝塚 能代市字柏子所、字古屋布 貝塚 山林、畑地

土坑墓（人骨埋葬）８基、縄文土器（後期、晩期）
鉢、壺、皿等、土製品（耳飾、紡錘車等）、骨角製
品（釣針、腕飾等）、貝類（コタマガイ、イシガイ、
ヤマトシジミ、ベンケイガイ、サルボウ等）、獣骨
（シカ、イノシシ、クマ、オットセイ、ウサギ）、
魚骨（スズキ、クロダイ）、鳥骨、石槍、石斧、石
鏃、石棒、土偶他

１１２ 古屋布 能代市字古屋布 遺物包含地 畑地、山林
草地

縄文土器片、須恵器片

１１３ 西ノ沢 能代市河戸川字西ノ沢 遺物包含地 山林 縄文土器片
１１４ 塞ノ神 能代市字才の神 遺物包含地 山林、原野 縄文土器片
１１５ 塞ノ神Ⅱ 能代市字塞ノ神 遺物包含地 畑地、山林 縄文土器片、石器
１１６ 新山前 能代市字新山前 遺物包含地 畑地 青磁片、石器片、石鏃
１１７ 仁井田白山 能代市字仁井田白山 遺物包含地 畑地 珠洲系陶器（摺鉢）

１１８ 腹鞁ノ沢 能代市字腹鞁の沢 遺物包含地 水田、畑地
雑木林

縄文時代竪穴住居跡、平安時代竪穴住居跡、掘立柱
建物跡、土坑、縄文土器（中期、後期）、土師器、
須恵器、石器（石匙、石錘、石槍、石斧他）

１１９ 小友Ⅰ 能代市中沢字小友 遺物包含地 畑地、水田 縄文土器片、石匙
１２０ 小友Ⅱ 能代市中沢字小友 遺物包含地 畑地 土師器、須恵器片、石器片、鉄滓

１２１ 小友Ⅲ 能代市中沢字小友 遺物包含地 鉄塔、畑地
山林

フラスコ状土坑、竪穴住居跡、縄文土器片、土師器
片

１２２ 小友Ⅳ 能代市中沢字小友 遺物包含地 畑地、山林 土師器片、須恵器片

１２３ 小友Ⅴ 能代市中沢字小友 遺物包含地 原野、山林
畑地

石器片

１２４ 小友Ⅵ 能代市中沢字小友 遺物包含地 畑地、水田
山林

縄文土器片（前期）、土師器片、石器（石匙、石錘）

１２５ 九郎左ヱ門台 能代市浅内字九郎左ヱ門台 遺物包含地 水田、畑地
山林

土師器片

１２６ 梯ノ台 能代市中沢字梯ノ台 遺物包含地 原野、山林
畑地、変電所

陥し穴状遺構、溝跡、縄文土器片、石匙、大型石斧、
砥石

１２７ 蟻の台Ⅰ 能代市中沢字蟻の台 遺物包含地 水田 縄文土器片、石器片
１２８ 蟻の台Ⅱ 能代市中沢字蟻の台 遺物包含地 畑地 縄文土器片、石器片
１２９ 蟻の台Ⅲ 能代市中沢字蟻の台 遺物包含地 畑地、水田 縄文土器片、石匙
１３０ 蟻の台Ⅳ 能代市中沢字蟻の台 遺物包含地 畑地、水田 土器埋設遺構、炭焼窯、縄文土器片（後期）
１３１ 蟻の台Ⅴ 能代市中沢字蟻の台 遺物包含地 畑地、水田 縄文土器片、石器片、石匙

１３２ 蟻の台Ⅵ 能代市中沢字蟻の台 遺物包含地 水田、畑地
山林

石器片

１３３ 蟻の台Ⅶ 能代市中沢字蟻の台 遺物包含地 畑地 縄文土器片、石器片
１３４ 蟻の台Ⅷ 能代市中沢字蟻の台 遺物包含地 水田 縄文土器片、石器片
１３５ 蟻の台ⅨＡ 能代市中沢字蟻の台 遺物包含地 山林 縄文土器片、土師器片
１３６ 蟻の台ⅨＢ 能代市中沢字蟻の台 遺物包含地 山林 縄文土器片、土師器片
１３７ 蟻の台ⅨＣ 能代市中沢字蟻の台 遺物包含地 山林 縄文土器片、土師器片
１３８ 割道Ⅰ 山本町志戸橋字割道 遺物包含地 宅地、山林 縄文土器片（中期）、土師器片
１３９ 割道Ⅱ 山本町志戸橋字割道 遺物包含地 水田、山林 縄文土器片、石器片

１４０ 割道Ⅲ 能代市中沢字大台野
山本町志戸橋字割道 遺物包含地 水田、畑地 縄文土器片、石棒、石器片

１４１ 古館 能代市中沢字蟻古館 館跡 水田、山林 空堀、段築、土師器片、須恵器片、珠洲系陶片、瀬
戸陶片

１４２ 鰄渕 能代市鰄渕字鰄渕 遺物包含地
宅地、畑地
社地、墓地
県道、鉄道

縄文土器片、珠洲系陶片、鉄滓

１４３ 苗代沢 能代市鰄渕字苗代沢 遺物包含地 宅地、畑地 縄文土器片、須恵器片、土師器片、中世陶器片、石
器片

１４４ 新田沢 能代市檜山字新田沢 遺物包含地 山林、畑地 縄文土器、石器
１４５ 中瀬戸沢 能代市檜山字中瀬戸沢 遺物包含地 水田、山林 土師器、須恵器

１４６ 中沢大台野 能代市中沢字大台野
山本町志戸橋字割道 遺物包含地 水田、畑地 縄文土器片、石器片

１４７ 大森大台野 能代市大森字大台野
山本町志戸橋字割道 遺物包含地 畑地 縄文土器片、石器片

１４８ 樋口 能代市字樋口 遺物包含地 水田 土師器片、木製品
１４９ 岩ノ目 能代市字岩ノ目 遺物包含地 水田 縄文土器片、土師器片、須恵器片
１５０ 四ッ屋台 能代市扇田字四ッ屋台 遺物包含地 畑地 縄文土器片、土師器片、須恵器片
１５１ 上平張 能代市檜山字上平張 遺物包含地 堤 中国古銭

１５２ 大館（田床内） 能代市田床内字大館 館跡 原野、山林 掘立柱建物跡、竪穴住居跡、竪穴、空堀、柵列、石
組遺構、土塁、土師器、須恵器、鉄製品

１５３ 谷地館 能代市字田中谷地 館跡 山林 段築
１５４ 上の山 能代市字上の山台 遺物包含地 畑地 縄文土器（円筒上層ｂ、ｃ式、大木８ａ式、馬高式等）
１５５ 鴨巣館跡 能代市田床内字鴨巣 館跡 山林

第３表 縄手下遺跡周辺の遺跡一覧③

第２節 歴史的環境
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番号 遺 跡 名 所 在 地 種 別 現 状 遺 構 ・ 遺 物
１５６ 鴨巣Ⅰ・Ⅱ 能代市字鴨巣 集落石 山林 縄文土器片、土師器片、須恵器片

１５７ 鴨巣一里塚 能代市字上の山
能代市字谷地上 一里塚 山林

１５８ 二タ又 能代市田床内字二タ又 遺物包含地 鉄塔、畑地 竪穴遺構、土坑、溝跡、縄文土器片、土師器片、須
恵器片、刀子

１５９ 三岳 能代市桧山字上館 遺物包含地 山林 縄文土器、石器
１６０ 三岳館 能代市桧山字上館 館跡 山林、畑地 段築、堀切
１６１ 茶臼館跡 能代市桧山字茶臼館 館跡 林地 段築、堀切、須恵器片、青磁片、中世陶器片

１６２ 多賀谷居館 能代市桧山字霧山下 館跡 畑地、原野
林地

土塁、段築、井戸跡、土坑、須恵器、陶磁器、土製
品、木製品、砥石、鉄釘、手鏡、銭貨、珠洲系中世
陶器片

１６３ 瓶長根 能代市中沢字瓶長根 遺物包含地 畑地 石器片
１６４ 比丘尼館 能代市字外堤 館跡 山林 段築
１６５ 外堤 能代市字外堤 遺物包含地 水田、山林 縄文土器（中期～晩期）、石錘、石斧
１６６ 鶴形大台野 能代市字大台野 遺物包含地 畑地 土師器片、石器片
１６７ 鶴形窯跡 能代市字山崎 窯跡 山林 摺鉢、甕片、焼台
１６８ 赤館 能代市字外堤 館跡 山林 段築、堀切
１６９ 山崎 能代市桧山字蟹沢 遺物包含地 水田、山林 土師器、羽口、鉄滓
１７０ 大館 能代市字戸草沢 館跡 山林 段築、堀切、土師器片、須恵器片
１７１ 八重堀館 能代市字山神社前 館跡 山林、鉄塔 段築、堀切、須恵器片、中世陶片
１７２ 上母体 能代市母体字上母体家の下 遺物包含地 宅地、山林 縄文土器片、石器、スタンプ状土製品
１７３ 檜山城跡 能代市桧山字古城 館跡 公園、山林 空堀、土塁、段築、唐津陶片、青磁片、古瀬戸陶片

１７４ 芹川館 能代市字大台野
二ツ井町飛根字館ノ台

館跡
遺物包含地 山林、畑地 段築、堀切、土師器片、須恵器片

空堀、段状構築、土師器

１７５ 新富根Ⅰ 二ツ井町飛根字新富根 集落 水田、畑地宅
地

竪穴住居跡、焼土遺構、土坑、溝跡、柱穴、井戸跡、
土師器、須恵器、中世陶器他

１７６ 新富根Ⅱ 二ツ井町飛根字新富根 遺物包含地 宅地、畑地 土師器
１７７ 前田Ⅱ 二ツ井町飛根字前田 遺物包含地 宅地、畑地 土師器、須恵器
１７８ 高清水Ⅰ・Ⅱ 二ツ井町飛根字高清水 遺物包含地 畑地 土師器、石器剥片
１７９ 高清水Ⅲ 二ツ井町飛根字高清水 遺物包含地 畑地 土師器
１８０ 館ノ平 二ツ井町飛根字館ノ平 館跡 山林 空堀、土師器、須恵器、鉄滓
１８１ 湯ノ沢 二ツ井町飛根字湯ノ沢 集落 山林 竪穴住居跡、土師器、須恵器、鉄製品
１８２ エヒバチ長根 二ツ井町富根字茂谷沢 窯跡 山林 窯跡、須恵系中世陶器
１８３ 塚ノ岱 二ツ井町駒形字塚ノ岱 遺物包含地 公園、山林 土師器
１８４ 塚ノ岱 二ツ井町駒形字塚ノ岱 館跡 山林 空堀、土塁、段状構築
１８５ 矢崎Ⅰ 二ツ井町駒形字矢崎 集落 水田、山林 土坑、柱穴、土師器

１８６ 矢崎Ⅱ 二ツ井町駒形字矢崎 集落 水田、山林 竪穴住居跡、焼土遺構、土坑、溝跡、柱穴、土師器、
須恵器

１８７ 矢崎Ⅲ 二ツ井町駒形字矢崎 集落 山林、道路 竪穴状遺構、焼土遺構、柱穴、縄文土器（後期）、
土師器

１８８ 矢崎Ⅳ 二ツ井町駒形字矢崎 遺物包含地 畑地、山林 土師器
１８９ 矢崎Ⅴ 二ツ井町駒形字矢崎 遺物包含地 畑地、山林 土師器、須恵器、石器剥片
１９０ 矢崎Ⅵ 二ツ井町駒形字矢崎 遺物包含地 畑地、山林 縄文土器（中期）、石器、土師器
１９１ 矢崎Ⅶ 二ツ井町駒形字矢崎 遺物包含地 畑地 土師器、須恵器、石器剥片
１９２ 矢崎Ⅷ 二ツ井町駒形字矢崎 遺物包含地 宅地、畑地 縄文土器（中期）
１９３ 矢崎Ⅸ 二ツ井町駒形字矢崎 遺物包含地 畑地、山林 縄文土器（中期）、石器剥片
１９４ 矢崎Ⅹ 二ツ井町駒形字矢崎 遺物包含地 水田、山林 縄文土器（中期）、石器、石器剥片
１９５ 関口 二ツ井町駒形字関口 館跡 山林 空堀、土塁、竪穴状遺構、鉄滓
１９６ 堂ノ前 二ツ井町駒形字堂ノ前 館跡 山林 段状遺構、土師器
１９７ 爺ヶ沢 二ツ井町駒形字爺ヶ沢 館跡 山林 空堀

１９８ 新大林Ⅰ 二ツ井町飛根字新大林 集落
遺物包含地 水田、畑地

竪穴状遺構、溝跡、製鉄炉、焼土遺構、土坑、土師
器、須恵器、須恵系中世陶器、鉄滓、フイゴ羽口、
古銭他

１９９ 新大林Ⅱ 二ツ井町飛根字新大林 遺物包含地 畑地 須恵器

２００ 仙子森 二ツ井町飛根字仙子森 集落 畑地 竪穴状遺構、焼土遺構、土坑、柱穴、土師器、須恵
器、鉄滓

２０１ 烏野 二ツ井町駒形字烏野 集落
遺物包含地

工場、畑地山
林、宅地

竪穴住居跡、建物跡、土坑、配石遺構、盛土状遺構、
焼土遺構、溝跡、縄文土器（前期～晩期）、石器、
土偶、土師器、須恵器、鉄製品

２０２ 竜毛沢Ⅰ 二ツ井町切石字竜毛沢 館跡
遺物包含地 神社、山林 空堀、段状遺構、土師器、須恵器、珠洲系中世陶器

２０３ 竜毛沢Ⅱ 二ツ井町切石字竜毛沢 館跡、集落
遺物包含地 山林、道路

掘立柱建物跡、竪穴住居跡、焼土遺構、製鉄炉、土
坑、陥し穴、配石遺構、空堀、柵列、土橋、須恵系
中世陶器、青磁、白磁、炭化籾、炭化豆、縄文土器、
石器、土偶、旧石器

２０４ 竜毛沢Ⅲ 二ツ井町切石字竜毛沢 集落 山林 竪穴状遺構、土坑、焼土遺構、石器、縄文土器（後期）
２０５ 竜毛沢Ⅳ 二ツ井町切石字竜毛沢 館跡 山林 焼土遺構
２０６ 竜毛沢Ⅴ 二ツ井町切石字竜毛沢 集落 山林 溝跡、砥石、石器
２０７ 木戸ヶ沢 二ツ井町切石字木戸ヶ沢 館跡 山林 空堀、段状遺構
２０８ 大倉 二ツ井町切石字八木山 遺物包含地 スキー場 須恵器壺
２０９ 館腰 二ツ井町切石字館腰 遺物包含地 畑地 土師器
２１０ 家の下Ⅰ 二ツ井町切石字家の下 遺物包含地 畑地 縄文土器、土師器
２１１ 家の下Ⅱ 二ツ井町切石字家の下 遺物包含地 畑地 土師器、須恵器

第４表 縄手下遺跡周辺の遺跡一覧④
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第３章 発掘調査の概要

第１節 遺跡の概観

遺跡は幟山丘陵地の台地西端（標高約４５�）に位置する。調査区の東側境界は大きな谷により隔て

られており、西側境界は台地端となっている。また、調査区中央には市道田床内２号線が南北に走る。

市道を北側に進むと国指定史跡の大館跡につながり、南側に進むと旧羽州街道と合流する。調査区は

市道南東側の小支谷により東西に二分される。どちらも平坦地をなし、南側の調査区外へと続く。よっ

て、遺跡の範囲は、未調査区の南側平坦地までを含めて考え得る。

調査の結果、旧石器時代、縄文時代、平安時代にまたがる複合遺跡であることがわかった。以下に、

各時代の内容を概観する。

１ 旧石器時代

調査区西側の緩やかな斜面地の約４０�の範囲に石器がまとまって分布する。出土遺物は、ナイフ形

石器・台形石器・�器・削器・彫刻刀形石器などの製品の他、残核・剥片・砕片などの残滓が出土

し、石器群総点数は２０３９点にのぼる。この他に、人為的な掘り込みの可能性がある遺構も検出された。

石器の形態組成と石器製作技術から後期旧石器時代前半期に帰属すると判断される。

２ 縄文時代

調査区中央部の北側台地縁辺に陥し穴状土坑とフラスコ状土坑が検出された。また、調査区南東側

から北西側にかけて小規模な石器集中部が５箇所検出された。土器は少量であり、時期の詳細な認定

は困難であるが、石器の形態とあわせて検討した結果、縄文時代中期と判断した。

３ 平安時代

調査区全体にわたって掘立柱建物跡や溝跡・炭窯跡・土坑・柱穴様ピット等が検出された。遺物は

主に土師器や須恵器が少量出土するのみであった。年代は、土師器の形態と放射性炭素年代測定から

９後半～１０世紀前半と考えられる。竪穴住居跡などは検出されず生活の痕跡に乏しいことから、集落

の中心地は大館跡であったと推測され、その外縁部として機能していたと考えられる。

第２節 調査の方法

１ 調査区の設定

計画路線の基準杭ＳＴＡ．ＮＯ１７６＋００中心杭を原点（ＭＡ５０）とし、この原点から真北方向に基

準点を選定し、この基準点に直行する４�×４�のグリッドを設定した。グリッド杭には東から西に

向かって東西方向を示す・・・ＬＳ・ＬＴ・ＭＡ・ＭＢ・・・というアルファベットと、南から北に

向かって南北方向を示す・・・４８・４９・５０・５１・・・の２桁の数字を組み合わせた記号を記入し、各

グリッド杭に両者を組み合わせ、グリッド呼称は南東隅の記号（ＭＡ５０など）を用いた。

調査対象全域にグリッドを設定することにより、計画的な調査と同時に遺構の平面的位置の把握に

努めた。
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２ 発掘方法及び記録作成

調査は確認調査の結果に基づき、表土除去は重機および人力にて行い、その後にグリッド杭打設を

行った。遺構の確認はⅣ～Ⅴ層上面を中心として行った。遺物は、層位毎に取り上げを行った。

＜遺構の記録＞検出された遺構は、図面と写真により記録を行った。図面に用いた縮尺は１／２０を基

本とし、遺物の微細図は１／１０とした。最初に、半裁により遺構内部に堆積した覆土の土層を観察・

記録し、平面実測図を作成するという手順をとった。柱穴様ピットについては、半裁後に土層注記を

行った。遺構番号は、確認毎に１から通し番号を付した。

＜遺物の取り上げ＞遺物は、遺跡名・出土グリッドもしくは遺構名・遺物番号・出土年月日を記入し

た袋に入れて取り上げた。原則として、遺構外のものは平面・垂直値を遺物台帳に記録して取り上げ、

遺構内のものは遺物番号を付して平面・垂直分布図を作成、また、有意な出土状態と判断したものは

微細図を作成して取り上げた。

＜写真の撮影＞記録のため撮影した写真は、３５㎜判モノクロ・リヴァーサルをそれぞれ使い分けなが

ら撮影した。

第３節 調査の経過

調査日誌とフィールドノートに基づいて、以下に調査経過を略述する。

５月１２・１３日、本調査に先立ち、市道田床内２号線より東側の表土除去をⅣ層上面まで行う。同市

道より西側は、確認調査で旧石器時代の石器集中部が検出されると予想され、また、層厚も浅いため、

重機による表土除去は行わなかった。１２～１９日、北部測量による水準杭打設。１６日、コンテナハウス

搬入及び設置。２０日、発掘作業員に必要書類を提出してもらい、調査開始にあたっての注意事項の説

明等を行う。機材の搬入、駐車場・事務所棟等の整備終了後、発掘調査を開始。調査区東側の精査お

よびベルトコンベアの設置を行う。柱穴様ピット（ＳＫＰ１・ＳＫＰ２）・溝跡（ＳＤ３）等が検出

される。２６日、ベルトコンベア稼働開始。同日、トレンチを埋めている確認調査の排土除去作業を始

める。また、東西に延びる２箇所の浅い谷状地形の南側壁面を精査し、基本土層図を作成。２７日、Ｋ

Ｑ５２付近で剥片・砕片が出土。石箆が出土したことから、縄文時代の小規模な石器集中部と判断し、

ナンバー遺物として平面・垂直を記録し、取り上げを行う（後日、石鏃等も出土）。２８日、ＳＤ３を

全面検出。市道田床内２号線より東側の舌状に張り出す段丘突端を囲うように走ることを確認。底面

からは所々、柱穴様ピットを検出。２９日、ＭＣ５０付近の確認調査用トレンチ排土からナイフ形石器が

１点出土。

６月２日、これまでに検出した遺構覆土の多くが明黄褐色の地山質であった。このため、今後、柱

穴様ピット等の検出が困難な作業となることが予測された。調査区全体での遺構の広がりと覆土の特

徴を早急に抑えるため、調査区西端の表土除去を行い精査。溝跡を数条検出。この溝跡の覆土は地山

質ではなく黒褐色であり、時期差と予想された。３日、旧石器時代の石器集中部が予想される範囲か

らナイフ形石器転用の彫刻刀形石器が１点出土。これも確認調査用トレンチの排土内であった。米代

川左岸から遺跡の遠景写真を撮影。ＬＭ５７付近で炭窯跡を検出。サブトレンチで確認したところ地下

式か半地下式である可能性が高い。ＳＷ１９とした。これに並んで炭窯が複数分布しないか精査を行っ

第３節 調査の経過
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たが、検出されなかった。６日、ＳＷ１９内覆土より土師器坏片が３点出土した。平安時代の可能性が

高まった。ＬＫ５３付近でフラスコ状土坑を検出。ＳＫＦ２５として調査。９日、ＬＫ４４付近で須恵器甕

の破片集中部をⅡ層中より検出。これは確認調査で既に検出されていたものである。また、その周囲

に複数の溝跡を検出。１０日、ＬＯ５６～ＬＰ５６南壁に５０～１００㎝の深掘りを実施し、第Ⅴ層以下の堆積

状況を観察。ＫＫ５６Ⅳ層中にて砕片のまとまりが検出され、ＫＱ５３の石器集中部とあわせて調査を進

める。１１日、現場視察及び調査指導のため埋蔵文化財センター（以下、センター）の大野憲司所長と

高橋忠彦中央調査課長が来跡。１３日、日本海沿岸東北自動車道建設事業に係る小林遺跡の整理作業の

ため、吉川文化財主事は中央調査課勤務。かわりに利部修調査班長が現場を指揮。１６日、ＬＤ５２にて

方形の炭窯跡（ＳＷ３９）を検出。旧石器時代の石器集中部が予想される範囲の粗掘りを開始。１７日、

市道田床内２号線西脇斜面に方形の炭窯跡（ＳＷ７１）を検出。当初、同市道両脇の斜面は市道建設の

際に削平したものかと考えていたが、削平面から平安時代の炭窯跡が検出されたことにより、市道自

体が少なくとも平安時代まで遡ることが推測された。ＳＷ３９の南側で掘立柱建物跡を検出（ＳＢ２４）。

１９日、市道田床内２号線に平行する溝跡（ＳＤ３６）を検出。３０日、ＬＱ５４で地山質覆土のみの風倒木

痕を検出。

７月１日、ＳＤ３中央部に南接して４本柱の掘立柱建物跡を検出（ＳＢ１２２）。調査区南側のＬＦ４５

周辺にて複数の浅い土坑を検出。７日、ＬＯ５０Ⅳ～Ⅴ層にて剥片がまとまって出土し始める。旧石器

時代のものか縄文時代のものかは不明であるが、平面・垂直の記録を行う。センターの大野所長と金

義晃総務課長が飲酒運転撲滅指導のため来跡。駐車場にて熊の目撃例があったため、作業員に注意を

喚起。ＬＱ５０一帯から溝跡を複数検出。すべて地山質覆土であり、壁面及び底面の検出が困難である

ため、適宜サブトレを設けながら掘り進める。８日、ＳＤ３６両脇には市道に下ってテラス状の平坦面

が２～３段検出された。道跡の可能性もあるが硬化面は確認されない。雨天のため現場での作業が危

険と判断し、遺物の洗浄と整理、図面整理等を行った。１４日、ＬＳライン以西で、台形石器１点を含

む石器がまとまって出土し始めた。１６日、ＬＯ５０の石器集中部から石箆とスクレイパーが出土。縄文

時代の集中部と判断した。１７日、ＫＱ５２断面の観察により、Ⅴ層とした地山層が上下に分かれること

が分かった。このうち、縄文時代の石器は上層のみから出土することを確認した。１８日午後、吉川文

化財主事、健康診断。榮一郎学芸主事がかわりに調査を指揮。２２日、ＬＯ５０の石器集中部から縄文土

器片が出土。これにより本石器集中部が縄文時代のものであることが確実となった。２４日、調査区南

側の溝跡（ＳＤ３１）が方形に巡ることを確認した。２５日、吉川文化財主事、小林遺跡の整理作業のた

め中央調査課勤務。かわりに高橋中央調査課長が調査を指揮。２８日、旧石器時代の石器集中部でナイ

フ形石器３点出土。直径２５�の範囲に分布を想定。その南側より焼土遺構２基検出。付近に縄文土器

片が小規模ながらまとまって出土。２９日、ＬＪ４３からＬＯ５０にかけて、縄文時代の石器分布が帯状に

延びることを確認。

８月４日、雨天により石器集中部がプールになるため、急遽遺物の取り上げを行う。６日、国土交

通省東北地方整備局工藤節男監督官、県生涯学習課文化財保護室磯村亨学芸主事、高橋中央調査課長、

吉川文化財主事により、縄手下遺跡の先行引き渡し範囲及び調査期間についての現地協議を行った。

調査期間は１０月１０日まで延長となった。ＳＤ２０２で明確な板塀の痕跡と裏込めを検出。１１～１５日、夏

期休暇。１９日、ＳＤ２０２、ＳＫ２１７、ＳＫＰ２１２内から土師器片出土。２２日、ＭＣ５１Ⅴ層で石刃素材の
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�器が出土。２５日、調査区西端のＭＪ４７周辺で方形に巡る溝跡を検出。２６日、ＭＣ４７周辺で掘立柱建

物跡（ＳＢ２３２）を検出。

９月１日、航空写真撮影の準備。２日、能代工業高校栗山知士教諭、地形観察のため来跡。縄手下

遺跡周辺の地形についてご教示を得た。株式会社ハイマーテックにより調査区東側の航空写真撮影を

行う。５日、國學院大學小林達雄教授、冨樫泰時氏、県生涯学習課保護室武藤祐浩学芸主事、現場見

学のため来跡。９日、現場視察のため大野センター所長来跡。１２日、埋蔵文化財センターの紹介ＶＴ

Ｒ作成のため、秋田テレビ来跡。１１日、調査区東側がＳＤ８１、ＳＤ２１８により大きく区画されている

ことが判明。１７日、石器集中部に密集域と散漫域を視覚的に認める。ＬＯ４８周辺で大形の掘立柱建物

跡（ＳＢ３８５）を検出。ＭＣ５０に５０㎝のメッシュを設定し、Ⅴ層上半部の土壌回収作業を開始。方形

に巡るＳＤ２６３に途切れた箇所を確認し、溝の周囲に柱穴様ピット、溝に囲まれた内部に掘立柱建物

跡を検出。１８日、市道田床内２号線以東の谷状地形内において十和田ａ火山灰の可能性がある白色ブ

ロックの堆積を確認しサンプル採取した。１９日、吉川文化財主事、小林遺跡の整理作業のため、中央

調査課勤務。かわりに高橋中央調査課長が調査を指揮。２５日、旧石器時代の石器集中部はやや環状を

呈するようなブロック群の広がりを確認した。２６日、ＳＫＰ３４２底面で内外面が黒色の土師器が１個

体２分割された状態で重なって出土。３０日、航空写真撮影の準備。

１０月１日、株式会社ハイマーテックにより調査区西側の航空写真撮影を行う。ＭＡ５２Ⅴ層で黒曜石

製の台形石器が１点出土。発電機を移動し、発電機置き場の粗掘り・精査を開始。縄文時代の石器集

中部は調査期間の都合上、グリッドを限定しての調査に切り替えた。８日、旧石器時代の石器集中部

全体の写真撮影及び石器取り上げ。９日、ＬＴ４９及びＭＣ５４から火山灰分析用の土壌サンプル採取。

１０日、石器取り上げ、現場撤去作業。ＭＢ４９・ＭＣ４９グリッドⅤｃ層にて掘り込みのようなプランを

検出。その内部には多くの砕片が出土。旧石器時代の掘り込みである可能性があり、急遽、センター

に連絡をし、調査期間の延長を要請。３１日までの延長となったが、調査自体は職員及び調査・研究員

でのみ行うこととなった。この掘り込みをＳＫ４５１として調査を始める。武田センター副所長と高橋

中央調査課長により発掘作業員へ調査終了の挨拶。１４日、ＳＫ４５１と切り合うような形で新たなプラ

ンを確認。ＳＫ４５２として調査。覆土はすべて回収。１５日、冨樫泰時氏、掘り込みを確認するため来

跡。ご教示を頂く。１６日、重機によりＳＫ４５２の裁ち割りを敢行。２１日、東北大学総合博物館柳田俊

雄教授、掘り込みを確認するため来跡。調査方法などのご教示を頂く。２５日�に現地説明会を行うこ

とが決定。２３日、現地説明会の準備。ＳＫ４５２の断面剥ぎ取り作業。２５日、現地説明会開催。２７日、

ＳＫ４５１・ＳＫ４５２の断面実測。２８日、ＳＫ４５１断ち割り。２９日、ＳＫ４５１断面剥ぎ取り。３０日、ＳＫ４５

１・ＳＫ４５２を完掘し、実測。３１日、現場撤収作業。

上述してないが定期的に安全管理指導員による指導が現場にて行われた。

第４節 整理作業の方法

１ 遺構の整理

現場で作成した原図をもとにトレース用原図（第２原図）を作成した。その過程で、基本土層と遺

構内覆土及び遺構内外出土遺物の対応関係、遺構内出土遺物の由来、遺構どうしの切り合い関係等を
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検討し、遺構の時期と性格の把握に努めた。遺構内出土遺物は原則として出土地点・出土状態を記録

したが、本書では、検討の結果、有意な出土状態と判断したものに限って掲載した。

２ 旧石器時代に帰属する遺物の整理

旧石器時代の遺物では石器が出土した。これらの遺物を洗浄・分類し、接合作業・実測・写真撮影

を行った。また、遺物には可能な限り遺跡名・遺物番号を註記したが、微細な遺物に関してはユニパ

ックに註記して収納した。ＭＣ５０グリッドではサンプリング・エラーを防ぐために５０㎝メッシュに設

定し、Ⅴａ層を土壌ごと回収した。それらは水洗・フルイがけし、メッシュ単位でユニパックに収納

した。

遺物註記後、器種分類・個体分類・観察・計測を行い、すべて台帳に記入し、平面・垂直分布図を

作成した。これと併行して、報告書掲載遺物を選定し、１／１で実測、トレースを行った。

３ 縄文時代に帰属する遺物の整理

縄文時代の遺物では土器・石器が出土した。これらの遺物を洗浄・分類し、接合作業・実測・写真

撮影を行った。また、遺物には遺跡名・遺構名・グリッド名・層位・遺物番号を註記した。

土器は断面実測を行い、必要に応じて外面の拓本を採った。石器は、個体分類及び分布図の作成と

ともに、実測・トレースを行った。遺物はすべて１／１で図化した。

４ 平安時代に帰属する遺物の整理

平安時代の遺物では土器が出土した。これらの遺物を洗浄・分類し、接合作業・実測・写真撮影を

行った。また、遺物には遺跡名・遺構名・グリッド名・層位・遺物番号を註記した。

ある程度復元された土器は図を作成し、必要に応じて土師器坏外底面や須恵器内外面の拓影を採っ

た。遺物はすべて１／１で図化した。
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第４章 調査の記録

第１節 基本土層

遺跡の基本土層は、以下の通り観察された（第７・８図）。

第 Ⅰ 層 黒褐色（１０ＹＲ３／１）。調査区全体を覆う現地表土。層厚は１０～５０㎝。

第 Ⅱ 層 黒褐色（１０ＹＲ３／２）。谷部および調査区中央南側ではⅡａ層・Ⅱｂ層に細分される。

縄文時代・平安時代の遺物を若干包含する。層厚は５～２０㎝。

第 Ⅲ 層 黒色（１０ＹＲ１．７／１）。谷部のみに堆積。５～１５㎝。

第 Ⅳ 層 にぶい黄褐色（１０ＹＲ５／４）。漸移層。旧石器時代・縄文時代・平安時代の遺物を包含

する。層厚は１０～２０㎝。

第Ⅴａ層 明黄褐色（１０ＹＲ６／６）。旧石器時代・縄文時代の遺物を包含する。層厚は約１０㎝。

第Ⅴｂ層 黄褐色（１０ＹＲ５／６）。旧石器時代の遺物を包含する。層厚は約１０㎝。

第Ⅴｃ層 明黄褐色（１０ＹＲ６／６）。上半部で旧石器時代の遺物を包含する。層厚は２５～３０㎝。

第Ⅴｄ層 明黄褐色（１０ＹＲ７／６）。層厚は３０～４０㎝。

本遺跡では黒色土の堆積が良好ではない。これは、標高４０�以上の丘陵上に立地するため、植物の

腐食により形成されるクロボク土が絶えず風雨により流失するという環境にあったことを物語ってい

よう。第Ⅱ～Ⅲ層は平安時代以降の堆積と考えられるが、このため安定した遺物包含層として確認す

るに至らなかった。こうした状況は、琴丘町堂ノ下遺跡や同小林遺跡でも確認されている
（註１）

。

第Ⅴ層は粘土質ロームであるが、色調・土質・混入物等から４層に細分される。第Ⅴｂ層は第Ⅴａ

層に比べ色調がやや暗いが、土質は両層とも軟質である。一方、第Ⅴｃ・Ⅴｄ層は硬質である。第Ⅴ

ｃ層は均質な層相であるが、第Ⅴｄ層は白色粘土ブロックが多く混入する。これらの層からは火山ガ

ラスは微量にしか検出されず、レス（風成）層であると考えられる。このことは二ツ井町芹川館跡で

の旧石器時代遺物包含層の土壌分析においても明らかにされており、秋田県北部日本海沿岸の段丘に

おいて共通したあり方を示している。

平安時代の遺物は調査区全体でわずかの出土であるが、調査区中央南側のＬＫ４５グリッド周辺では

須恵器甕片がまとまって出土し、その層準は第Ⅱｂ層上面であった。このため、平安時代の生活面は

第Ⅱｂ層上面に設定できる。縄文時代の遺物は、主に第Ⅳ～第Ⅴａ層上半部まで認めることができ、

当時の生活面は流失した可能性がある。旧石器時代の遺物は、垂直分布のピークが第Ⅴａ層下半部～

第Ⅴｂ層上面にある。よって、当時の生活面は第Ⅴｂ層中～上面に設定できようか。

註１ 秋田県教育委員会 『小林遺跡Ⅱ平安時代・中世編―日本海沿岸東北自動車道建設事業に係る埋蔵文化財発掘調査報告

書ⅩⅨ―』秋田県文化財調査報告書第３７６集 ２００４（平成１６）年

秋田県教育委員会 『堂ノ下遺跡Ⅱ中世篇―日本海沿岸東北自動車道建設事業に係る埋蔵文化財発掘調査報告書ⅩⅩ

―』秋田県文化財調査報告書第３７７集 ２００４（平成１６）年
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第２節 旧石器時代の調査

本遺跡の旧石器時代石器群は、調査総面積８，５００㎡中、９６０㎡の台地西側の緩やかな斜面上で検出さ

れた。石器群総点数２０３９点、総重量１０５４８．１�である。内訳は、ナイフ形石器３０点、台形石器６４点、

�器８点、削器７点、彫刻刀形石器５点、楔形石器１点、二次加工ある剥片１４点、残核２９点、剥片９１３

点、砕片９６８点である。石材は珪質頁岩９６２点、チャート４点、黒曜石２点で構成される。

第１項 用語解説

記載に入る前に本書において使用する用語を解説する。

ナイフ形石器

おもに石刃を素材とし、一次剥離により作出された鋭い縁辺を保持しながら、残る側縁に刃潰し加

工が施された石器。後期旧石器時代の主要な器種の一つ。

台形石器

剥片もしくは石刃を素材とし、一次剥離により作出された鋭い縁辺を保持する点はナイフ形石器と

同様であるが、素材を横位に用いて二次加工により明確な基部を作出し、全体の形状が台形もしくは

扇形を呈する石器。また、矩形剥片・切断剥片・貝殻状剥片を素材とし、基部が作出されない一群も

ある。ナイフ形石器とのもっとも大きな違いは、刃部となる素材剥片の側縁部と石器の主軸が直交す

るように用いられる点である。

�器・削器

剥片を素材とし、連続した二次加工により刃部が作出される石器。一般的に、�器は加工部位が素

材の打面側に対置する末端部にあり、急斜度加工で刃部形態は弧状を呈する。一方、削器は加工部位

が素材側縁で、加工の角度が浅く最終的な刃部形態は直線的である。

楔形石器

楔形石器については、石核と製品とが混在する場合がある。本書では両極打法により生じる線状も

しくは点状を呈する特徴的な打面形状と剥離面が観察される剥片石器に対して本名称を用いる。

二次加工ある剥片

定型的な石器として捉えられないが、剥片に部分的な二次加工が施されている石器の総称。

剥片・砕片・石刃・刃器

剥片は、石核より剥離された石片である。砕片は、調整加工段階で石核や素材剥片から剥離された、

剥片よりも小さい石片であるが、厳密に剥片と区別することが困難な場合が多い。ここでは、長軸が

１㎝未満のものを砕片と呼ぶ。剥片は、長幅比の程度と形状により、縦長剥片・寸詰まりの縦長剥片・

横長幅広剥片・横長剥片・貝殻状剥片等と呼称される。なかでも長幅比が２：１以上で背面の稜線が

縁辺と平行するものを石刃と呼称する。この石刃のうち、二次加工が施されずに道具として使用され

たものは、とくに刃器と呼ばれる。また、本書で「大形・中形・小形」と便宜的に区分する場合があ

るが、この際の目安として、最大長が８㎝以上のものを大形、３㎝以上８㎝未満のものを中形、１㎝

以上３㎝未満のものを小形とする。

石核・残核

石核とは剥片を剥離するときの母材となる核である。残核とは最終的に剥離が終了し結果的に遺跡
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に残されたものの呼称である。本書では、剥片剥離過程上、石核がきわめて概念的な用語であるのに

対し、残核は具体的に遺物を指し示す用語として区別する。用例としては、「両設打面石
�

核
�

は、消費

が進行するにつれて９０度打面転位となり、残
�

核
�

として遺棄された。」

製品・残滓

製品とは、道具として分類される一群。礫素材のもの（礫石器）と剥片素材のもの（剥片石器）が

ある。本石器群は剥片石器で占められる。残滓とは、製品に対し、石器製作過程上、結果的に生じる

残核・剥片・砕片の総称。

個体別資料

同一の母岩（原礫）に帰属する製品・残滓の資料群。接合作業や肉眼観察により識別する。個体別

資料分析はその開発以来
（註１）

、旧石器時代研究の主だった分析法として利用されてきたが、その問題点が

近年指摘されている
（註２）

。東北地方の石器石材を特色づける珪質頁岩は、個体識別がチャート等に比べ困

難であるが、ここでは可能な限りの識別を行い、識別有効度
（註３）

を提示する。識別有効度は以下の通り。

識別有効度Ａ：接合例が豊富で、かつ基質・石質の特徴からほぼ確実に同一のものとして判断し

た個体。

識別有効度Ｂ：接合例に乏しい、もしくは点数が少なく接合例を持たないが、基質・石質からほ

ぼ確実に同一のものとして判断した個体。

識別有効度Ｃ１：有効度Ｂ同様の判断であるが、点数が多く、礫面等の状況から原石のサイズを推

測した場合、全点を同一個体とすると辻褄が合わないと考えられる個体。

識別有効度Ｃ２：有効度Ｃ１に準ずるが、基質等の属性がさらに漸移的なあり方を呈し、結果とし

てバラエティーに富んだ資料により構成される個体。

ブロック・ユニット・石器集中部

遺物の集中する空間的な分布上のまとまり。神奈川県月見野遺跡群において「ブロック」と呼称さ

れ、東京都野川遺跡の調査では「ユニット」と呼ばれる
（註４）

。本書では「ブロック」を採用する。なお、

ブロックの認定に関しては客観性にかけるとの問題提起もなされている
（註５）

。

第２項 石器の出土層準と分布（第１２～１４図）

本遺跡は第Ⅴａ層以下がローム層であり、調査区において安定した堆積状況を示す。旧石器時代の

遺物は第Ⅱ～Ⅴｃ層にかけて出土するが、標高４４ｍ前後の第Ⅴａ層下半部～第Ⅴｂ層上面をピークと

してレンズ状の垂直分布を示す。掘り下げは、石器が出土しなくなる第Ⅴｃ層下半部もしくは第Ⅴｄ

層まで下げて、石器が出土しなくなることを確認した。当時の生活面は第Ⅴｂ層中～上面と推測され

る。

本遺跡では、直径４０�の範囲に石器がまとまって分布する範囲が１箇所確認されたが、この範囲に

石器が万遍なく分布するのではなく、分布密度の粗密や空白部が存在し、視覚的には幾つかの小ブロ

ックに細分されそうである。個体別資料の項でより詳細に検討するが、ブロックは視覚的に大きく東

域・西域・北域・南東域に分けられる（第１１図）。もっと密度の高い西域は、さらに、「北側密集部」

と「中央密集部」、「南側密集部」が認識されるが、恣意性を完全に排除することができないため、こ

こでは密集域を小ブロックとして線引きせずに、便宜的に１基のブロックとして捉える。
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明らかに旧石器時代に帰属する石器

は、ブロック外からの出土がほとんど

認められなかった。縄文時代の遺物分

布がやや離れて認められたため、個体

分類および接合作業により検討を行っ

たが、識別有効度Ｃ１・Ｃ２が多数存

在することもあり、旧石器時代と縄文

時代の石器が混在している可能性は否

めない。

なお、今回の調査では、サンプリン

グエラーの状況を調べるため、もっと

も石器が密集することが予測されたＭ

Ｃ５０グリッドⅤ層を対象に、左図のよ

うに５０㎝メッシュを設定し、土壌洗浄

を実施して微細遺物の採取に努めた

（表の数値は各メッシュ毎の遺物点数）。その結果、６８２点の剥片・砕片を採取することが出来た。こ

のほかのグリッドでも採取できなかった微細遺物が相当数存在したと推測される。

第３項 検出遺構

� 土坑

ＳＫ４５１・ＳＫ４５２（第１０図）

石器の出土がみられなくなる第Ⅴｃ層上面を掘り下げ中、ＭＢ４９・ＭＣ４９グリッドで、石器分布が

楕円状にまとまりをみせたため、精査を進めると、第Ⅴａ層に近似するやや暗めの楕円形プランが２

基切り合うように検出された。周囲も同様に精査したが、他には検出されなかった。両者とも掘り込

み面は、覆土中とみられる石器の垂直分布も合わせて検討すると、第Ⅴｂ層中と考えられる。

ＳＫ４５１は、長軸（ＮＷ－ＳＥ）１．６８�×短軸（ＮＥ－ＳＷ）１．２４�で、確認面からの深さは０．５８

�である。底面は平坦で、壁面は南東側で垂直に立ち上がり、北西側で段を持ちながら緩やかに立ち

上がる。覆土は１３層に分けられる。遺物は覆土中より、台形石器２点、残核１点、剥片６６点、砕片３２

点の計１０１点が出土した。個体別に見ると、個体別資料№２（剥片１点）、個体別資料№３（剥片１点）、

個体別資料№７（剥片１３点）、個体別資料№８（台形石器２点、剥片４２点、砕片２点）、個体不明（残

核１点、剥片３点、砕片３０）で、計４個体となる。

ＳＫ４５２は、長軸（Ｎ－Ｓ）１．２８�×短軸（Ｅ－Ｗ）０．８４�で、確認面からの深さは０．６６�である。

底面はやや起伏をもち、壁面は南東側でややオーバーハングしており、北側では底面から垂直に立ち

上がるものの、開口部で緩やかとなる。覆土は１３層に分けられる。遺物は、剥片１１点が出土した。個

体別に見ると、個体別資料№７（剥片２点）、個体別資料№８（剥片６点）、単独個体（剥片３点）と

なる。

両遺構の新旧関係の把握に努めたが判断できなかった。また、両遺構にまたがって長軸０．４�のピ

ット（Ｐ１）が検出された。

５ １０ ９ １４ １７ ５ ８ ８ ク

２ １０ １３ ９ １２ ２０ ７ ８ キ

１０ ７ １４ １３ ２４ １８ １４ １６ カ

３ ８ １６ １３ ５ １６ ８ １３ オ

５ １９ ４ １６ ２０ １９ １５ ３ エ

２ １４ １０ １１ １２ １２ １９ １１ ウ

４ ７ ３ １１ １１ １４ ３ ４ イ

５ ６ ８ ７ ４ ２６ １１ １１ ア

Ｈ Ｇ Ｆ Ｅ Ｄ Ｃ Ｂ Ａ
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ＳＫ４５１・ＳＫ４５２は、風倒木痕もしくは周氷河現象による地層のうねりといった自然の営為の可能

性も視野に入れて調査を進めた。風倒木痕については、断ち割り断面の観察の結果、底面および壁面

が明瞭に捉えられることからその可能性はないと判断した。地層のうねりについては、ＭＥ４９～５１グ

リッドの深掘りトレンチ断面（第８図）からは、第Ⅵ層以下に顕著に見られるが、第Ⅴ層にまでは及

んでいないことが確認され、また、石器垂直分布図に明らかなように、ＳＫ４５１・４５２のみ石器の分布

が落ち込み、そのほかは安定した水平分布を示している。周氷河現象による地層のうねりが「見せか

けのブロック」を形成する可能性は琴丘町家の下遺跡で指摘されているが、本遺跡においてはその可

能性は低いものと判断した。さらに、断ち割り断面による覆土の観察の結果、底面や壁面には薄い酸

化鉄の沈着層が確認されることから、一定期間開口しており、風雨にさらされていたと推測される。

以上の所見から人為的なものと考えたいが、土坑とすれば機能の問題が残る。これについては第６章

で検討する。

第４項 出土石器

� ナイフ形石器（第５１～５３図１～３０）

本石器群のナイフ形石器は、頭部調整が施された石刃を素材とし、単剥離面打面を下位に用いて残

置するものがほとんどである。加工部位により、Ⅰ類：基部加工形態（２７点）、Ⅱ類：先端部加工形

態（１点）、Ⅲ類：二側縁加工形態（２点）に分類される。Ⅰ類中には、基部のみ加工が施され、先

端部が尖刃となるⅠａ類（１１点）、同様に先端部が平刃となるⅠｂ類（７点）、基部以外に先端部にも

加工が施され尖刃となるⅠｃ－１類（３点）と、平刃となるⅠｃ－２類（２点）に細分される。また、

４点（２３～２６）は先端部欠損のため細分できなかった。

Ⅰａ類（１～１１）

１は基部両側縁に刃潰し加工が施されている。２は基部両側縁に刃潰し加工がやや鋸歯状に施され

ている。先端部表面に衝撃剥離痕と考えられる樋状剥離が１条みられる。先端部および両側縁には刃

こぼれと考えられる断続的な微細剥離痕が観察される。３は基部両側縁に刃潰し加工が施されている

が、右側縁において特に顕著である。先端部は衝撃剥離痕と考えられる剥離により欠損している。器

体中央部両側縁に平坦な微細剥離痕が観察される。４は基部両側縁に刃潰し加工が鋸歯状に施されて

いる。先端部には衝撃剥離痕と考えられる樋状剥離が３条認められる。右側縁表裏面に微細剥離痕が

著しくみられる。５は基部両側縁に刃潰し加工が施されているが、右側縁はわずかである。先端部か

ら右側縁にかけて欠損している。６は先端部欠損。基部両側縁に急斜度な刃潰し加工が施されている。

左半部には礫面を残す。とくに左縁辺に断続的な微細剥離痕が顕著である。７は基部両側縁に刃潰し

加工が施されている。そのほかの縁辺は微細剥離痕が顕著である。８は頭部調整が施されていないや

や寸詰まりの石刃を素材とし、礫打面を下位に用いて残置する。右側縁基部に刃潰し加工が施されて

いる。９は単剥離面打面を下位に用いて残置する。基部両側縁にわずかに刃潰し加工が施されている。

先端部は若干欠けているが尖鋭である。１０は複剥離面打面を下位に用いて残置する。基部裏面両側縁

に平坦な刃潰し加工が施されている。先端部はわずかに欠損している。器体表裏面には被熱によると

思われるハジケが顕著に観察される。１１は先端部欠損。右側縁基部側にやや鋸歯状となる刃潰し加工

が施される一方、左側縁基部には微細な加工が施される。
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Ⅰｂ類（１２～１８）

１２は基部両側縁に刃潰し加工が施されている。１３は錯向調整がみられ、右側縁基部は表面から、左

側縁基部は裏面から角度がやや浅い刃潰し加工が施されている。先端部は若干欠損しており、両側縁

に断続的な微細剥離痕がみられる。１４は基部両側縁に刃潰し加工が施されている。１５は右側縁基部に

やや平坦な刃潰し加工が施されている。両側縁に断続的な微細剥離痕が顕著である。先端部裏面には

左から彫刻刀面を想起させる樋状の剥離痕が観察される。１６と１７は接合する（第７４図）。１６は左側縁

基部にやや微細な刃潰し加工が施され、右側縁基部にもさらに微細な加工が認められる。１７も１６同様

の刃潰し加工が施されており、右側縁基部には打面との交点からすこし離れて刃潰し加工が施され

る。１８は右側縁基部側にノッチ状の刃潰し加工が施されている。

Ⅰｃ類（１９～２３）

Ⅰｃ－１類には１９～２１が分類される。１９は基部両側縁および先端部右側縁に刃潰し加工が施されて

いる。基部に比べ先端部の加工は、急角度でやや鋸歯状となる。この加工により先端部は尖鋭となる。

２０は先端部が若干欠損している。基部両側縁および先端部右側縁に刃潰し加工が施されている。先端

部の加工は微弱である一方、基部側は鋸歯状を呈する。先端部は尖鋭であるが、加工によるのではな

く、本来の素材剥片の形状である。２１は左側縁基部にやや角度の浅い刃潰し加工が施されている。右

側縁基部は発掘中の欠損のため不明。先端部は素材末端部を除去するかのように二次加工が鋸歯状に

めぐる。左側辺には礫面を残す。

Ⅰｃ－２類には２２・２３が分類される。２２は基部両側縁および先端部左側縁に刃潰し加工が施されて

いる。右先端部は若干欠けているが、先端部自体は平らである。刃こぼれと考えられる微細剥離痕が

両側縁に断続的に観察される。２３は基部両側縁に急斜度な刃潰し加工が施されている。右先端部には

微細な二次加工がみられる。両側縁辺には微細剥離痕が顕著である。先端部背面に礫面を残す。本類

型から、先端部の加工が必ずしも尖刃を目的としたものではないことが分かる。

Ⅰ類その他（２４～２７）

上半部欠損のため細分できない一群。２４は基部両側縁に急斜度な刃潰し加工が施されている。左側

の基部は錯向調整がみられ、表面からの二次加工により素材の打点が除去されているが一部礫打面を

残す。２５は、基部両側縁にやや微細で断続的な刃潰し加工が施されている。２６は基部両側縁に刃潰し

加工が施されている。左側縁裏面に刃潰し加工後の剥離面が一枚観察される。２７は上半部欠損。基部

両側縁に刃潰し加工が施されている。右側辺には礫面を残す。

Ⅱ類（２８）

２８は右先端部縁辺に急斜度な刃潰し加工が施されている。対向調整となっており、裏面からの加工

の後、加工部位のちょうど中央に表面からの加工が施される。左側縁の表裏面には微細剥離痕が顕著

に認められる。

Ⅲ類（２９・３０）

２９は左側縁および基部右側縁に刃潰し加工が施されている。左側縁の刃潰し加工は急斜度なのに対

して、右側縁基部側は微細である。右側縁には微細剥離痕が顕著にみられる。器体中央左半部には礫

面を残す。３０は先端部欠損。大形の剥片を横位に用い、右側縁は裏面から、左側縁は表面から急斜度

な刃潰し加工が施されている。石器主軸と直交する基端部には裏面からの微細で平坦な加工が見られ
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る。

� 台形石器（第５３～５５図３１～９４）

本石器群の台形石器は、原則的に素材剥片を横位に用いる点では共通するが、加工のあり方により

２類に分類される。Ⅰ類は、両側縁に凹状で急斜度な二次加工が施されて基部が作出される一群であ

る。打面は完全に除去され、最終的な平面形態は撥形を呈する。加工による素材の変形の度合が高い

ため、石刃素材か剥片素材か明確でないものがある。Ⅱ類は、打面を残置しながら、素材末端部に急

斜度な二次加工が部分的に施される一群である。Ⅱ類はさらに、刃部と二次加工の施された縁辺が直

線的かつ直交し、刃縁と背面稜線が平行して、平面形態が矩形を呈するⅡａ類と、刃部と加工縁辺が

弧状をなし、平面形態が貝殻状もしくは不定型な形態を呈するⅡｂ類とに細分される。

Ⅰ類（３１～３７）

断面が台形状を呈する３１・３４・３６・３７と、三角形状を呈する３２・３３・３５がある。後者は素材剥片の

バルブの影響により厚高となった結果と考えられる。３１は本石器群唯一の黒曜石製の製品である。黒

曜石は透明で非常に良質である。基部欠損。両側縁に裏面からの急斜度な二次加工が施されている。

刃部表面はポジティブ面が大きく残されており、剥片素材石核から剥離された剥片を素材としたこと

がわかる。刃部縁辺は微細剥離痕が顕著である。３２は基部が若干欠損している。３３は素材剥片の背面

から主要剥離面に向けて急斜度な二次加工が施されている。素材剥片のバルブとバルバースカーを残

す。３４は刃部左半部が発掘中の欠損。裏面には素材のバルバースカーを残す。３５は刃部がややペン先

状を呈する。３６は刃部に対置・平行する基部縁辺にも一次剥離による鋭い縁辺を残す。刃部はやや斜

刃となる。３７は３６と同様、基部縁辺に一次剥離による鋭い縁辺を残す。刃部は斜刃を呈し、切出形石

器と類似する。左側上部に一部礫面を残す。

Ⅱａ類（３８～６２）

素材打面に対置する末端部を直線状に断ち切るように二次加工を施すもの（３９・４０・４７・４８・５５・

５６・６１・６２）と、二次加工により末端部が弧状を呈するように整えられているもの（４２・５０・５１）、

刃部に対置する素材側縁部に直線的な加工が施されるもの（５２）、より部分的な二次加工によるもの

（上記以外）がある。二次加工は裏面から施されるものが主体であるが、このうち、３８・４７は錯向調

整により、３９・４１・５４・５６・６１は表面からの加工により製作されている。素材となる剥片は、石器形

態および背面構成の観察から、同一打面から連続的に剥離された縦長剥片もしくは矩形剥片と考えら

れる。

Ⅱｂ類（６３～９４）

Ⅱａ類同様、連続的な二次加工により素材末端部を断ち切りながら弧状・凸状を呈するよう整えら

れるもの（６４～６７・７３・８７・８９）と、ノッチ状・凹状もしくは鋸歯状となるもの（６８～７２・７４～７６・

８２・８４・８６・８８・９０・９１・９３）、部分的で微細な二次加工が施されているもの（７７～８１・８３・８５・９２・

９４）がある。これも裏面からの加工以外に、７１は対向調整により、９３は錯向調整により、６６・６８～７０・

７２・７３・７５・８１・８４・８７が表面からの加工により製作されており、Ⅱａ類に比べて変異幅が大きい。

９０度打面転位や求心状剥離により剥離された横長幅広剥片を素材剥片とするもの以外に、表面にポジ

ティブ面を残す貝殻状剥片もしくは横長幅広剥片を素材剥片とする６８・７０・７１・７５・８２・９３がある。

これは剥片素材の石核から剥離された剥片であることを示しており、この点でもⅡａ類よりも多様性

第４章 調査の記録

―３０―



がある。なお、８７は素材剥片の左側縁に二次加工が施されている石器であるが、素材表面および側面

に残された平坦かつリングが顕著に見える特徴的な一次剥離面は、バイポーラー・テクニックにより

剥離された剥片に特徴的な剥離面である。

� �器（第５５図９５～１０１）

刃部を作出する二次加工は急斜度で、刃部形状は弧状～直線状を呈する。石刃素材のⅠ類（９５・９６）、

矩形～横長幅広剥片素材のⅡ類（９７・９８・１００）、貝殻状剥片素材のⅢ類（９９・１０１）に分類される。

９５は頭部調整が施された単剥離面打面を有する石刃を素材としている。１０６の彫刻刀形石器と接合す

る（第７４図）。刃部は、直線状の加工により素材末端部に作出されている。９６は頭部調整が施された

単剥離面打面を有する寸詰まりの石刃を素材とし、弧状を呈するよう急斜度な二次加工が素材末端部

に加えられている。９７はやや縦長の矩形剥片を素材とし、打面は完全に除去されている。やや弧状を

呈する急斜度な二次加工が石器下端部に施されている。９８は横長幅広剥片を素材とし、素材端部を刃

部として、弧状を呈するように二次加工が施されている。刃部には光沢が観察される。９９は貝殻状剥

片を素材とし、打面を折断後、素材左側縁にやや急斜度な調整加工が施されている。刃部に対置する

縁辺裏面には微細剥離痕が観察される。１００は部厚な不定形剥片を素材とし、上下折面に刃部作出の

ための急斜度な加工が直線的に施されている。１０１は素材末端部にやや直線的に急斜度な二次加工が

施されている。表面左側縁には一部、角度の浅い剥離痕が観察される。表面左半部にはポジティブ面

が残っており、剥片素材の石核から剥離された素材であることが分かる。

� 削器（第５５・５６図１０２～１０５）

１０２は複剥離打面を持つ縦長剥片の左側縁に鋸歯状の調整加工が施されている。下半部縁辺に礫面

を残す。１０４は上半部および左半部欠損。右側縁にやや急斜度な調整加工が直線状に施されている。

１０５は上半部及び左半部欠損。裏面右側縁にやや細かな調整加工が凹状に施されている。

� 彫刻刀形石器（第５６図１０６～１１０）

本石器群にみられる彫刻刀形石器は彫刀面打面が作出されないもので占められる。１０６は、単剥離

面打面の石刃を素材とするⅠ類のナイフ形石器の転用品である。９５の石刃製�器と接合する（第７４

図）。１０７は礫打面をもつ縦長剥片を素材とし、その末端部の礫面を打面として３条の彫刀面が作出さ

れている。１０８は縦長剥片を素材とし、素材背面から腹面に向けての剥離後、彫刀面打面を９０度転位

し、右方向への剥離により彫刀面が作出されている。１０９は縦長剥片を素材とし、末端部背面の剥離

面を打面として２条の彫刀面が作出されている。両側縁表裏面には連続的に微細剥離痕が観察され

る。１１０は単剥離面打面をもつ小形の縦長剥片を素材とし、裏面において素材末端部から打面方向へ

の剥離後、９０度交差する横方向への剥離により彫刀面が作出されている。彫刀面打面は素材背面であ

る。

� 楔形石器（第５６図１１１）

１１１は下半部欠損。点打面で、表面には被熱によるハジケが認められる。表裏面には両極打法に特

有のバルブの発達しない平坦な剥離面が観察される。下方からの打撃による剥離痕は欠損により認め

られないが、両側縁方向からの剥離痕が観察される。

� 二次加工ある剥片（第５６図１１２～１１４）

１４点中３点を図示した。本石器群の二次加工ある剥片は石刃素材のものはなく、縦長～矩形剥片が
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用いられている。

� 石刃（第５６・５７図１１５～１３０）

すべて頭部調整が施された単剥離面打面のもので、末端が尖鋭となるものと平らなものがあり、ナ

イフ形石器の形態と対応する。

� 剥片（第５７・５８図１３１～１５０）

剥片の形態は、縦長～矩形剥片・横長幅広剥片・貝殻状剥片がある。石刃同様、頭部調整が顕著に

施される一方、打面調整はみられないという特徴がある。縦長剥片と横長幅広剥片は礫素材石核から

９０度打面転位や求心状の剥離により生産され、貝殻状剥片は剥片素材石核からの連続的な剥離により

生産された傾向がうかがえる。

� 残核（第５９・６０図１５１～１６０）

２９点の残核が出土した。剥片素材のもの（Ⅰ類）と礫素材のもの（Ⅱ類）に分けられる。Ⅰ類は、

素材の主要剥離面を作業面とするもの（１５１・１５２・１５４～１５６）と、作業面と打面を交互に入れ替える

もの（１５３）、素材の側面を作業面とするもの（１５７）等がある。１５５は剥離方向が一方向、１５１・１５２は

剥離方向が９０度に交わり、１５４・１５５は求心状となる。Ⅱ類は、９０度打面転位を頻繁に繰り返すもの

（１５８・１６０）と両設打面のもの（１５９）のほか、図示していないが単設打面のものなどがある。残核

のあり方については後述する石器製作技術の項で改めて述べる。

第５項 個体別資料および接合例の検討

� 個体別資料および接合例

本石器群では、珪質頁岩３３個体８３８点（個体別資料№１～３３）、珪質頁岩の単独個体１４５点、チャー

ト１個体４点（個体別資料№３４）、黒耀石の単独個体２点で、単独個体を除けば合計３４個体８４２点が分

類された。そのほかは微細資料であり個体分類が不可能であった。

接合例は、珪質頁岩の個体で３８例が得られた。接合例の識別番号は、「接合例」の後に個体別資料

№を付し、その後に枝番により接合個体を識別する。接合個体が複数の石核に分割された場合は、さ

らに枝番を付す（例：接合例１－１＝接合例１－１－１＋接合例１－１－２＋接合例１－１－３ ３

つに分割された個体別資料№１の１番目の接合例）。なお、接合例は、１－１～２・２－１～４・３

－１～２・１０－１・１３－１・３３－１のみ図示した。

個体別資料№１

識別有効度Ａ。節理面が顕著に見られ、一部オパール質の部分も含まれる。台形石器６点、�器１

点、削器１点、残核４点、剥片８４点の計９６点３１２４．５�で構成される。製品保有率は８％である。分布

は、ブロック西域に偏った分布を示し、南北方向へ帯状に延びる（第２０図）。台形石器と残核は本資

料の分布の中央域に分布する。接合例は２例（接合例１－１・１－２）が得られた。接合例１－１（第

６１図）は台形石器５点、残核３点、剥片１９点の合計２７点１５１９．６�の接合例である。ほぼ原石にまで復

元され、円礫であることが分かる。接合例１－１－１にみられる剥離のあと３分割され（接合例１－

１－２、１－１－３、１－１－４）、それぞれを石核として矩形～幅広剥片が連続的に剥離されてい

る。接合例１－１－１は、剥片８点の接合例である（第６２図）。原石に対する初期過程で、節理によ

り不定形な剥離が連続的に剥離されている。接合例１－１－２は、残核１点、剥片３点の接合例であ

る（第６２・６３図）。分割面を打面、礫面側を作業面として、求心状の剥離により矩形～横長幅広の剥
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片が剥離されている。接合例１－１－３は、台形石器５点、残核１点、剥片２点の接合例である（第

６３図）。石核は２回の分割により作出されており、一方の分割面を打面とした連続的な剥離ののち、

打面と作業面を入れ替えて求心状の剥離が行われている（１－１－３－１～１－１－３－７）。剥離

された剥片を素材として、台形石器Ⅱａ類（４３～４６）とⅡｂ類（９４）が製作される。接合例１－１－

４は、残核１点、剥片６点の接合例である（第６４図）。分割面を打面として縦長～横長幅広剥片が連

続的に剥離されている。接合例１－２（第６５図）は剥片５点の接合である。節理面の影響による破砕

を示す剥離である。

個体別資料№２

識別有効度Ａ。本石器群で最も構成点数の多い個体で、暗い緑色を呈し特徴的な白色の筋を挟雑す

る。ナイフ形石器１点、台形石器５点、�器２点、削器１点、二次加工ある剥片３点、残核４点、剥

片９８点、砕片１点の計１１５点１３５６．５�で構成される。製品保有率は１０％である。分布は、ブロックの

全域に散布し、ナイフ形石器、台形石器等の製品及び残核は周縁に分布する（第２１図）。接合例は７

例が得られた。接合例２－１は、残核１点、剥片１０点の接合例である（第６６・６７図）。分割礫を素材

とした両設打面石核による剥片剥離過程を示す。Ｆ面を打面として石刃～縦長剥片が連続的に剥離さ

れたのち、打面を１８０度転位し、矩形～横長幅広剥片が連続的に剥離されている。なお、２－１－１０

～１１は、剥片背面と本石核の分割面とが接合し、もう一方の分割された石核から剥離された剥片であ

ることがわかる。接合例２－２は、残核１点、剥片３点の接合例である（第６７・６８図）。分割礫を素

材として分割面Ｆを打面とし、２－２－１、２－２－２を含む寸詰まりの縦長剥片が剥離された後、

分割面Ｅを打面として２－２－３を含む同様の剥片が連続的に剥離されている。接合例２－３は、剥

片５点の接合例である（第６８図）。同一方向からの連続的な剥離により、縦長～横長幅広剥片が剥離

されている。接合例２－４は、残核１点、剥片１点の接合例である。９０度打面転位を繰り返し、最終

的な残核の形状は賽子状を呈する（第６８・６９図）。図示していないが接合例２－５～７は剥片２点の

接合例、接合例２－８は剥片３点の接合例である。

個体別資料№３

識別有効度Ａ。均質な白色のオパール質の個体である。ナイフ形石器１点、台形石器５点、残核２

点、剥片５７点の計６５点３９５．５ｇで構成される。製品保有率は８％である。ブロック西域に密集部を作

りながら北西方向に延びる。残核は中央部付近に分布するのに対して、ナイフ形石器と台形石器は周

縁付近に分布する（第２２図）。接合例は６例得られた。接合例３－１は、残核１点、剥片９点の接合

例である（第６９・７０図）。分割礫を素材とし、Ｅ面を作業面に固定し、Ｂ面側→９０度打面転位→Ｃ面

の過程により３－１－１～３を含む縦長～横長幅広剥片が剥離された後、さらに９０度打面転位し、Ｅ

面を打面として、３－１－４～９を含む寸詰まりの縦長剥片が剥離されている。接合例３－２は、大

形の剥片を素材とし、その主要剥離面側を作業面として１８０度打面転位により寸詰まりの縦長剥片の

剥離がなされている（第７０・７１図）。接合例３－３は、剥片５点の接合例である。同一方向からの剥

離により小形の矩形剥片が剥離されている。接合例３－４は剥片３点、接合例３－５は剥片２点、接

合例３－６は剥片６点の、それぞれ接合例である。

個体別資料№４

識別有効度Ｂ。剥片２２点２１３．９�で構成される。製品保有率は０％である。分布は、ブロック東域

第２節 旧石器時代の調査

―３３―



に偏る（第２３図）。接合例は１例（接合例４－１：剥片２点）が得られた。剥片の形状は矩形剥片で

占められ、ほとんどの剥片の背面には礫面を残すことから、剥片剥離過程の初期段階を示す資料と考

えられる。

個体別資料№５

識別有効度Ｃ１。残核２点、剥片１８点、砕片１点の計２０点１５６．８�で構成される。製品保有率は０

％である。分布は、ブロック西域南側に偏る（第２４図）。接合例は２例（接合例５－１：剥片３点、

同５－２：剥片３点）が得られた。ほとんどの剥片の背面には礫面を残す。残核のうち１点は第６０図

１５４に示したものである。もう１点は一次剥離面で覆われているため素材が不明だが、小形で消費し

尽くされた感がある求心状のものである。

個体別資料№６

識別有効度Ｃ１。台形石器５点、二次加工ある剥片１点、残核１点、剥片３５点の計４２点３０３．９�で

構成される。製品保有率は１４％である。分布は、ブロック南半にやや偏りながらも全域に分布する。

残核は分布の中央から出土し、台形石器は周縁に分布する（第２５図）。接合例は２例（接合例６－１：

剥片２点、接合例６－２：剥片３点）が得られた。剥片は小形なものを主体とし、矩形～横長幅広の

剥片で占められる。残核は部厚な縦長剥片の側面を作業面として横長幅広～貝殻状剥片を連続的に剥

離するものである（第６３図１５７）。

個体別資料№７

識別有効度Ｃ２。台形石器７点、�器１点、残核１点、剥片４９点の計５８点２８２．６�で構成される。

製品保有率は１４％である。分布は、ＳＫ４５１内部に密集しており、そこから北西方向へと線状に延び

る（第２６図）。残核はＳＫ４５１内から出土し、台形石器と�器は、ＳＫ４５１外に散漫に分布する。接合

例は２例（接合例７－１：剥片２点、接合例７－２：剥片２点）が得られた。接合例７－２は折れた

剥片の接合例である。剥片の形状は縦長～矩形～横長幅広剥片まであるが、小形の横長幅広剥片が主

体的である。

個体別資料№８

識別有効度Ｃ２。台形石器６点、削器１点、残核１点、剥片７８点、砕片２点の計８８点２４０．９�で構

成される。製品保有率は８％である。分布は、個体別資料№７と同様、ＳＫ４５１内に密集しており、

そこから北西方向に扇状に分布する（第２７図）。台形石器２点と削器１点、残核１点が分布域の中央

から出土し、残りの台形石器２点はＳＫ４５１内より出土した。接合例は２例（接合例８－１：剥片６

点、接合例８－２：剥片２点）が得られた。剥片は小形の縦長～横長幅広剥片を主体とするが、最大

長４㎝ほどの中形の横長幅広剥片もみられ、これらには礫面を残すものが目立つ。残核は剥片を素材

とし、素材の主要剥離面を作業面として求心状の剥離により矩形剥片を生産するものである。

個体別資料№９

識別有効度Ｃ１。ナイフ形石器１点、台形石器７点、剥片３７点の計４５点１６３．１�で構成される。製

品保有率は１８％である。分布は、ブロック内に均質に散漫な分布を見せる（第２８図）。ナイフ形石器

は中央に、台形石器は周縁部に分布する。小形の矩形～横長幅広剥片を主体とする。

個体別資料№１０

識別有効度Ｃ１。ナイフ形石器２点、残核１点、剥片１１点の計１４点１４４．０�で構成される。製品保
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有率は１４％である。分布は、ブロック内に見られる密集部にわずかずつ見られる。ナイフ形石器は南

端に、残核は北端に分布する（第２９図）。接合例は１例（１０－１：ナイフ形石器２点）が得られた（第

７４図）。剥片は小形の矩形剥片を中心とする。残核は第６２図１５３に図示してある。

個体別資料№１１

識別有効度Ｃ１。台形石器１点、彫刻刀形石器１点、剥片１０点の計１２点５２．５�で構成される。製品

保有率は１７％である。ブロック西域に帯状の分布を示し（第３０図）、台形石器は中央から出土した。

多様な小形剥片で占められる。

個体別資料№１２

識別有効度Ｂ。ナイフ形石器１点、台形石器３点、二次加工ある剥片１点、残核１点、剥片１３点の

計１９点１４７．９�で構成される。製品保有率は２４％である。ブロック西域に認められる各密集部にわず

かずつ分布する（第３１図）。接合例は２例（接合例１２－１：剥片６点、接合例１２－２：剥片２点）が

得られた。

個体別資料№１３

識別有効度Ｂ。台形石器２点、残核１点、剥片９点の計１２点８２．７�で構成される。製品保有率は１７

％である。中心はブロック南側の密集域にまとまり、台形石器２点はブロック西域に分布する（第３２

図）。接合例は１例（接合例１３－１：残核１点＋剥片６点）が得られた。

個体別資料№１４

識別有効度Ｃ１。ナイフ形石器２点、台形石器２点、剥片１４点の計１８点１３８．０�で構成される。製

品保有率は２２％である。ブロック西側の密集域に分布の中心があり、ブロック南東域に散漫に分布す

る（第３３図）。接合例は１例（接合例１４－１：剥片２点）が得られた。剥片は中形の矩形剥片と小形

の縦長剥片を中心とする。

個体別資料№１５

識別有効度Ｂ。ナイフ形石器１点、台形石器１点、剥片２２点の計２４点１９５．８�で構成される。製品

保有率は８％である。ブロック東域に帯状に分布するが、ナイフ形石器と台形石器はブロック西域に

分布する（第３４図）。接合例は１例（接合例１５－１：剥片６点）が得られた。剥片は多様な中形の剥

片で構成される。

個体別資料№１６

識別有効度Ｂ。ナイフ形石器１点、台形石器４点、剥片２３点の計２８点２２３．０�で構成される。製品

保有率は１８％である。ブロック西域南側に散漫な分布を示す（第３５図）。接合例は２例（接合例１６－

１～２：剥片２点、うち接合例１６－２は剥片の折れ面接合）が得られた。中形の矩形～横長幅広剥片

を主体とする。

個体別資料№１７

識別有効度Ｃ２。台形石器１点、剥片９点の計１０点７２．９�で構成される。製品保有率は１０％である。

ブロック西域の北側密集部と中央密集部に概ね分布する（第３６図）。部厚な中形剥片と小形の不定形

な剥片で占められる。

個体別資料№１８

識別有効度Ｃ１。剥片３点５．７�で構成される。製品保有率は０％である。ＳＫ４５１東側にまとまっ
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て分布する（第３７図）。接合例は１例（接合例１８－１：剥片２点）が得られた。

個体別資料№１９

識別有効度Ｃ２。剥片７点１４．７�で構成される。製品保有率は０％である。分布は、ブロック西域

北側から南東域にかけてみられる（第３８図）。被熱を受けた多様な中形剥片で構成される。

個体別資料№２０

識別有効度Ｂ。剥片１４点１３６．０�で構成される。製品保有率は０％である。ブロック西域の中央密

集部から北西側にかけて帯状の分布を示す（第３９図）。全ての剥片に礫面を残す。中形の縦長～横長

幅広剥片がみられる。

個体別資料№２１

識別有効度Ｂ。台形石器１点、彫刻刀形石器１点、剥片１１点の計１３点５５．５�で構成される。製品保

有率は１５％である。分布は、ブロック西域に偏る傾向にある（第４０図）。礫面を残す小・中形の縦長

～矩形剥片で占められる。

個体別資料№２２

識別有効度Ｂ。ナイフ形石器２点、台形石器１点、二次加工ある剥片１点、剥片４点の計８点２０３．１

�で構成される。製品保有率は５０％である。ブロック西域の中央密集部から北域にかけて帯状に分布

する（第４１図）。小・中形の矩形剥片を中心とする。

個体別資料№２３

識別有効度Ｃ１。剥片１０点９５．９�で構成される。製品保有率は０％である。ブロック中央に分布す

る（第４２図）。中形の縦長剥片８点と小形の矩形剥片２点で占められる。中形剥片は全て礫面を残す。

個体別資料№２４

識別有効度Ｂ。剥片２点５２．８�で構成される。製品保有率は０％である。ブロック西域の中央密集

部およびその北東側に分布する（第４３図）。中形部厚な横長幅広剥片とハジケにより生じたと思われ

る小形剥片である。

個体別資料№２５

識別有効度Ａ。剥片２点８９．３�で構成される。製品保有率は０％である。ブロック北側に分布する

（第４４図）。側面に礫面を有する縦長剥片で２点は接合する（接合例２５－１）。２点とも上半部は欠損

しているが大形のものと推測される。

個体別資料№２６

識別有効度Ｂ。ナイフ形石器１点、残核１点、剥片１２点の計１４点１８３．７�で構成される。製品保有

率は７％である。分布は、ブロック西域の中央密集部にまとまる傾向にある（第４５図）。接合例は１

例（接合例２６－１：剥片３点）が得られた。中形の縦長～矩形剥片を中心とする。残核は、礫素材で

９０度打面転位により矩形剥片が剥離されている。

個体別資料№２７

識別有効度Ｂ。ナイフ形石器２点、�器１点、彫刻刀形石器１点、残核１点、剥片４３点の計４８点６１３．５

�で構成される。製品保有率は８％である。分布は、東域にまとまりをみせながら、西域にも散漫に

分布する。残核は東域のまとまりに分布し、ナイフ形石器、�器、彫刻刀形石器は西域にみられる（第

４６図）。接合例は１例（接合例２７－１：剥片２点）が得られた。剥片は中形の矩形剥片を中心とする。
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残核は９０度打面転位が繰り返しされて最終的な形態は賽子状を呈し、消費し尽くした感がある（第６３

図１６０）。

個体別資料№２８

識別有効度Ｂ。剥片４点１０．８�で構成される。製品保有率は０％である。１点をのぞき、西域南側

密集部に分布する（第４７図）。被熱のためのハジケによる剥片である。

個体別資料№２９

識別有効度Ｃ１。ナイフ形石器１点、二次加工ある剥片１点、剥片８点の計１０点４７．２�で構成され

る。製品保有率は３０％である。分布はブロック西域北側に集中域を形成し、これより南東へ６�はな

れてナイフ形石器、二次加工ある剥片が分布する（第４８図）。剥片は小中形の矩形～横長幅広剥片を

中心とする。

個体別資料№３０

識別有効度Ｃ１。彫刻刀形石器１点、二次加工ある剥片１点、剥片８点の計１０点８１．７�で構成され

る。製品保有率は１１％である。分布はブロック西域の北側密集部と南側密集部との二つにまとまりを

みせる（第４９図）。剥片は横長幅広剥片を主体とする。

個体別資料№３１

識別有効度Ｃ２。台形石器３点、削器１点、二次加工ある剥片１点、残核３点、剥片２２点の計３０点

３２３．５�で構成される。製品保有率は１７％である。分布は、南東域から西域にかけておおむね４箇所

のまとまりを形成する（第５０図）。残核は剥片素材のもので占められる（第６３図１５５・１５６）。

個体別資料№３２

識別有効度Ｃ１。二次加工ある剥片１点、剥片２点の計３点２６．０�で構成される。製品保有率は３３

％である。ブロック中央にまとまって分布する。

個体別資料№３３

識別有効度Ａ。�器１点、彫刻刀形石器１点の計２点８７．６�で構成される。製品保有率は１００％で

ある。２点は接合する（接合例３３－１・第７４図）。

個体別資料№３４

識別有効度Ｂ。本個体のみチャート。剥片４点４６．８�で構成される。製品保有率は０％である。１

点の中形縦長剥片と３点の小形横長幅広剥片である。

単独個体

ナイフ形石器１４点、台形石器３点、�器１点、削器３点、楔形石器１点、二次加工ある剥片３点、

残核５点、剥片１１５点の計１４５点で構成される。分布は、ブロック全域にかけて散漫に分布する。

� 個体別資料の製品保有率

個体別資料は、石器製作の観点から製品と残滓に大きく分類される。ここでは、個体別資料を製品

保有率から以下のように捉え直す（次頁表参照。チャートは未分類。表中、各個体№の括弧内に記載

してある数字は点数を示す）。

製品保有率１００％の個体別資料は搬入品である。一方、製品保有率０％の個体別資料は、剥片背面

に礫面を残すものが多く、剥片剥離作業の初期過程を示していると考えられる。個体数でみると製品

保有率１０～２０％が最も多いが、点数でみると製品保有率７％前後が過半数を占める。石器群総体の中
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での製品保有率は６％となる。すなわち、製品保有率７％前後の個体別資料が本石器群のあり方を色

濃く反映していると考えられる。なかでも、製品保有率７％前後の個体別資料№１～３にみられる良

好な接合例からは、これらが遺跡の形成に果たした役割が大きいことは明らかである。

� 個体別資料の平面分布類型

平面分布については第２項でも述べたが、ここでは個体別資料の分布形態から、改めて以下の４類

に類型化して検討する。

１類（全域分布）：ブロックの全域にわたって分布する個体。

№２・６・９・１３・１９・３１の６個体２２４点。

２類（西域分布）：ブロック西域に集中的に分布する個体。分布密度と形状から３類に細分される。

２ａ類：帯状分布（密集型）

№１・３の２個体１６１点。

２ｂ類：帯状分布（散漫型）

№５・１０～１２・１４・１６・１７・２０～２３・２６・２８～３０の１５個体１９４点。

２ｃ類：ＳＫ４５１を要とした扇状分布

№７・８の２個体１４６点。

３類（東域分布）：ブロック東域に集中的に帯状の分布を示す個体。

№４・１５・１８・２７の４個体９７点。

４類（その他）：個体構成点数が少なく分布傾向が読み取りにくい個体。

№２４・２５・３２～３４の５個体１３点。

個体数で見れば２ｂ類が１５個体と他を圧倒している。点数では、１類が２２４点と最多で、２ａ～３

類は１２０～２００点に収まり、個体数でみるよりも均等的なあり方を示している。

１類は均質的に万遍なく分布するのではなく、東西域のどちらかに偏りを見せないという意味合い

であって、詳細に見れば、複数の密集部に散らばっている状況が読み取れる。２ａ・２ｂ類は１類と

ともにブロック西域の密集部を形成している個体である。とくに帯状分布の意味するところは、北側

密集部と中央密集部、南側密集部に限定された遺棄・廃棄の結果を示すのか、傾斜に沿った二次的な

遺物の移動を示すのか、少なくとも二つの可能性がある。また、２ｃ類はブロック西域南側密集部を

製品保有率０％ ９個体８４点

№４（２２）、５（２０）、１８（３）、１９（７）、２０（１４）、２３（１０）、２４（２）、２５（２）、２８（４）

製品保有率７％前後 ７個体４５０点

№１（９６）、２（１１５）、３（６５）、８（８８）、１５（２４）、２６（１４）、２７（４８）

製品保有率１０～２０％未満 １０個体２６２点

№６（４２）、７（５８）、９（４５）、１０（１４）、１１（１２）、１６（２８）、１７（１０）、２１（１３）、３０（１０）、３１（３０）

製品保有率２０％以上 ６個体７０点

№１３（１２）、１２（１９）、１４（１８）、２２（８）、２９（１０）、３２（３）

製品保有率１００％ １個体２点

№３３（２）
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形成し、ＳＫ４５１の性格を考える上で重要となる。３類はブロック東域を中心とした分布域を形成し

ており、２類と対極をなす。これらのあり方を要約すると、東域に分布する石器群と西域に分布する

石器群があり、それらを覆うように全域に散らばる石器群がみられるという階層的な捉え方ができ

る。また、個体別資料№３・７・１０・１３・１５・１７等、製品と残滓が分布域を違えている個体があり、

注意される。

第６項 石器製作技術

主要器種のナイフ形石器と台形石器を中心に、�器と彫刻刀形石器も含めて製作技術を検討する。

� 原石の入手

接合例１－１にみられる珪質頁岩の原石は河川で採取される円礫である。こうした円礫は本遺跡よ

り西へ約３００�離れた桧山川で採取可能である。珪質頁岩といっても質は多様であるが、本石器群の

ものと桧山川産のものは、肉眼観察の結果は酷似する。おそらくは近傍の米代川やその支流の河川か

ら原石が入手されたものと考えられる。

� 剥片剥離技術

本石器群にみられる剥片類は、石刃、縦長～矩形剥片、横長幅広剥片、貝殻状剥片があり、これら

を素材としてナイフ形石器や台形石器等の製品が製作されている。接合例もあわせて剥片剥離技術を

検討する。

＜剥片剥離技術Ⅰ類＞

石刃の連続剥離技術。接合例等の遺跡内で製作された痕跡に乏しいが、石刃、ナイフ形石器の観察

から非調整打面で、頭部調整を施していることがわかる。本石器群で石刃の剥離過程を示す良好な資

料はないが、接合例２－１にその一端を垣間見ることが出来る。

生産された石刃は、ナイフ形石器、彫刻刀形石器、一部の�器の素材に供給される。

＜剥片剥離技術Ⅱ類＞

円礫を素材とし、分割などにより石核を作出する。打面非調整で頭部調整を施し、打面転位を繰り

返して横長幅広剥片～寸詰まりの縦長剥片を剥離する。打面転位の方法と最終的な残核の形態により

以下に細分される。

Ⅱａ類：単設打面石核による剥片剥離技術。

Ⅱｂ類：両設打面石核による剥片剥離技術。

Ⅱｃ類：９０度打面転位による剥片剥離技術。

Ⅱｄ類：求心状剥離による剥片剥離技術。

Ⅱｅ類：打面と作業面を交互に入れ替える剥片剥離技術。

生産された剥片は、台形石器、�器、削器などの素材に供給される。

＜剥片剥離技術Ⅲ類＞

大形剥片を石核の素材とし、素材の主要剥離面（ポジティブ面）を主に作業面とし、素材剥片の背

面側に打面を作出して、連続的に貝殻状剥片を剥離する。以下に細分される。

Ⅲａ類：素材の主要剥離面を作業面とする単設打面による剥片剥離技術。

Ⅲｂ類：素材の主要剥離面を作業面とする１８０度打面転位による剥片剥離技術。

Ⅲｃ類：素材の主要剥離面を作業面とする９０度打面転位による剥片剥離技術。
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Ⅲｄ類：求心状剥離による剥片剥離技術。

Ⅲｅ類：素材の側面を作業面、主要剥離面を打面とする単設打

面による剥片剥離技術。

生産された剥片は、台形石器と�器の素材に供給される。

個体別資料や接合例の観察からは、剥片剥離技術Ⅰ類がおも

に遺跡外で行使されており、剥片剥離技術Ⅱ・Ⅲ類が遺跡内で

頻繁に行使されていたことが分かる。

� 二次加工技術

ナイフ形石器は、剥片剥離技術Ⅰ類により生産された石刃を

素材とする。刃潰し加工は、急斜度な加工が施されるものと、

微細な加工が施されるものの二者がある。ナイフ形石器Ⅰ類

は、急斜度な刃潰し加工を中心として、微細な刃潰し加工のみ

によるものもみられる。ナイフ形石器Ⅱ類・Ⅲ類は急斜度な刃

潰し加工のみで占められる。素材剥片の打面は、下位に用いて

残置する点において素材に対する整形度
（註６）

は低いといえようが、

加工部位は素材を断ち切って整形されており、次に見る台形石

器Ⅱ類と整形度は同程度である。

台形石器Ⅰ類は、剥片剥離技術Ⅱ類により生産された縦長～

矩形剥片を素材としていると推測される。二次加工は、素材剥

片の打面側と末端側を折り取るように、両側縁に急斜度な加工で施されており、素材に対する整形度

は本石器群中、最も高い。台形石器Ⅱ類は、剥片剥離技術Ⅱ類により生産された縦長～矩形剥片、横

長幅広剥片を素材とするもの（台形石器Ⅱａ類の全てとⅡｂ類の一部）と、および剥片剥離技術Ⅲ類

により生産された貝殻状剥片を素材とするもの（台形

石器Ⅱｂ類の一部）がある。二次加工は原則的に、素

材打面部に対置する素材末端部を折り取るように急斜

度な加工が施されるものと、素材末端部に微細な加工

が施されるものの二種がある。素材に対する整形度は

ナイフ形石器と同程度である。

�器Ⅰ類は、剥片剥離技術Ⅰ類により生産された石

刃を、�器Ⅱ類は剥片剥離技術Ⅱ類により生産された

縦長～横長幅広剥片を、�器Ⅲ類は剥片剥離技術Ⅲ類

で生産された貝殻状剥片を素材とする。二次加工は、

�器Ⅰ・Ⅱ類で急斜度に整形して直線的な刃部が作出

されるのに対して、�器Ⅲ類は、やや平坦な加工によ

り弧状を呈する刃部が作出される傾向にある。

彫刻刀形石器は、剥片剥離技術Ⅰ類もしくはⅡａ・

Ⅱｂ類により生産された石刃～縦長剥片が素材として

ＫＮ・ＴＲ・ＥＳ・ＢＵ長幅散布図

剥片長幅散布図

第４章 調査の記録

―４０―



用いられる。彫刀面打面の作出は行われず、素材側方から石器軸線に直交する方向での樋状剥離によ

り彫刀面が作出される。

以上のように本石器群では、ナイフ形石器と彫刻刀形石器が剥片剥離技術Ⅰ類と、台形石器と�器

が剥片剥離技術Ⅱ・Ⅲ類と強い結びつきをもっていることがうかがえる。二次加工による整形度は、

台形石器Ⅰ類が際立って高いほかは、急斜度な加工により素材縁辺の一部を断ち切るように施される

ものを中心としており、微細加工のみにより素材形状をほとんど変形させないものが次いで一定量み

られる。ここで４器種の長幅比をみると、両者の違いが明確に現れる（前頁上図）。ナイフ形石器（▲）

と彫刻刀形石器（△）は最大長４～１０㎝、最大幅２～４．５㎝に収まり、長幅比は３：１以上の細身と

なる。台形石器（●）と�器（○）はおおよそ最大長１～５㎝、最大幅１～４㎝に収まり、長幅比は

１：１を中心とする。このような大きさと長幅比における対照的な差異は、これまでみたように剥片

剥離技術と素材剥片の差異に起因している。ここで、接合例のまとまっている個体別資料№１（●）、

個体別資料№２（□）、個体別資料№３（▲）のうち、欠損度合いの著しくないものを中心に長幅散

布図をみてみると（前頁下図）、もっとも集中する範囲は最大長３㎝以内、最大幅３㎝以内におさま

ることが分かる。とくに、個体別資料№１では長幅１：１の傾向にあり、個体別資料№２・同№３は

３：２とやや縦長の傾向にある。

ここに本石器群の石器製作技術は、ナイフ形石器製作技術と台形石器製作技術の二者にまとめるこ

とができる。長幅散布図からも彫刻刀形石器は前者の、�器は後者の技術内に組み込まれている状況

が看取されよう。そして、遺跡内で主に行使される技術は台形石器製作技術であることが個体別資料

と接合例の検討から明らかである。ただし、個体別石器組成表をみても明らかなように（第５表）、

同一個体内にナイフ形石器と台形石器が組成する例もあることから、両技術は完全に排他的なもので

はないと言える。

註１ 戸沢充則・安蒜政雄・鈴木次郎・矢島國雄 『埼玉県所沢市砂川先土器時代遺跡』 所沢市教育委員会 １９７４（昭和４９）

年

註２ 五十嵐彰 「考古資料の接合―石器研究における母岩・個体問題―」 『史学』 第６７巻第３・４号 １９９８（平成１０）

年、同 「旧石器資料関係論―旧石器資料報告の現状（Ⅲ）―」 『研究紀要』 第１９号 東京都埋蔵文化財センター

２００２（平成１４）年

註３ 吉川耕太郎 「個体別資料分析の再検討」 『研究紀要』 第１７号 秋田県埋蔵文化財センター ２００３（平成１５）年

註４ 小林達雄・小田静夫・羽鳥謙三・鈴木正男 「野川遺跡先土器時代の研究」 『第四紀研究』１０－４ １９７１（昭和４６）

年

註５ 五十嵐彰ほか 『湘南藤沢キャンパス内遺跡第２巻 岩宿時代・縄文時代』 慶應湘南藤沢校地埋蔵文化財調査室 １９

９２（平成４）年

註６ 安蒜政雄 「関東地方における切出形石器を伴う石器文化の様相」 『駿台史学』 第３２号 １９７３（昭和４８）年
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ナイフ形石器 台形石器 �器 削器 彫刻刀形石器 楔形石器 二次加工 残核 剥片 砕片 小計 識別有効度

個体№１ ６ １ １ ４ ８４ ９６ Ａ

個体№２ １ ５ ２ １ ３ ４ ９８ １ １１５ Ａ

個体№３ １ ５ ２ ５７ ６５ Ａ

個体№４ ２２ ２２ Ｂ

個体№５ １ １８ １ ２０ Ｃ１

個体№６ ５ １ １ ３５ ４２ Ｃ１

個体№７ ７ １ １ ４９ ５８ Ｃ２

個体№８ ６ １ １ ７８ ２ ８８ Ｃ２

個体№９ １ ７ ３７ ４５ Ｃ１

個体№１０ ２ １ １１ １４ Ｃ

個体№１１ １ １ １０ １２ Ｃ１

個体№１２ １ ３ １ １ １３ １９ Ｂ

個体№１３ ２ １ ９ １２ Ｂ

個体№１４ ２ ２ １４ １８ Ｃ１

個体№１５ １ １ ２２ ２４ Ｂ

個体№１６ １ ４ ２３ ２８ Ｂ

個体№１７ １ ９ １０ Ｃ２

個体№１８ ３ ３ Ｃ１

個体№１９ ７ ７ Ｃ２

個体№２０ １４ １４ Ｂ

個体№２１ １ １ １１ １３ Ｂ

個体№２２ ２ １ １ ４ ８ Ｂ

個体№２３ １０ １０ Ｃ１

個体№２４ ２ ２ Ｂ

個体№２５ ２ ２ Ａ

個体№２６ １ １ １２ １４ Ｂ

個体№２７ ２ １ １ １ ４３ ４８ Ｂ

個体№２８ ４ ４ Ｂ

個体№２９ １ １ ８ １０ Ｃ１

個体№３０ １ １ ８ １０ Ｃ１

個体№３１ ３ １ １ ３ ２２ ３０ Ｃ２

個体№３２ １ ２ ３ Ｃ１

個体№３３ １ １ ２ Ａ

個体№３４ ４ ４ Ｂ

単独個体 １４ ３ １ ３ １ ３ ５ １１５ １４５

個体不明 １ １ １ ２ ５３ ９６４ １０２２

総計 ３０ ６４ ８ ７ ５ １ １４ ２９ ９１３ ９６８ ２０３９

第５表 個体別石器組成表
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ｃ
根 Ⅴ
ｃ
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ｃ́Ⅵ Ⅴ
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ｃ

２
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Ｐ１１０
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ａ １

１２１３
ｂ

Ｂ３ ４

６ ５
Ｃ４４

．２０�

Ⅴ
ｃ

１１

Ⅴ
ｃ́

ＣＢ

ＳＫ４５１
１ 明黄褐色（１０ＹＲ７/６）。粘性・しまり強。黒色粒子（径１～３㎜）２５％。根の侵入によ

る毛細管状の酸化鉄が発達。
２ 明黄褐色（１０ＹＲ６/６）。粘性・しまり強。黒色粒子（径１㎜）７％。酸化鉄の発達が１

層より弱く、粒度は細粒化する。
３ 橙色（７．５ＹＲ６/６）。粘性・しまり強。黒色粒子（径１㎜）１％。１・２層より粒度が

さらに緻密。酸化鉄の発達がさらに弱い。白色粘土ブロック（径１０㎜）所々混入。
４ にぶい黄橙色（１０ＹＲ７/４）。粘性強・しまり中。水分をやや多く含む緻密な粘質土。黒

色粒子・酸化鉄は３層同様。
５ 明黄褐色（１０ＹＲ７/６）。粘性・しまり強。酸化鉄・白色粘土ブロックが斑状に多く混入。

黒色粒子は皆無。
６ にぶい黄橙色（１０ＹＲ７/４）。粘性・しまり強。５層よりキメが細かい。白色粘土ブロッ

ク若干混入。
７ 灰白色（１０ＹＲ８/２）。粘性強・しまり中。酸化鉄多。
８ にぶい黄橙色（１０ＹＲ７/４）。粘性・しまり強。
９ 橙色（７．５ＹＲ７/６）。粘性・しまり強。黒色粒子（径１㎜）１％未満。
１０ 浅黄橙色（１０ＹＲ８/３）。粘性・しまり強。第Ⅴｃ’層との識別が困難だが、本層のほう

がキメが比較的粗い。
１１ 灰白色（５Ｙ７/１）。粘性強・しまり中。根の影響による棒状の白色粘質土と毛細管状の

酸化鉄が発達。
１２ 灰白色（５Ｙ７/１）。粘性強・しまり中。１１層同様、白色粘質土と毛細管状の酸化鉄が見

られるがキメがやや細かい。
１３ａ 灰白色（５Ｙ７/１）。粘性中・しまり中。酸化鉄がより多く見られる。
１３ｂ 灰白色（５Ｙ７/１）。粘性・しまり強。地山との堺にとくに毛細管状の酸化鉄が沈着し

ている。水の影響を大きく受けて白色化がより進行している。

ＳＫ４５２
１ 明黄褐色（１０ＹＲ７/６）。粘性・しまり強。
２ 明黄褐色（１０ＹＲ６/６）。粘性・しまり強。黒色粒子（径１～３㎜）２５％。白色粘土ブロ

ック（径２０㎜）若干混入。
３ にぶい黄橙色（１０ＹＲ６/４）。粘性・しまり強。黒色粒子１％未満。
４ 明黄褐色（１０ＹＲ６/６）。粘性・しまり強。黒色粒子２５％。白色粘土ブロック１％未満。
５ 明黄褐色（１０ＹＲ６/６）。粘性・しまり強。４層よりキメが細かく、黒色粒子斑状に混入。
６ 橙色（７．５ＹＲ６/６）。粘性・しまり強。黒色粒子上半部に２５％、下半部１５％。白色粘土

ブロック（径１０～１５㎜）１％未満。
７ 明黄褐色（１０ＹＲ６/６）。粘性・しまり強。黒色粒子１５％。白色粘土ブロック１％未満。
８ 浅黄色（２．５Ｙ７/３）。粘性・しまり強。７層よりキメが細かい。毛細管状・ブロック状

の酸化鉄が発達。
９ 灰白色（１０ＹＲ８/２）。粘性強・しまり中。
１０ 浅黄橙色（１０ＹＲ８/４）。粘性・しまり強。９層よりキメが細かい。毛細管状・ブロック

状の酸化鉄が上層に比べて多く混入。
１１ 灰白色（２．５Ｙ８/２）。粘性強・しまり中。１０層よりキメが粗い。毛細管状の酸化鉄がよ

り発達。とくに地山との境界に顕著。
１２ 灰白色（２．５Ｙ８/２）。粘性・しまり強。１１層より粒度緻密。酸化鉄が細かいラミナ状に

発達。１３層より酸化鉄の沈着が顕著。
１３ 灰白色（２．５Ｙ８/２）。粘性強・しまり中。

ＳＫ４５２

ＳＫ４５１

Ａ Ｂ

Ａ ４４．２０� Ｂ

０ ２�
ドットは出土した石器を示す。

第１０図 検出遺構（ＳＫ４５１・ＳＫ４５２）
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第１１図 ブロックを構成する小分布域
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第５４図 出土石器（ナイフ形石器①）
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第５５図 出土石器（ナイフ形石器②）
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第５６図 出土石器（ナイフ形石器③・台形石器①）
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第５７図 出土石器（台形石器②）
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第５８図 出土石器（台形石器③・�器・削器①）
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第５９図 出土石器（削器②・彫刻刀形石器・楔形石器・二次加工・剥片①）
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第６０図 出土石器（剥片②）
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第６１図 出土石器（剥片③）
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第４章 調査の記録

―７６―



１－１－４
１－１－２

１－１－３

１－１－１１－１－３
１－１－１

１－１－２
１－１－１１－１－３ １－１－３ １－１－３１－１－１

１－１－１
１－１－２ １－１－２

１－１－４ １－１－４１－１－４
１－１－２

１－１－４

１－１－３１－１－１

１－１－４

０ １０㎝

１－１－２

第６４図 接合例１－１

―７７・７８―



１－１－１－１

１－１－１－２

１－１－１－３

１－１－１－４ １－１－１－５

１－１－１－６

１－１－１－８
１－１－１－７

１－１－２－３

１－１－２－１

１－１－２－２

０ １０㎝
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挿図番号 遺物番号 出土層位 グリッド 器種 石材 個体№ 最大長㎝ 最大幅㎝ 最大厚㎝ 重量� 備 考
１ ３８７９ Ⅴａ ＭＣ５０ Ｋｎ ＳＳＨ ２７ ８．９ ３．６ １．３ ３４．９
２ １９０４ Ⅴａ ＭＣ５１ Ｋｎ ＳＳＨ ０ ９．３ ２．８ １．５ ２４．４
３ １９７５ Ⅴａ ＭＢ５０ Ｋｎ ＳＳＨ ９ ９．９ ２．８ １．２ ３４．５
４ 一括 ＭＣ４８ Ｋｎ ＳＳＨ ０ ６．２ ３．３ １．３ １９．６ １０トレ
５ ２４３６ Ⅴ ＭＢ４９ Ｋｎ ＳＳＨ １２ ４．２ ２．３ ０．５ ３．４
６ ３０９５ Ⅴａ ＭＢ４８ Ｋｎ ＳＳＨ ０ ７．０ ３．０ １．０ １９．４
７ ３１９５ Ⅴａ ＭＤ４９ Ｋｎ ＳＳＨ ２ ５．４ ２．８ ０．９ １１．９
８ 一括 ＭＤ５１ Ｋｎ ＳＳＨ １４ ５．３ ２．５ ０．９ ９．７ ３トレ
９ ５５９ Ⅴａ ＭＣ４８ Ｋｎ ＳＳＨ １４ ４．５ ２．３ １．０ ８．０
１０ ３７６０ Ⅴａ ＭＣ５０ Ｋｎ ＳＳＨ ２９ ６．０ ３．０ １．５ １５．１
１１ 範確 Ⅳ Ｋｎ ＳＳＨ ０ ８．４ ４．１ １．７ ３７．２ １８トレ
１２ 表採 ＭＡ５３ Ｋｎ ＳＳＨ ２６ ５．８ ２．９ ０．９ １４．９
１３ ４６７ Ⅴａ ＭＢ４９ Ｋｎ ＳＳＨ ０ ５．２ ２．３ ０．７ ７．４
１４ 一括 ＭＥ４９ Ｋｎ ＳＳＨ ０ ６．４ ２．７ ０．９ １１．９ ３トレ
１５ １７３１ Ⅴａ ＭＣ５０ Ｋｎ ＳＳＨ ０ ５．４ ２．４ ０．８ ６．４
１６ １６９７ Ⅴａ ＭＣ４８ Ｋｎ ＳＳＨ １０ ６．９ ３．３ １．２ １７．２ 接合例１０－１
１７ １９７ Ⅴａ ＭＤ４８ Ｋｎ ＳＳＨ １０ ７．１ ３．８ １．１ １９．４ 接合例１０－１
１８ ４７８ Ⅱ ＭＣ５０ Ｋｎ ＳＳＨ ２２ ９．０ ４．２ ２．３ ４６．３
１９ ３９１７ Ⅴａ ＭＤ５０ Ｋｎ ＳＳＨ ０ ８．０ ２．９ １．０ １９．０
２０ ４０３２ Ⅴｂ ＭＣ５０ Ｋｎ ＳＳＨ ０ ７．２ ２．８ ０．９ １１．４
２１ ３７４７ Ⅴａ ＭＤ４９ Ｋｎ ＳＳＨ ０ ８．９ ３．５ １．１ ２８．１
２２ ４００ Ⅴａ ＭＢ４７ Ｋｎ ＳＳＨ ０ ６．６ ２．７ １．０ １１．４
２３ ４７４ Ⅴａ ＭＤ４８ Ｋｎ ＳＳＨ ３ ５．４ ２．３ １．０ ９．４
２４ 範確 Ｋｎ ＳＳＨ １６ ６．６ ２．７ １．１ １５．８ １０トレ
２５ ３０５０ Ⅴａ ＭＣ４９ Ｋｎ ＳＳＨ ０ ５．７ ２．５ ０．９ １０．３
２６ ３０８２ Ⅴａ ＭＣ４９ Ｋｎ ＳＳＨ １５ ５．５ ３．１ １．３ １８．６
２７ １８５６ Ⅴａ ＭＣ５０ Ｋｎ ＳＳＨ ０ ４．７ ３．３ ０．８ １１．９
２８ １６９８ Ⅴａ ＭＢ４８ Ｋｎ ＳＳＨ ０ ９．３ ３．６ １．４ ３７．３
２９ １７４０ Ⅴａ ＭＣ５０ Ｋｎ ＳＳＨ ２２ ９．９ ３．６ １．２ ４０．３
３０ ２５９７ Ⅳ ＭＣ５３ Ｋｎ ＳＳＨ ２７ ７．８ ３．０ １．３ ３２．７
３１ ３７２１ Ⅴａ ＭＡ５２ Ｔｒ ＯＢ ０ ２．９ １．９ ０．６ １．８
３２ ４５９ Ⅴａ ＭＣ５０ Ｔｒ ＳＳＨ １３ ３．２ ２．１ ０．９ ３．３
３３ １６８１ Ⅴａ ＭＡ５２ Ｔｒ ＳＳＨ ９ ３．５ ２．２ ０．７ ３．６
３４ ４０６７ Ⅴｂ ＭＡ５１ Ｔｒ ＳＳＨ ７ ３．５ ２．１ ０．７ ３．１
３５ ４０１ Ⅴａ ＭＢ５１ Ｔｒ ＳＳＨ ３１ ４．２ ２．２ １．０ ５．０
３６ ４１８９ Ⅴｂ ＭＢ５２ Ｔｒ ＳＳＨ ６ ２．５ ２．２ ０．５ ２．１
３７ ３７３０ Ⅴａ ＭＡ５１ Ｔｒ ＳＳＨ ７ ４．３ ２．６ ０．７ ３．７
３８ ３９４４ Ⅴａ ＭＣ５１ Ｔｒ ＳＳＨ ３ ２．２ ２．９ ０．７ ３．９
３９ ３１６６ Ⅴａ ＭＣ５０ Ｔｒ ＳＳＨ ８ ４．０ ２．７ ０．７ ３．８
４０ 一括 Ⅳ ＭＣ４９ Ｔｒ ＳＳＨ １６ ３．７ ３．３ ０．７ ５．２
４１ ２４３０ Ⅱ ＭＢ５０ Ｔｒ ＳＳＨ １７ ２．０ ３．０ １．０ ３．６
４２ ４１７８ Ⅴｂ ＭＣ５０ Ｔｒ ＳＳＨ １ ２．３ ２．５ ０．６ ３．６
４３ ２４６１ Ⅱ ＭＣ５１ Ｔｒ ＳＳＨ １ ２．１ ３．４ ０．８ ４．３ 接合例１－１
４４ ３８６３ Ⅴａ ＭＣ５０ Ｔｒ ＳＳＨ １ ２．５ ３．６ ０．９ ５．２ 接合例１－１
４５ １９０３ Ⅴａ ＭＣ５１ Ｔｒ ＳＳＨ １ １．４ ２．３ ０．７ １．０ 接合例１－１
４６ １６４１ Ⅴａ ＭＣ５０ Ｔｒ ＳＳＨ １ ３．０ ２．４ ０．９ ５．５ 接合例１－１
４７ １６７０ Ⅴａ ＭＣ５２ Ｔｒ ＳＳＨ １４ １．７ ２．５ ０．７ ３．２
４８ ４４７ Ⅴａ ＭＡ５０ Ｔｒ ＳＳＨ ７ ２．７ ２．３ ０．９ ５．２
４９ ２５６１ Ⅴａ ＭＢ５１ Ｔｒ ＳＳＨ １１ ２．２ ２．７ ０．７ ４．２
５０ ３７５０ Ⅴａ ＭＤ５１ Ｔｒ ＳＳＨ ９ ２．３ ３．４ １．０ ７．０
５１ 一括 ＭＢ５２ Ｔｒ ＳＳＨ ２ ２．５ ３．２ ０．６ ５．１
５２ ４０００ Ⅴｂ ＭＢ４９ Ｔｒ ＳＳＨ ２ ２．０ ３．０ ０．５ ３．４
５３ ３０５１ Ⅴａ ＭＣ４９ Ｔｒ ＳＳＨ １４ ２．１ ３．１ ０．９ ４．９
５４ ２４９８ Ⅱ ＭＤ４９ Ｔｒ ＳＳＨ １２ ２．１ ３．４ ０．９ ６．３
５５ ３９７１ Ⅴａ ＭＤ５１ Ｔｒ ＳＳＨ １３ １．８ ３．３ ０．６ ３．７
５６ ３７３４ Ⅴａ ＭＣ４８ Ｔｒ ＳＳＨ ６ ２．３ ３．２ ０．７ ４．２
５７ ３８５３ Ⅴａ ＭＣ５０ Ｔｒ ＳＳＨ １００ ２．７ ３．１ ０．９ ７．３
５８ ２４７８ Ⅱ ＭＣ５２ Ｔｒ ＳＳＨ ０ ３．０ ４．３ １．４ ９．８

第６表 石器観察表①

第２節 旧石器時代の調査

―８９―



挿図番号 遺物番号 出土層位 グリッド 器種 石材 個体№ 最大長㎝ 最大幅㎝ 最大厚㎝ 重量� 備 考
５９ ３６４７ Ⅴａ ＭＣ５１ Ｔｒ ＳＳＨ ３１ ２．２ １．７ ０．４ １．９
６０ ２４２０ Ⅱ ＭＡ５１ Ｔｒ ＳＳＨ ３１ １．７ ２．４ ０．６ ２．０
６１ ４２１５ ＭＢ４９ Ｔｒ ＳＳＨ ８ １．７ １．９ ０．５ １．５ ＳＫＰ４５１
６２ ３５１９ Ⅴｂ ＭＢ４９ Ｔｒ ＳＳＨ ８ ２．０ １．８ ０．７ １．８
６３ ３１３０ Ⅴｂ ＭＤ５２ Ｔｒ ＳＳＨ ３ ２．１ １．７ ０．７ １．８
６４ １７７１ Ⅴａ ＭＣ５１ Ｔｒ ＳＳＨ ６ ３．１ ２．６ ０．９ ６．１
６５ ２４６０ Ⅰ ＭＣ５１ Ｔｒ ＳＳＨ ２ ３．６ ３．１ １．０ ８．２
６６ １７９９ Ⅴｂ ＭＣ５１ Ｔｒ ＳＳＨ ３ ２．２ ２．３ ０．６ ２．５
６７ ３１９７ Ⅴａ ＭＣ４８ Ｔｒ ＳＳＨ ６ ２．０ ２．４ ０．７ ３．１
６８ ３７２６ Ⅴａ ＭＣ５０ Ｔｒ ＳＳＨ ９ １．９ ２．２ ０．６ ２．０
６９ １６４３ Ⅴａ ＭＤ５０ Ｔｒ ＳＳＨ １６ ２．４ ２．１ ０．６ ３．０
７０ ４８８ Ⅴａ ＭＣ５１ Ｔｒ ＳＳＨ ２２ ２．２ ２．９ ０．４ ２．２
７１ ４０９８ Ⅴｂ ＭＢ４９ Ｔｒ ＳＳＨ ８ ２．３ ２．６ ０．６ ３．２
７２ １９８ Ⅴａ ＭＤ４８ Ｔｒ ＳＳＨ ３ ２．１ ４．２ ０．９ ５．７
７３ ２４４９ Ⅴ ＭＣ４９ Ｔｒ ＳＳＨ １６ １．９ ２．０ ０．６ ２．０
７４ ３８６２ Ⅴａ ＭＣ５０ Ｔｒ ＳＳＨ ８ ３．１ ３．９ １．０ １１．１
７５ １８５７ Ⅴａ ＭＣ５０ Ｔｒ ＳＳＨ ７ ２．４ ２．７ ０．８ ４．８
７６ １６４０ Ⅴａ ＭＡ５１ Ｔｒ ＳＳＨ ２ ２．５ ２．７ ０．９ ４．１
７７ 遺構内 ＭＤ４９ Ｔｒ ＳＳＨ １２ ２．６ ２．４ ０．８ ５．１ ＳＫ４３２
７８ ２４９５ Ⅱ ＭＤ４９ Ｔｒ ＳＳＨ １６ ２．５ ２．７ ０．７ ４．５
７９ １９０２ Ⅴａ ＭＣ５１ Ｔｒ ＳＳＨ ９ ２．３ １．８ ０．４ １．８
８０ ４０９３ Ⅴｂ ＭＢ４９ Ｔｒ ＳＳＨ ９ ２．５ ２．７ ０．５ ２．６
８１ ２４６６ Ⅱ ＭＣ５１ Ｔｒ ＳＳＨ １２ ２．４ ２．８ １．１ ５．７
８２ ３９９０ Ⅴｂ ＭＤ５２ Ｔｒ ＳＳＨ ７ ２．２ ２．２ ０．７ ２．３
８３ ３９２５ Ⅴｂ ＭＡ４９ Ｔｒ ＳＳＨ ６ ２．６ ２．１ ０．６ ３．０
８４ ４１５８ Ⅴａ ＭＣ５０ Ｔｒ ＳＳＨ ９ １．８ ３．０ ０．７ ３．３
８５ １７１７ Ⅴａ ＭＤ５０ Ｔｒ ＳＳＨ ２ ２．８ ２．２ １．０ ２．７
８６ ３６６１ Ⅴａ ＭＢ５２ Ｔｒ ＳＳＨ ９ １．２ １．８ ０．６ １．０
８７ ２４３８ Ⅱ ＭＢ５１ Ｔｒ ＳＳＨ ２１ １．４ １．９ ０．４ １．１
８８ １７９１ Ⅴａ ＭＣ５１ Ｔｒ ＳＳＨ ３ １．１ １．７ ０．２ ０．５
８９ ４１４３ Ⅴｂ ＭＣ５０ Ｔｒ ＳＳＨ ７ １．３ １．７ ０．４ ０．７
９０ ３９８８ Ⅴｂ ＭＣ４８ Ｔｒ ＳＳＨ ０ １．５ １．２ ０．４ ０．４
９１ １８６４ Ⅴａ ＭＣ５０ Ｔｒ ＳＳＨ ７ １．２ ２．１ ０．３ ０．６
９２ ３０６０ Ⅴｂ ＭＣ４９ Ｔｒ ＳＳＨ １５ ２．０ １．１ ０．４ ０．６
９３ ３５８７ ＭＢ４９ Ｔｒ ＳＳＨ ８ １．４ １．７ ０．４ ０．７ ＳＫＰ４５１
９４ ２４７０ Ⅱ ＭＣ５１ Ｔｒ ＳＳＨ １ ３．４ ２．８ １．１ ７．１ 接合例１－１
９５ １７０９ Ⅴａ ＭＣ５１ Ｅｓ ＳＳＨ ３３ ７．７ ４．０ １．６ ３８．１ 接合例３３－１
９６ ２４３３ Ⅴ ＭＢ５０ Ｅｓ ＳＳＨ ０ ４．１ ２．３ ０．７ ５．７
９７ ３７４８ Ⅴａ ＭＢ５１ Ｅｓ ＳＳＨ ２７ ３．９ ２．８ ０．９ ８．６
９８ ３７１２ Ⅴａ ＭＣ５０ Ｅｓ ＳＳＨ ７ ３．９ ４．１ １．５ １５．１
９９ ３７２０ Ⅴａ ＭＤ５０ Ｅｓ ＳＳＨ １ ２．７ ２．０ １．０ １０．６
１００ ２５７５ Ⅴａ ＭＡ５０ Ｅｓ ＳＳＨ ２ ３．５ ３．３ １．４ １０．７
１０１ ３１２３ Ⅴｂ ＭＡ４９ Ｅｓ ＳＳＨ １００ ４．８ ４．４ １．７ ３３．１
１０２ １９９２ Ⅴｂ ＭＢ５０ Ｅｓ ＳＳＨ ８ ５．９ ３．９ １．５ １８．５
１０３ １６７７ Ⅴａ ＭＥ５３ Ｅｓ ＳＳＨ ３１ ２．１ ３．３ １．０ ４．９
１０４ 一括 Ⅱ ＭＣ５３ Ｅｓ ＳＳＨ ０ ４．０ ４．２ １．４ １８．７
１０５ ３０２６ Ⅴｂ ＭＢ５０ Ｅｓ ＳＳＨ １ ５．５ ４．５ ０．９ １５．１
１０６ 一括 ＭＢ５２ Ｂｕ ＳＳＨ ３３ ８．９ ３．９ １．８ ４９．５ 接合例３３－１
１０７ 遺構内 Ｂｕ ＳＳＨ １１ ７．３ ３．７ １．９ ３３．６ ＳＤ３１．ｎｏ２３
１０８ １６７５ Ⅴａ ＭＥ５２ Ｂｕ ＳＳＨ ２７ ９．７ ４．０ １．６ ５６．４
１０９ 遺構内 ＭＢ４９ Ｂｕ ＳＳＨ ３０ ６．１ ２．４ １．１ １０．８ ＳＫ１７０．ｎｏ１
１１０ ３７８５ Ⅴａ ＭＤ５０ Ｂｕ ＳＳＨ ２１ ３．２ ２．０ ０．５ ２．６
１１１ ４０９ ＬＴ５２ Ｐｅ ＳＳＨ ０ ３．０ ２．０ １．０ ３．１
１１５ ２４８６ Ⅴ ＭＣ５２ Ｆｌ ＳＳＨ ２７ ８．７ ４．９ １．４ ４０．１
１１６ ３０９３ ＭＢ５５ Ｆｌ ＳＳＨ ３１ ７．５ ４．２ １．８ ４３．１
１１７ ３８３５ Ⅴａ ＭＢ５１ Ｆｌ ＳＳＨ １０ ７．４ ３．１ １．５ １７．７
１１８ ３８９４ Ⅴａ ＭＣ４８ Ｆｌ ＳＳＨ １６ ６．４ ３．８ １．４ ２３．８
１１９ ４８３ Ⅴａ ＭＤ５１ Ｆｌ ＳＳＨ ０ ６．０ ３．１ １．３ １８．９
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挿図番号 遺物番号 出土層位 グリッド 器種 石材 個体№ 最大長㎝ 最大幅㎝ 最大厚㎝ 重量� 備 考
１２０ 範確 Ⅳ Ｆｌ ＳＳＨ ０ ７．２ ３．５ １．５ ２５．８ １７トレ
１２１ ３０５５ Ⅴａ ＭＣ４９ Ｆｌ ＳＳＨ ６ ７．０ ３．４ １．７ ２７．２
１２２ ３９９９ Ⅴｂ ＭＢ４９ Ｆｌ ＳＳＨ １４ ５．８ ２．８ ０．９ １１．４
１２３ １９４０ Ⅴａ ＭＣ５１ Ｆｌ ＳＳＨ ３０ ５．５ ２．５ １．５ １４．９
１２４ ２４４４ Ⅱ ＭＢ５３ Ｆｌ ９ ４．６ ２．３ ０．９ ５．５
１２５ ４９２ Ⅴａ ＭＣ５２ Ｆｌ ＳＳＨ １７ ３．５ １．５ ０．８ ２．３
１２６ ３６３２ Ⅴａ ＭＣ５１ Ｆｌ ＳＳＨ ３２ ５．４ １．５ ０．７ ３．２
１２７ ４０２０ Ⅴｂ ＭＡ４９ Ｆｌ ＳＳＨ ２ ３．５ １．２ ６．５ １．９
１２８ ２４６７ Ⅱ ＭＣ５１ Ｆｌ ＳＳＨ １７ ４．４ １．４ ０．８ ２．６
１２９ ４６２ Ⅴａ ＭＤ５０ Ｆｌ ＳＳＨ １２ ４．１ １．７ １．１ ６．５
１３０ ４０６８ Ⅴｂ ＭＢ５１ Ｆｌ ＳＳＨ ２ ３．０ ０．７ ０．４ ０．８
１３１ ２９２９ Ⅴａ ＭＡ５１ Ｆｌ ＳＳＨ ２７ ７．５ ５．９ １．１ ３４．７
１３２ ３６７０ Ⅴｂ ＭＢ４８ Ｆｌ ＳＳＨ １６ ６．７ ５．３ ２．４ ５９．２
１３３ １９６０ Ⅴｂ ＭＢ５０ Ｆｌ ＳＳＨ １４ ６．０ ４．７ ２．２ ３８．５
１３４ ４０４４ Ⅴｂ ＭＢ５１ Ｆｌ ＳＳＨ ２７ ５．５ ３．７ １．５ １７．９
１３５ ３７３９ Ⅴａ ＭＢ４９ Ｆｌ ＳＳＨ ２７ ６．３ ４．３ １．２ ２５．７
１３６ ３７１３ Ⅴａ ＭＢ５０ Ｆｌ ＳＳＨ ２７ ５．３ ３．３ １．０ ９．２
１３７ １９４ Ⅴａ ＭＣ４８ Ｆｌ ＳＳＨ ２ ４．６ ２．９ １．４ １７．２
１３８ ２５１３ Ⅱ ＭＤ５３ Ｆｌ ＳＳＨ ０ ７．１ ５．１ １．８ ４３．４
１３９ ２９９５ Ⅴａ ＭＡ５０ Ｆｌ ＳＳＨ １３ ３．３ ２．５ ０．８ ６．１
１４０ ３８２２ Ⅴａ ＭＡ４９ Ｆｌ ＳＳＨ ９ ４．３ ３．４ １．２ １６．３
１４１ １７４５ Ⅴａ ＭＣ５１ Ｆｌ ＳＳＨ ９ ４．２ ３．１ １．４ １４．６
１４２ ４０４９ Ⅴｂ ＭＢ５２ Ｆｌ ＳＳＨ １１ ３．５ ３．２ ０．９ ９．５
１４３ ３７３７ Ⅴａ ＭＡ５１ Ｆｌ ＳＳＨ １２ ２．１ ２．９ ０．９ ５．８
１４４ ４０２９ Ⅴｂ ＭＤ５０ Ｆｌ ＳＳＨ ９ ４．１ ３．０ １．１ ６．６
１４５ １９５ Ⅴａ ＭＣ４８ Ｆｌ ＳＳＨ ３０ ２．６ ２．３ ０．５ １．８
１４６ ２４４０ Ⅱ ＭＢ５１ Ｆｌ ＳＳＨ １７ ２．９ ２．６ ０．８ ３．０
１４７ ５４０ Ⅳ ＭＣ５０ Ｆｌ ＳＳＨ １６ ３．２ ２．０ ０．７ ２．５
１４８ ４１１３ Ⅴｂ ＭＣ５０ Ｆｌ ＳＳＨ １２ ２．５ ３．２ ０．４ ３．０
１４９ １９８９ Ⅴｂ ＭＢ５０ Ｆｌ ＳＳＨ ６ ２．７ ３．０ ０．８ ４．５
１５０ ４０４１ Ⅴａ ＭＡ５０ Ｆｌ ＳＳＨ ６ ３．１ ３．２ １．０ ７．１
１５１ １７４４ Ⅴａ ＭＣ５１ Ｃｏ ＳＳＨ １ ８．３ ７．５ ３．０ １５５．０
１５２ ３７１７ Ⅴａ ＭＤ４９ Ｃｏ ＳＳＨ ０ ５．５ ６．６ ２．５ ７８．２
１５３ ３６６０ Ⅴａ ＭＢ５２ Ｃｏ ＳＳＨ １０ ５．５ ８．７ ２．７ ７５．５
１５４ ３１６５ Ⅱ ＭＣ４９ Ｃｏ ＳＳＨ ５ ５．３ ５．９ ２．１ ２０．６
１５５ ２４２８ Ⅱ ＭＢ５０ Ｃｏ ＳＳＨ ３１ ４．２ ７．０ ２．６ ７０．８
１５６ ５５１ Ⅳ ＭＥ５２ Ｃｏ ＳＳＨ ３１ ３．０ ４．３ １．３ １９．３
１５７ ３６９９ Ⅴａ ＭＢ４９ Ｃｏ ＳＳＨ ６ ４．２ ６．５ ２．３ ４２．０
１５８ 表採 ＬＭ４８ Ｃｏ ＳＳＨ ０ ４．２ ５．７ ５．７ １２６．５
１５９ ５０６ Ⅱ ＬＴ５５ Ｃｏ ＳＳＨ ０ ４．０ ２．７ ２．２ ２５．０
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第３節 縄文時代の調査

縄文時代の遺構は、調査区中央の北側台地縁辺において、陥し穴状土坑１基、フラスコ状土坑１基、

焼土遺構２基が検出された。また、調査区中央から南東にかけて遺物集中部（＝ブロック）が５箇所

確認された。

第１項 検出遺構

１ 陥し穴状土坑

ＳＫＴ９１（第７５図）

ＬＤ５０グリッド第Ⅴ層上面で確認された。長軸（Ｅ－Ｗ）２．６７�×短軸（Ｎ－Ｓ）０．３６�の溝状を

呈する。確認面からの深さは０．８０�である。底面はやや凹凸があり、西側に向かって傾斜する。壁面

は西側が垂直に立ち上がる一方、東側は大きくオーバーハングする。覆土は２層に分けられる。裁ち

割りを行ったが、底面に逆茂木などの杭の痕跡は検出されなかった。遺物は出土しなかった。

２ フラスコ状土坑

ＳＫＦ２５（第７５図）

ＬＫ５５グリッド第Ⅴ層上面で確認された。開口部径０．７８～１．００�、底部径０．９２～０．９８�の略円形を

呈する。確認面からの深さは１．０５�である。底面は平坦で、壁面はとくに南側で大きくオーバーハン

グしている。底部中央に径０．１５～０．１８�、深さ０．０６�のピットが１基検出された。覆土は１６層に分け

られた。このうち、最下層の第１６層は水分を多く含み粘性の非常に高い特異な土質であった。

遺物は、覆土中から拳小ほどの円礫が９点出土したほかは何も出土しなかった。

３ 焼土遺構

２基の隣接した焼土遺構からはまとまった出土遺物が見られず、所属時期は不明であるが、直近の

同一層準に縄文土器片がまとまって出土したことから、これと同一時期と判断した。

ＳＮ１９９（第７５図）

ＬＳ４８グリッド第Ⅳ層上面で確認された。長軸（ＮＷ－ＳＥ）０．６２�×短軸（ＮＥ－ＳＷ）０．４１�

の不整形を呈する。掘り込みは確認されず、確認面から０．０６�まで被熱による赤変が認められた。遺

物は、石器（砕片）２点が出土した。

ＳＮ２００（第７５図）

ＬＳ４８グリッド第Ⅳ層上面で確認された。長軸（Ｅ－Ｓ）０．８８�×短軸（Ｎ－Ｓ）０．６０�の不整形

を呈する。掘り込みは確認されず、確認面から０．１０�まで被熱による赤変が認められたが、平面中央

部には被熱が見られなかった。遺物は、石器（砕片）８点が出土した。

第２項 遺物の分布

遺物の垂直分布は、第Ⅴａ層直上面にピークがあり、レンズ状の分布を示している。Ⅰ～Ⅱ層中の

出土は皆無に近い。最深で第Ⅴａ層上面より２３㎝からの出土がみられ、旧石器時代の出土深度と一部

重複する。平面分布は、万遍なく分布するのではなく、ブロックを形成しており、調査区の南側縁辺

に沿って３箇所、調査区中央部に２箇所のブロックが検出された（第７６・１１１図）。旧石器時代のブロ

ックとは重複しない。東から第１～５号ブロックとする。
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第１号ブロック

ＫＫ５７グリッドを中心に第Ⅳ層の埋没谷肩部において検出された。砕片を中心に組成する。分布範

囲はより南側へ広がるものと推測される。

第２号ブロック

ＫＲ５３グリッドを中心に第Ⅳ層の埋没谷肩部において検出された。石鏃１点・石箆１点のほか、砕

片を中心に組成する。分布範囲はより南側へ広がるものと推測される。

第３号ブロック

ＬＪ４４グリッドを中心に第Ⅳ～Ⅴ層上面の埋没谷肩部において検出された。剥片・砕片を中心に組

成し、石鏃が１点出土した。分布範囲はより南側へ広がるものと推測される。

第４号ブロック（第７６図）

ＬＰ５１グリッドを中心に第Ⅳ～Ⅴ層の平坦面において検出された。縄文土器片、石鏃、石箆、スク

レイパー等の製品と残核、剥片、砕片が組成する。

第５号ブロック（第７６図）

ＬＯ４７グリッドを中心に第Ⅳ層の平坦面において検出された。石鏃、石箆等の製品と残核、剥片、

砕片が組成する。

これらのブロックは、分布位置と石器組成のあり方から以下の二群に分けられる。

Ａ群（第１～３号ブロック）：調査区南東部の埋没谷肩部に分布し、ほぼ砕片のみが組成するブロ

ック。いずれのブロックも調査区のより南側へ広がると推測される。

Ｂ群（第４・５号ブロック）：調査区中央部の広い平坦面に分布し、土器、製品、残核や剥片など

の残滓が組成するブロック。両ブロックは隣接し、分布は調査区内で完結する。

第３項 出土遺物

１ 縄文土器（第７８図１～１３）

本遺跡では土器の出土はわずかであり、３個体が識別された。１は、ＬＲ撚紐の横位および斜位回

転施文が観察され口縁部に近い部位と推察される。２は、摩耗が著しく詳細不明。３～１３は、ＬＲ撚

紐を横位および縦位回転施文した深鉢形土器である。３個体とも、器厚が約５㎜に作られ、胎土には

石英粒や雲母片などを含む砂粒がわずかに混和されている。３は口縁部破片である。

２ 石器

石器は総点数２３７０点１５８１８．３�が出土した。本書では主要となるごく一部の製品に限って図示した。

� 石鏃（第７８図１４～２４）

凸基有茎鏃（１４～１６）、平基無茎鏃（１７～１９）、凹基無茎鏃（２０～２３）のほか、石鏃未製品（２４）が

出土した。１６はアスファルトの付着の痕跡がわずかに認められるが、その他の石鏃には見られない。

石鏃未製品は剥片を素材としており、周囲から平坦加工が施されているが、左側縁の厚みが除去でき

なかったと考えられ、製作が中断されたものである。

� 石槍（第７８図２５・２６）

２５は上半部欠損。２６は下半部欠損。２５・２６とも裏面に主要剥離面を大きく残し、剥片素材であるこ

とが分かる。２５は階段状の平坦剥離により整形されている。２６は表面が平坦加工と階段状剥離により

整形されており、裏面は縁辺に浅い二次加工が施されるのみである。断面はレンズ状を呈する。
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� 石匙（第７８図２７・２８）

２７は末端部折損。剥片を素材とし、打面側につまみ部が作出されている。表面は平坦加工で覆われ

ており、裏面は左側縁に微細な連続剥離が見られる。２７・２８とも素材の打面を残置する。

� 石篦（第７９・８０図２９～４０）

両面加工（２９～３４・３６・３８）、半両面加工（３５・３７・３９）、片面加工（４０）がある。基本的に平坦加

工により全体形状を整え、最終的に縁辺に階段状の剥離を施して仕上げられている。形状は、三角形

状、台形状、楕円形状など、多様である。

� スクレイパー（第８０図４１～４４）

スクレイパーは不定型な剥片を素材として、連続的な加工が施されたものである。４点を図示した。

このうち、４３は上半部折損。縦長剥片を素材とし、表面は平坦加工に覆われ、裏面は左側縁に微細な

加工が連続的に施されている。こうしたあり方は石匙と共通しており、本石器はつまみ部が欠損した

石匙の可能性もある。また、４２は石匙の未製品の可能性がある。

� 錐器（第８０図４７）

縦長剥片を素材とし、急斜度な二次加工により整形されている。断面が三角形状を呈する。

� 石斧（第８１図４５）

刃部欠損。研磨により丁寧に面取り整形されている。裏面には凹石特有の敲打痕が観察される。

第４項 個体別資料

接合例が乏しく、有効識別度Ａに帰属するものはなかった。旧石器時代の石質に比べて珪化の度合

いが低く、キメが粗い。本書では図示しなかったが、識別有効度Ｂのうち、とくに特徴的な石質を示

す個体に限って個体分類を行った。

個体別資料№１

残核１点、剥片２０点の計２１点で構成される。礫面を残し、節理により割れが生じた剥片が目立つ。

５例の接合例が得られたが、それぞれ剥片２点のみの接合である。

個体別資料№２

残核１点、剥片２４点の計２５点で構成される。礫面を残す剥片で占められることから、剥片剥離過程

の初期段階を示すものと考えられる。

個体別資料№３

剥片８点で構成される。１点を除き礫面が残された剥片である。

個体別資料№４

残核１点、剥片１３点で占められる。小形矩形の剥片を主体とする。

個体別資料№５

残核１点、剥片３点の計４点で構成される。残核は拳小の分割円礫が素材で、分割面を作業面とし

た両設打面のものである。小形の矩形剥片が剥離されている。

これら個体別資料の分布傾向は旧石器時代の場合のように、個体ごとに特徴をもったものではな

く、ブロックの範囲内に散漫に分布する（第７７図）。ただし、今回個体分類し得たものは全体のうち

のわずかであり、今後、製品を含めた個体別資料のあり方を検討することにより、縄文時代における

ブロックの性格を読み取ることができよう。
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第３節 縄文時代の調査

ＳＫＦ２５
１ にぶい黄褐色（１０ＹＲ４/３）

粘性 弱 しまり 中
炭化物（径１～２㎜）１％
根による撹乱若干あり。Ⅱａ層由来か？

２ 黒褐色（１０ＹＲ２/３）
粘性 弱 しまり 中（１層より弱い）
黒色土（１０ＹＲ１．７/１）（径３㎜）１％
白色粒子（径１㎜）１％未満
腐植礫片（径３～５㎜）１％未満→Ⅶ層中に多く
混入しているものに由来。

３ 黒色（１０ＹＲ１．７/１）
粘性 中 しまり 中（１層より弱い）
炭化物（径１～３㎜）１％
１層に由来する粒子（径１～２㎜）３％

４ 黒褐色（１０ＹＲ３/２）
粘性 中 しまり 中
炭化物（径１～２㎜）１％
地山粒子（２．５Ｙ７/４）（径２㎜）３％
白色腐植礫片（径３～５㎜）１％未満

５ にぶい黄色（２．５Ｙ６/３）
粘性 中 しまり 強
地山質（やや砂っぽい）であり、壁崩落に由来す
ると思われる。
炭化物（径２㎜）１％未満。斑状に１層が層理付
近で浸透している。
根による撹乱若干あり。

６ 灰黄褐色（１０ＹＲ４/２）
粘性 強 しまり 上層に比べ弱
炭化物（径１～５㎜）７％
地山粒子（１０ＹＲ７/４）（径２～３㎜）３％
酸化鉄にコーティングされた白色粘土ブロック
（７．５Ｙ７/１）（径２０㎜）がみられる。

７ にぶい黄褐色（１０ＹＲ４/３）
粘性 中 しまり 中
炭化物（径１～２㎜）３％
白色粒子（径２～３㎜腐植礫に由来）１％

８ にぶい黄橙色（１０ＹＲ６/４）
粘性 強 しまり 強
水分含んだ地山質。
５層同様やや砂っぽい炭化物（径１～４㎜）３％。
白色粒子（径１㎜）や腐植礫片、砂利等１％
酸化鉄粒子がみられた。こぶし小の円礫６点ほど
混入。→１０、１４層にも若干混入。

９ にぶい黄褐色（１０ＹＲ５/３）
粘性 強 しまり 中
炭化物（径２～３㎜）１％
９層以下の覆土は全て砂粒を含む。

１０ にぶい黄橙色（１０ＹＲ７/４）
粘性 強 しまり 強
砂粒を多く含み、指でつまむとねたつく感じ。
炭化物（径１㎜）１％未満
腐植礫１０％

１１ 浅黄色（２．５Ｙ７/４）
粘性 強 しまり 中
炭化物（径３㎜）１％未満
＊１１～１５層には酸化鉄ブロック（５ＹＲ６/８）（径
５㎜前後）５％以上混入。

１２ 明黄褐色（１０ＹＲ６/６）
粘性 中 しまり 中
砂質土が上層より高い。

１３ 浅黄色（２．５Ｙ７/４）
粘性 強 しまり 中
炭化物（径１～２㎜）１％未満
酸化鉄の影響を受けた砂質土（７．５ＹＲ７/６）がラ
ミナ状に入る。

１４ 浅黄色（２．５Ｙ７/３）
粘性 強 しまり 強
炭化物（径２㎜）１％未満
酸化鉄ブロック（径３０㎜）

１５ 灰白色（２．５Ｙ８/２）
粘性 強 しまり 強
１０層同様ねたつく。
炭化物（径２～４㎜）１％未満
酸化鉄ブロック（径５㎜前後）パッチ状にまんべ
んなく５～７％混入。

１６ 黄灰色（２．５Ｙ６/１）
粘性 強 しまり 強
１０層同様ねたつく。
炭化物との混合土。ＳＫＦ２５Ｐ１の覆土にもな
る。

ＳＫＦ２５

ＢＡ

ＢＡ ４２．４０�

１５

３ ７２
７

４
６

９
８

１０
１２ １１ １０１４
１３

１５

１６

Ａ
ＳＫＴ９１

Ａ Ｂ４３．４０�

Ｃ
Ｄ

１

ＢＣ
２Ｄ４３．４０�

ＳＫＴ９１
１ 明黄褐色（１０ＹＲ６/６）

粘性 強
しまり 強
炭化物（径１～２㎜）１％
地山ブロック（７．５ＹＲ５/６）（径１０㎜）１％

２ 橙色（７．５ＹＲ７/６）
粘性 強
しまり 強
地山ブロック（１０ＹＲ６/８）（径１０～２０㎜）３％

ＳＮ２００ ＳＮ１９９
ＳＮ１９９
明赤褐色（５ＹＲ５/８）
粘性 弱
しまり 強
にぶい黄褐色土（１０ＹＲ４/３）１０％
焼土

ＢＡＳＮ２００
１ にぶい黄橙色（１０ＹＲ４/３）

粘性 弱
しまり 強
焼土粒（明褐色７．５ＹＲ５/６）５％

２ 明赤褐色（５ＹＲ５/８）
粘性 弱
しまり 強
地山粒子（１０ＹＲ７/６）１％
焼土

３ 明褐色（７．５ＹＲ５/６）
粘性 中
しまり 強
焼土粒（明赤褐色５ＹＲ５/８）２％
焼土

ＢＡ

ＢＡ ４４．８０�

Ｂ４４．８０�Ａ

１２

３

０ ２�

第７５図 検出遺構（ＳＫＦ・ＳＫＴ・ＳＮ）
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第７６図 石器分布（第４号・第５号ブロック）
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第３節 縄文時代の調査

第７７図 個体別石器分布（個体別資料№１～４）
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１ ２

３
５４ ６

９ １０７ ８

１１
１２

１３

１７１６１５ １８１４

２０ ２２２１ ２３１９

２４
２５

２８

２６

２７ ０ １０㎝

第７８図 出土遺物（縄文土器・石鏃・石槍・石匙）
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第３節 縄文時代の調査

３１３０
２９

３２
３３

３４

３５

３７
３６

０ １０㎝

第７９図 出土遺物（石篦）
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３９３８ ４０

４２

４１

４３ ４４

４５

４６

４７

０ １０㎝

第８０図 出土遺物（石箆・削器・石錐・石斧）
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第４節 平安時代の調査

平安時代の遺構は調査区全体にわたって合計２９４基検出された。その内訳は、掘立柱建物跡９棟、

土坑５２基、溝跡４５条、炭窯跡８基、柱穴様ピット１８０基である。

第１項 検出遺構

１ 掘立柱建物跡

本書では、柱穴様ピットを検討して掘立柱建物跡を復元するまでの作業を「掘立柱建物跡の認定」

と表現する。認定の基準は、柱穴の規模と形態、覆土の特徴、位置関係、溝跡等の軸線との対応関係

による。掘立柱建物跡の認定は、主として発掘調査中に現地にて行われたもの（「現地認定」）と、整

理作業中に図上で行われたもの（「図上認定」）の二種類がある。以下に、その別を明記しながら個々

の遺構について記述する。

ＳＢ２４（第８１図）

ＬＢ４９・５０、ＬＣ４９～５１、ＬＤ４９・５０グリッド第Ⅳ層中で確認された。現地認定。Ｎ－１８°－Ｗ方

向を向く２間×２間のＬ字形であるが、南西隅に本来柱穴があった可能性もある。桁行総間６．１８�、

梁行総間３．６６�である。各柱穴の覆土は地山質の黄褐色土である。北側に向かって下がる傾斜地に立

地しており、Ｐ１とＰ９の比高差は４０㎝ある。遺物は、Ｐ７から土師器片１点が出土した。

ＳＢ４５（第８２図）

ＬＮ４２グリッド第Ⅴ層上面で確認された。現地認定。Ｎ－２０°－Ｅ方向を向く１間×１間で、桁行

総間１．４０�、梁行総間１．１５�である。各柱穴の覆土は黒褐色土である。遺物は出土しなかった。

ＳＢ１２２（第８２図）

ＫＰ５７・５８グリッド第Ⅴ層上面で確認された。現地認定。Ｎ－１５°－Ｗ方向を向く１間×１間で、

桁行総間２．３０�、梁行総間１．４４�である。各柱穴の覆土は、地山質の黄褐色土である。北側には隣接

してＳＤ３が東西に走り、何らかの関係があると推測される。遺物は出土しなかった。

ＳＢ２３２（第８３図）

ＭＣ４７・４８、ＭＤ４７・４８グリッド第Ⅴ層上面で確認された。現地認定。Ｎ－１１°－Ｅ方向を向く２

間×２間で、桁行総間５．０８�、梁行総間４．０６�である。各柱穴の覆土は、地山ブロックを混入する褐

色土である。遺物は出土しなかった。

ＳＢ２３４（第８２図）

ＭＣ５０グリッド第Ⅴ層上面で確認された。現地認定。ＳＤ２３３に切られている。Ｎ－１°－Ｅ方向

を向く１間×１間で、桁行総間２．３３�、梁行総間１．９２�である。各柱穴の覆土は、地山質の黄褐色土

である。遺物は出土しなかった。

ＳＢ２６０（第８３図）

ＭＦ５１・５２、ＭＧ５１・５２グリッド第Ⅴ層上面で確認された。図上認定。Ｎ－１０°－Ｗ方向を向く２

間×２間で、桁行総間４．８３�、梁行総間２．９４�である。各柱穴の覆土は、地山質の黄褐色土である。

遺物は出土しなかった。

ＳＢ３８３（第８４・８５図）

ＬＳ４７・４８、ＬＴ４７・４８グリッド第Ⅴ層上面で確認された。図上認定。Ｎ－４°－Ｅ方向を向く２

第４節 平安時代の調査

―１０１―



間×２間で、桁行総間５．２�、梁行総間４．０�である。各柱穴の覆土は、地山質の黄褐色土である。遺

物は、Ｐ５覆土中にて剥片１点が出土した。

ＳＢ３８５（第８６図）

ＬＭ４８・４９、ＬＮ４７～４９、ＬＯ４７～４９、ＬＰ４８グリッド第Ⅴ層上面で確認された。現地認定。Ｎ－

５６°－Ｅ方向を向く４間×３間で、桁行総間３８．５�、梁行総間３８．０�である。本遺構内の南側にはＳ

Ｎ１８９が検出され、Ｐ１６覆土には焼土の混入が認められた。また、間仕切りや壁溝と考えられる溝跡

が検出された。遺物は、Ｐ１から土師器片７点、剥片１点、Ｐ４から剥片１点、Ｐ１４から剥片１点、

Ｐ１６から二次加工ある剥片１点、Ｐ１７からは土師器片４点が出土した。石器類は付近に分布する縄文

時代の石器集中部からの流れ込みである。

ＳＢ４０１（第８７図）

ＭＪ４６～ＭＭ４７グリッド第Ⅳ層上面で確認された。現地認定。Ｎ－２０°－Ｗ方向を向く４間×３間

で、桁行総間７．８�、梁行総間７．７�である。北側に張り出しが見られる。ＳＤ２６３とした周溝が外側

に巡る。遺物は出土しなかった。

２ 柱穴列

ＳＡ３２０（第８８図）

ＭＪ５０、ＭＨ４９・５０、ＭＩ４９グリッド第Ⅴ層上面で確認された。直径０．１９～０．３２�、確認面からの

深さ０．１４～０．４４�の円形を呈する柱穴５基により構成される。柱間は１．３０～３．０４�である。遺物は出

土しなかった。

３ 溝跡

幅約０．２５�のものから約２�のものまである。幅の広い溝跡の機能は不明であるが、幅約０．２５�の

溝跡の場合、等間隔にピットが穿たれているものや板塀痕、裏込め土が確認される溝跡があり、何ら

かの区画施設と考えられ、こうした溝跡が本遺跡を特徴づけるものとなっている。

ＳＤ３（第８９図）

ＫＮ５８、ＫＯ５８、ＫＰ５８、ＫＱ５８、ＫＲ５７・５８、ＫＳ５６・５７、ＫＴ５０・５１・５５・５６、ＬＡ５１～５５グ

リッド第Ⅳ層上面で確認された。ＳＤ５に切られる。総延長は４９．８�で、幅０．１３～０．３５�、確認面か

らの深さは０．０７～０．３２ｍである。溝底面には１６基のピットが確認された。舌状に北側へ張り出す台地

の突端を囲むように弧状に走る。東側には隣接してＳＢ１２２があり、また、西半分には溝跡に平行し

てやや隅丸方形のピットが８基検出された。中央より西側は途切れる２箇所がある。遺物は、Ｐ１よ

り珪質頁岩の原石が出土した。

ＳＤ５（第９０図）

ＫＳ５２・５３、ＫＴ５０～５３、ＬＡ５０グリッド第Ⅳ層上面で確認された。ＳＤ３に切られる。総延長は

１３．７�で、幅０．３０～０．５２�、確認面からの深さは０．０７～０．１２�である。遺物は、覆土中より剥片１点

が出土した。

ＳＤ１０（第９０図）

ＫＱ５２、ＫＲ５２・５３、ＫＳ５３グリッド第Ⅳ層上面で確認された。総延長は７．４８�で、幅０．４４～０．６０

�、確認面からの深さは０．０８�である。これに直交してＳＤ５があり、覆土の特徴も共通することか

ら、同一の溝跡の可能性がある。遺物は、覆土中より剥片２点が出土した。
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ＳＤ１４（第９１図）

ＫＱ５３、ＫＲ５３グリッド第Ⅴ層上面で確認された。西側は過去における重機等の攪乱により失われ

ている。現存する総延長は６．０�で、幅０．３５～０．５８�、確認面からの深さは０．０９�である。遺物は、

覆土中より剥片３点、砕片１が出土した。

ＳＤ２０（第９１図）

ＫＫ・ＫＱ５５グリッド第Ⅴ層上面で確認された。総延長は２６．６�で、幅０．１４～０．１８�、確認面から

の深さは０．０５�である。遺物は、覆土中より剥片１点が出土した。

ＳＤ３１（第９２図）

ＬＥ４５～ＬＫ４２グリッド第Ⅳ層上面で確認された。ＳＤ３２・３３・４２・４４を切っている。総延長は６９．４

�で、幅０．３３～０．９７�、確認面からの深さは０．０３～０．１８�である。遺物は、覆土中より須恵器片３点、

土師器片４点、彫刻刀形石器１点、剥片１２点、砕片５点、礫片４点が出土した。

ＳＤ３２（第９図）

ＬＬ４１・４２グリッド第Ⅳ層上面で確認された。ＳＤ３１に切られている。総延長は５．３６�で、幅０．２２

～０．４０�、確認面からの深さは０．２０�である。底面には径０．２４×０．４４�、溝跡底面からの深さ０．３４�

のピットが１基検出された。遺物は、覆土中より須恵器片１点、残核１点が出土した。

ＳＤ３３（第９図）

ＬＬ４１・４２、ＬＭ４２グリッド第Ⅳ層上面で確認された。ＳＤ３１に切られている。総延長は６．４０�で、

幅０．１９～０．３９�、確認面からの深さは０．１６�である。遺物は出土しなかった。

ＳＤ３５（第９図）

ＫＫ５６グリッド第Ⅴ層上面で確認された。総延長は１．２４�で、幅０．２６～０．３２�、確認面からの深さ

は０．２０～０．２８�である。遺物は出土しなかった。

ＳＤ３６（第９２図）

ＬＧ４７～ＬＲ５６グリッド第Ⅴ層上面で確認された。ＳＤ８２を切っており、ＳＤ７３に切られている。

総延長は５８．６ｍで、幅０．２０～２．１０�、確認面からの深さは０．６０～０．１１�である。市道田床内２号線に

東接して走っており、形態からも道跡の可能性が考えられるが硬化面は検出されなかった。遺物は、

覆土中より須恵器片１２点、土師器片２点、剥片１５点が出土した。

ＳＤ４１（第９図）

ＬＭ４３グリッド第Ⅳ層上面で確認された。総延長は３．１５�で、幅０．３１～０．６６�、確認面からの深さ

は０．０８�である。遺物は、覆土中より剥片１点が出土した。

ＳＤ４２（第１０２図）

ＬＤ４６～ＬＬ４１グリッド第Ⅱｂ～Ⅴ層で確認された。ＳＤ３１、ＳＷ１９７に切られている。総延長は

５３．２�で、幅０．１２～０．３４�、確認面からの深さは０．１２～０．２０�である。溝底面にはピットが等間隔に

検出された。遺物は、覆土中より土師器片１点、剥片３点、砕片２点が出土した。

ＳＤ４４（第９２図）

ＬＪ４９・５０、ＬＫ４７～４９グリッド第Ⅴ層で確認された。ＳＤ３１に切られており、ＳＤ３６とは確認調

査用トレンチにより一部失われているため、新旧関係は不明。現存する総延長は１５．８�で、幅０．２０～

０．２８�、確認面からの深さは０．０６�である。遺物は、覆土中より須恵器片１点が出土した。

第４節 平安時代の調査

―１０３―



ＳＤ５１（第９図）

ＬＴ５８・５９、ＭＡ５９グリッド第Ⅴ層で確認された。総延長は４．５１�で、幅０．１８～０．３９�、確認面か

らの深さは０．０５�である。遺物は出土しなかった。

ＳＤ７３（第９２図）

ＬＯ５３・５４、ＬＰ５４・５５グリッド第Ⅴ層で確認された。ＳＤ３６を切っている。確認調査用トレンチ

により一部失われる。現存する総延長は１１．５�で、幅０．３５～０．４０�、確認面からの深さは０．０４�であ

る。遺物は出土しなかった。

ＳＤ７６（第９１図）

ＬＣ・ＬＤ４８グリッド第Ⅴ層で確認された。総延長は３．７１�で、幅０．２６～０．３２�、確認面からの深

さは０．０３～０．０５�である。遺物は出土しなかった。

ＳＤ８１（第９２・９８図）

ＬＱ５５～ＭＩ５３グリッド第Ⅴ層で確認された。ＳＤ８２、ＳＤ２１６、ＳＫ３０９に切られている。総延長

は３４．９�で、幅０．２９～０．４３�、確認面からの深さは０．０７～０．１０�である。遺物は、覆土中より礫１点

が出土した。

ＳＤ８２（第９２図）

ＬＱ５６、ＬＲ５５・５６、ＬＳ５５グリッド第Ⅴ層で確認された。ＳＤ８１・ＳＤ２０３を切り、ＳＤ３６に切

られている。総延長は９．７５�で、幅０．２３～０．３５�、確認面からの深さは０．０４～０．０８�である。遺物は、

覆土中より砕片１点が出土した。

ＳＤ１００（第９図）

ＬＰ～ＬＲ５１グリッド第Ⅴ層で確認された。ＳＤ１５２を切っている。総延長は６．７�で、幅０．１６～０．２６

�、確認面からの深さは０．０６～０．１１�である。遺物は出土しなかった。

ＳＤ１０６（第９図）

ＬＯ５１～ＬＳ５０グリッド第Ⅴ層で確認された。ＳＤ１４９・ＳＤ２０２と交差する。総延長は２０．３０�で、

幅０．１８～０．２８�、確認面からの深さは０．０６～０．１５�である。遺物は、覆土中より土師器片７点、剥片

６点、礫片２点が出土した。

ＳＤ１３４（第９６図）

ＬＲ５１～５３、ＬＳ５３～５５グリッド第Ⅴ層で確認された。ＳＤ１３７に切られている。総延長は１７．０５�

で、幅０．１４～０．３０�、確認面からの深さは０．１９～０．２５�である。遺物は、覆土中より砕片１点が出土

した。

ＳＤ１４９（第９図）

ＬＯ５１・５２グリッド第Ⅴ層で確認された。ＳＤ１０６と交差する。総延長は２．５２�で、幅０．１６�、確

認面からの深さは０．１１�である。遺構内にピットが２基検出された。遺物は、覆土中より剥片２点が

出土した。

ＳＤ１５２（第９図）

ＬＰ５１、ＬＱ５１・５２グリッド第Ⅴ層で確認された。ＳＤ１００に切られている。総延長は３．３５�で、

幅０．１３～０．２０�、確認面からの深さは０．１０～０．１３�である。

ＳＤ１７９（第９図）
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ＭＢ４７～ＭＤ４７グリッド第Ⅴ層で確認された。総延長は７．５４�で、幅０．１０～０．４２�、確認面からの

深さは０．０８～０．１０�である。遺物は出土しなかった。

ＳＤ１８０（第８５図）

ＭＡ４７・４８グリッド第Ⅴ層で確認された。総延長は３．８８�で、幅０．３８～０．４４�、確認面からの深さ

は０．５０�である。遺物は出土しなかった。

ＳＤ１８４（第９図）

ＬＳ５５、ＬＴ５５・５６グリッド第Ⅴ層で確認された。総延長は３．７４�で、幅０．１８～０．３２�、確認面か

らの深さは０．０３�である。遺物は、覆土中より剥片１点が出土した。

ＳＤ１９２（第９図）

ＬＬ・ＬＭ４７グリッド第Ⅴ層で確認された。総延長は３．５６�で、幅０．１５～０．１８�、確認面からの深

さは０．０９�である。遺物は出土しなかった。

ＳＤ２０２（第９図）

ＬＯ４４～ＬＲ５０グリッド第Ⅴ層で確認された。ＳＤ２０４を切り、ＳＤ１０６と交差する。総延長は３７．５

�で、幅０．１７～０．３７�、確認面からの深さは０．１９～０．３３�である。遺構内に２８基のピットが等間隔に

確認された。ＳＢ３８３を囲む板塀跡と考えられる。遺物は、覆土中より土師器片２６点、残核１点、剥

片２点、砕片２点、礫片１点が出土した。

ＳＤ２０３（第９図）

ＬＳ５４・５５グリッド第Ⅴ層で確認された。ＳＤ８２に切られている。総延長は３．５５�で、幅０．２１～０．４４

�、確認面からの深さは０．０７�である。遺物は、覆土中より剥片１点、砕片２点が出土した。

ＳＤ２０４（第９図）

ＬＱ・ＬＲ４７グリッド第Ⅴ層で確認された。ＳＤ２０２に切られている。総延長は１．４０�で、幅０．１２

～０．１６�、確認面からの深さは０．１０�である。遺物は、覆土中より剥片１点が出土した。

ＳＤ２１４（第９図）

ＬＴ５３、ＭＡ５２・５３、ＭＢ５１・５２グリッド第Ⅴ層で確認された。ＳＤ２１６に切られている。総延長

は８．２４�で、幅０．２０～０．３０�、確認面からの深さは０．１２～０．２０�である。遺構内に５基のピットが等

間隔に確認された。ＳＢ３８３を囲む板塀跡と考えられる。遺物は、覆土中より土師器片１点、剥片２

点が出土した。

ＳＤ２１５（第９図）

ＬＴ５２、ＭＡ５１・５２、ＭＢ５１。ＭＣ５０グリッド第Ⅴ層で確認された。ＳＤ２１６に切られている。総

延長は１３．２８�で、幅０．２２～０．３１�、確認面からの深さは０．１７～０．３３�である。遺物は、覆土中より

剥片２点が出土した。

ＳＤ２１６（第９図）

ＬＴ５１～５４、ＭＡ５４～５７、ＭＢ・ＭＣ５７グリッド第Ⅴ層で確認された。ＳＤ８１・２１４・２１５を切って

いる。総延長は３３．１�で、幅０．１８～０．３５�、確認面からの深さは０．１３～０．３８�である。遺構内に３９基

のピットが等間隔に確認された。遺物は、覆土中より剥片１点、砕片１点が出土した。

ＳＤ２１８（第９図）

ＭＥ４７～ＭＭ５３グリッド第Ⅴ層で確認された。ＳＤ２１９・ＳＤ２２０・ＳＫＰ３５７を切り、ＳＤ２６３を切
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られている。総延長は４９．６２�で、幅０．１９～０．４２�、確認面からの深さは０．２２～０．５６�である。遺構

内に２基のピットが確認された。遺物は、覆土より須恵器２点、剥片２点が出土した。

ＳＤ２１９（第９図）

ＭＤ～ＭＩ４７グリッド第Ⅴ層で確認された。ＳＤ２１８・ＳＤ２２０・ＳＫＰ３５７に切られている。総延

長は１６．７３�で、幅０．２２～０．４２�、確認面からの深さは０．０６～０．１２�である。遺物は出土しなかった。

ＳＤ２２０（第８７図）

ＭＥ４８～ＭＩ４７グリッド第Ⅴ層で確認された。ＳＤ２１８・ＳＤ２１９を切っている。総延長は２１．０８�

で、幅０．２１～０．３６�、確認面からの深さは０．１１～０．２１�である。遺構内に１８基のピットが等間隔に確

認された。遺物は、覆土中より須恵器片２点、剥片１点が出土した。

ＳＤ２３３（第８２図）

ＭＣ５０グリッド第Ⅴ層上面で確認された。ＳＢ２３４を切っている。総延長は４．０�で、幅０．２１～０．１４

�、確認面からの深さは０．０４～０．０８�である。東端には、直径０．２２�、溝底面からの深さ０．２６�の柱

穴様ピットが１基穿たれている。遺物は、柱穴様ピットの付近で土師器片が１点出土した。

ＳＤ２６３（第８７図）

ＭＪ４６～ＭＭ４８グリッド第Ⅳ層上面で確認された。ＳＢ２１８を切っている。総延長は３５．８�で、幅

０．１２～０．２４�、確認面からの深さは０．０５～０．１８�である。遺構内に５基のピットが確認された。ＳＢ

４０１の周溝と考えられる。遺物は、覆土中より剥片が１点出土した。

ＳＤ２６５（第９図）

ＭＪ４９・５１グリッド第Ⅳ層上面で確認された。総延長は２３．１�で、幅０．２８～０．３８�、確認面からの

深さは０．１８～０．２４�である。遺物は出土しなかった。

ＳＤ２８１（第９図）

ＭＥ４８・４９、ＭＤ４９グリッド第Ⅴ層で確認された。総延長は２．０８�で、幅０．２８�、確認面からの深

さは０．０８�である。遺構内に３基のピットが等間隔に確認された。遺物は出土しなかった。

ＳＤ２９６（第９図）

ＬＯ・ＬＰ４９グリッド第Ⅴ層で確認された。総延長は１．２２�で、幅０．１９～０．２７�、確認面からの深

さは０．０６�である。遺物は出土しなかった。

ＳＤ３１６（第９図）

ＭＩ５２・５３、ＭＪ５２グリッド第Ⅳ層で確認された。総延長は４．４１�で、幅０．３４～０．４０�、確認面か

らの深さは０．０４～０．０８�である。遺物は出土しなかった。

ＳＤ３２３（第８５図）

ＬＴ４８、ＭＡ４７・４８グリッド第Ⅴ層で確認された。総延長は４．８０�で、幅０．２７～０．４２�、確認面か

らの深さは０．３１�である。遺物は出土しなかった。

ＳＤ３７７（第９図）

ＭＧ４９・５０グリッド第Ⅴ層で確認された。総延長は４．２４�で、幅０．１８�、確認面からの深さは０．０５

�である。遺物は出土しなかった。

ＳＤ３７８（第９図）

ＭＧ４９グリッド第Ⅴ層で確認された。総延長は３．４２�で、幅０．１８�、確認面からの深さは０．０４�で
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ある。遺物は出土しなかった。

４ 土坑

ＳＫ１２（第９３図）

ＬＢ５３グリッド第Ⅴ層上面で確認された。平面形は、直径０．７４～０．８０�の円形を呈する。確認面か

らの深さは０．１０�である。底面は平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。覆土は２層に分けられる。遺物

は出土しなかった。

ＳＫ１３（第９３図）

ＬＴ５１グリッド第Ⅴ層上面で確認された。平面形は、幅が０．１５�の溝状を呈し、両端はＳＫＰ７、

ＳＫＰ８に切られている。確認面からの深さは０．０７�である。底面はやや丸味をおび、壁はほぼ垂直

に立ち上がる。覆土は１層である。遺物は出土しなかった。

ＳＫ２７（第９３図）

ＬＭ４２グリッド第Ⅳ層上面で確認された。平面形は、長軸（ＮＥ－ＳＷ）０．７０�×短軸（ＮＷ－Ｓ

Ｅ）０．４５�の楕円形を呈する。確認面からの深さは０．０４�である。底面は平坦で、壁は緩やかに立ち

上がる。覆土は１層である。遺物は出土しなかった。

ＳＫ３０（第９３図）

ＬＫ４３グリッド第Ⅳ層上面で確認された。平面形は、長軸（ＮＥ－ＳＷ）１．２５�×短軸（ＮＷ－Ｓ

Ｅ）１．４０�の楕円形を呈する。確認面からの深さは０．３６�である。底面は丸みを帯びながら、壁は緩

やかに立ち上がる。覆土は５層に分けられる。遺物は、１層中から土師器片１０点、剥片２点が出土し

た。

ＳＫ８７（第９３図）

ＬＧ４３グリッド第Ⅳ層上面で確認された。平面形は、長軸（ＮＥ－ＳＷ）０．４１�×短軸（ＮＷ－Ｓ

Ｅ）０．２１�の楕円形を呈する。確認面からの深さは０．０６�である。底面はやや丸みを帯び、壁は緩や

かに立ち上がる。覆土は１層である。遺物は出土しなかった。

ＳＫ９３（第９３図）

ＬＰ５３グリッド第Ⅴ層上面で確認された。平面形は、長軸（ＮＥ－ＳＷ）０．６４�×短軸（ＮＷ－Ｓ

Ｅ）０．５８�の円形を呈する。確認面からの深さは０．５７�である。底面は平坦で、壁はテラス状の段を

もちながら急に立ち上がる。覆土は６層に分けられる。遺物は、４層中から棒状の鉄製品が１点出土

した。

ＳＫ９４（第９３図）

ＬＰ５２グリッド第Ⅴ層上面で確認された。平面形は、長軸（ＮＥ－ＳＷ）１．０２�×短軸（ＮＷ－Ｓ

Ｅ）０．９２�の円形を呈する。確認面からの深さは０．０６�である。底面はほぼ平坦で、壁は緩やかに立

ち上がる。覆土は１層である。遺物は、覆土中から剥片１点が出土した。

ＳＫ９６（第９３図）

ＬＯ・ＬＰ５１グリッド第Ⅴ層上面で確認された。平面形は、長軸（ＮＥ－ＳＷ）０．７２�×短軸（Ｎ

Ｗ－ＳＥ）０．６２�の円形を呈する。確認面からの深さは０．０４�である。底面は平坦で、壁は緩やかに

立ち上がる。覆土は１層である。遺物は出土しなかった。

ＳＫ９８（第９４図）
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ＬＰ５０・５１グリッド第Ⅴ層上面で確認された。平面形は、直径１．３４�の円形を呈する。確認面から

の深さは０．０４�である。底面はほぼ平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。覆土は１層である。遺物は、

覆土中から剥片１点が出土した。

ＳＫ９９（第９４図）

ＬＰ５０グリッド第Ⅴ層上面で確認された。平面形は、直径０．７４�の円形を呈する。確認面からの深

さは０．１１�である。底面はほぼ平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。覆土は１層である。遺物は、覆土

中から土師器片２点、剥片１点が出土した。

ＳＫ１０１（第９４図）

ＬＰ５０グリッド第Ⅴ層上面で確認された。平面形は、長軸（Ｅ－Ｗ）１．０２�×短軸（Ｅ－Ｗ）０．９１

�の円形を呈する。確認面からの深さは０．１２ｍである。底面は平坦で、壁はやや急に立ち上がる。覆

土は１層である。遺物は、覆土中から土師器片１点、剥片１点が出土した。

ＳＫ１０７（第９４図）

ＬＯ５１グリッド第Ⅴ層上面で確認された。ＳＫ１３３を切っている。平面形は、直径０．６６�の円形を

呈する。確認面からの深さは０．０４�である。底面は平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。覆土は１層で

ある。遺物は出土しなかった。

ＳＫ１０９（第９４図）

ＬＤ４４グリッド第Ⅴ層上面で確認された。平面形は、長軸（Ｎ－Ｓ）０．９２�×短軸（Ｅ－Ｗ）０．８８

�の略円形を呈する。確認面からの深さは０．０８�である。底面は平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。

覆土は１層である。遺物は出土しなかった。

ＳＫ１１０（第９４図）

ＬＥ４４グリッド第Ⅴ層上面で確認された。平面形は、長軸（Ｅ－Ｗ）１．０４�×短軸（Ｎ－Ｓ）０．９４

�の楕円形を呈する。確認面からの深さは０．１４�である。底面は平坦で、壁は北側で急に、南西側で

緩やかに立ち上がる。覆土は１層である。遺物は出土しなかった。

ＳＫ１１１（第９４図）

ＬＥ４４グリッド第Ⅴ層上面で確認された。平面形は、長軸（ＮＷ－ＳＥ）１．０６�×短軸（ＮＥ－Ｓ

Ｗ）０．９２�の円形を呈する。確認面からの深さは０．１２�である。底面は平坦で、壁は緩やかに立ち上

がる。覆土は１層である。遺物は出土しなかった。

ＳＫ１１３（第９４図）

ＬＦ４４グリッド第Ⅴ層上面で確認された。平面形は、長軸（Ｎ－Ｓ）１．０�×短軸（Ｅ－Ｗ）０．９２

�の略円形を呈する。確認面からの深さは０．１�である。底面は平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。

覆土は１層である。遺物は出土しなかった。

ＳＫ１１４（第９５図）

ＬＤ４４・４５グリッド第Ⅴ層上面で確認された。平面形は、長軸（Ｎ－Ｓ）０．９８�×短軸（Ｅ－Ｗ）

０．８４�の楕円形を呈する。確認面からの深さは０．０８�である。底面は平坦で、壁はやや急に立ち上が

る。覆土は１層である。遺物は出土しなかった。

ＳＫ１１５（第９５図）

ＬＦ・ＬＧ４４グリッド第Ⅳ層上面で確認された。平面形は、長軸（Ｅ－Ｗ）０．６２�×短軸（Ｎ－Ｓ）
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０．６０�の円形を呈する。確認面からの深さは０．０５�である。底面は平坦で、壁はほぼ垂直に立ち上が

る。覆土は１層である。遺物は出土しなかった。

ＳＫ１１６（第９５図）

ＬＧ４４グリッド第Ⅳ層上面で確認された。平面形は、長軸（Ｅ－Ｗ）０．９２�×短軸（Ｎ－Ｓ）０．７２

�の楕円形を呈する。確認面からの深さは０．０８�である。底面は平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。

覆土は１層である。遺物は出土しなかった。

ＳＫ１１７（第９５図）

ＬＧ４４グリッド第Ⅳ層上面で確認された。平面形は、長軸（Ｅ－Ｗ）０．６４�×短軸（Ｎ－Ｓ）０．５８

�の略円形を呈する。確認面からの深さは０．０８�である。底面は平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。

覆土は１層である。遺物は出土しなかった。

ＳＫ１１８（第９５図）

ＬＧ４４グリッド第Ⅴ層上面で確認された。平面形は、直径０．８２�の略円形を呈する。確認面からの

深さは０．１０�である。底面は平坦で、壁は北側がほぼ垂直に、南側が緩やかに立ち上がる。覆土は１

層である。遺物は出土しなかった。

ＳＫ１１９（第９５図）

ＬＧ４４グリッド第Ⅴ層上面で確認された。平面形は、長軸（Ｎ－Ｓ）０．９５�×短軸（Ｅ－Ｗ）０．８４

�の略円形を呈する。確認面からの深さは０．１２�である。底面は平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。

覆土は１層である。遺物は出土しなかった。

ＳＫ１２１（第９５図）

ＬＥ４５グリッド第Ⅴ層上面で確認された。平面形は、長軸（Ｅ－Ｗ）０．４８�×短軸（Ｎ－Ｓ）０．４３

�の隅丸方形を呈する。確認面からの深さは０．０８�である。底面は平坦で、壁はやや急に立ち上がる。

覆土は１層である。遺物は出土しなかった。

ＳＫ１２７（第９５図）

ＬＦ４５グリッド第Ⅴ層上面で確認された。平面形は、長軸（Ｅ－Ｗ）０．９５�×短軸（Ｎ－Ｓ）０．９０

�の円形を呈する。確認面からの深さは０．１０�である。底面は丸みを帯び、壁は緩やかに立ち上がる。

覆土は１層である。遺物は出土しなかった。

ＳＫ１３０（第９６図）

ＬＯ５０グリッド第Ⅴ層上面で確認された。平面形は、長軸（ＮＷ－ＳＥ）１．１８�×短軸（ＮＥ－Ｓ

Ｗ）１．０２�の円形を呈する。確認面からの深さは０．０６�である。底面は平坦で、壁は緩やかに立ち上

がる。覆土は１層である。遺物は、覆土中から剥片２点、砕片２点が出土した。

ＳＫ１３１（第９６図）

ＬＲ５４グリッド第Ⅴ層上面で確認された。平面形は、長軸（ＮＥ－ＳＷ）０．５９�×短軸（Ｅ－Ｗ）

０．４０�の楕円形を呈する。確認面からの深さは０．１０�である。底面は平坦で、壁はほぼ垂直に立ち上

がる。覆土は２層である。遺物は出土しなかった。

ＳＫ１３３（第９６図）

ＬＯ５１グリッド第Ⅴ層上面で確認された。ＳＫ１０７に切られている。平面形は、長軸（ＮＥ－ＳＷ）

０．６２�×短軸（ＮＷ－ＳＥ）０．４２�の隅丸方形を呈する。確認面からの深さは０．０８�である。底面は
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やや起伏があり、壁は急に立ち上がる。覆土は１層である。遺物は出土しなかった。

ＳＫ１３７（第９６図）

ＬＲ５２グリッド第Ⅴ層上面で確認された。ＳＤ１３４を切っている。平面形は、長軸（Ｅ－Ｗ）０．４０

�×短軸（Ｎ－Ｓ）０．２１�の楕円形を呈する。確認面からの深さは０．１２�である。底面は平坦で、壁

は緩やかに立ち上がる。覆土は２層に分けられる。遺物は出土しなかった。

ＳＫ１５０（第９６図）

ＬＧ４３グリッド第Ⅳ層上面で確認された。平面形は、長軸（Ｎ－Ｓ）０．９２�×短軸（Ｅ－Ｗ）０．６０

�略円形を呈する。確認面からの深さは０．３５�である。底面は平坦で、壁は垂直に立ち上がる。覆土

は１層である。遺物は出土しなかった。

ＳＫ１５７（第９６図）

ＬＨ４６グリッド第Ⅴ層上面で確認された。平面形は、長軸（Ｎ－Ｓ）１．０２�×短軸（Ｅ－Ｗ）０．６２

�の楕円形を呈する。確認面からの深さは０．１２�である。底面はほぼ平坦で、壁は垂直に立ち上がる。

覆土は１層である。遺物は出土しなかった。

ＳＫ１５８（第９６図）

ＬＨ４６グリッド第Ⅴ層上面で確認された。ＳＫＰ１５９を切っている。平面形は、長軸（Ｅ－Ｗ）０．７１

�×短軸（Ｎ－Ｓ）０．６４�の略円形を呈する。確認面からの深さは０．１８�である。底面は平坦で、壁

は北側でやや緩やかに、南側で垂直に立ち上がる。覆土は２層に分けられる。遺物は出土しなかった。

ＳＫ１６０（第９６図）

ＬＬ・ＬＭ４７グリッド第Ⅳ層上面で確認された。平面形は、長軸（ＮＷ－ＳＥ）１．１８�×短軸（Ｎ

Ｅ－ＳＷ）１．０８�の楕円形を呈する。確認面からの深さは０．３６�である。底面は平坦で、壁はほぼ垂

直に立ち上がる。覆土は５層に分けられる。遺物は、覆土中から剥片３点、砕片３点が出土した。

ＳＫ１６７（第９７図）

ＬＰ４７グリッド第Ⅳ層上面で確認された。平面形は、長軸（Ｎ－Ｓ）０．８５�×短軸（Ｅ－Ｗ）０．６５

�の略円形を呈する。確認面からの深さは０．０４�である。底面はほぼ平坦で、壁は緩やかに立ち上が

る。覆土は１層である。遺物は出土しなかった。

ＳＫ１７０（第９７図）

ＭＢ４９グリッド第Ⅴ層上面で確認された。平面形は、長軸（ＮＥ－ＳＷ）０．５４�×短軸（ＮＷ－Ｓ

Ｅ）０．３２�の楕円形を呈する。確認面からの深さは０．１８�である。底面は平坦で、壁は垂直に立ち上

がる。覆土は２層に分けられる。遺物は、１層中から彫刻刀形石器１点、剥片１点が出土した。

ＳＫ１７１（第９７図）

ＭＣ・ＭＤ４８・４９グリッド第Ⅴ層上面で確認された。平面形は、長軸（Ｅ－Ｗ）０．２４�×短軸（Ｎ

－Ｓ）０．２１�の円形を呈する。確認面からの深さは０．０８�である。底面はやや丸みを帯び、壁は緩や

かに立ち上がる。覆土は２層に分けられる。遺物は出土しなかった。

ＳＫ１７７（第９７図）

ＭＢ４９グリッド第Ⅴ層上面で確認された。平面形は、長軸（ＮＥ－ＳＷ）０．９６�×短軸（ＮＷ－Ｓ

Ｅ）０．５１�の楕円形を呈する。確認面からの深さは０．２４�である。底面は平坦で、壁はほぼ垂直に立

ち上がる。覆土は２層に分けられる。遺物は、覆土中から砕片３点が出土した。
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ＳＫ１８６（第９７図）

ＭＢ４６グリッド第Ⅴ層上面で確認された。平面形は、長軸（Ｅ－Ｗ）０．８５�×短軸（Ｎ－Ｓ）０．３４

�の、テラス状の段を持った楕円形を呈する。確認面からの深さは０．１７�である。底面は起伏があり、

壁は垂直に立ち上がる。覆土は１層である。遺物は出土しなかった。

ＳＫ１９４（第９７図）

ＬＨ４５・４６グリッド第Ⅴ層上面で確認された。根の攪乱により東西壁面が失われている。平面形は、

長軸（ＮＷ－ＳＥ）０．６４�×短軸（ＮＥ－ＳＷ）０．５９�の略円形を呈する。確認面からの深さは０．１４

�である。底面は丸みを帯び、壁は緩やかに立ち上がる。覆土は１層である。遺物は出土しなかった。

ＳＫ１９５（第９７図）

ＬＰ５１グリッド第Ⅴ層上面で確認された。平面形は、長軸（ＮＥ－ＳＷ）０．５３�×短軸（ＮＷ－Ｓ

Ｅ）０．４４�の略円形を呈する。確認面からの深さは０．０９�である。底面は平坦で、壁はほぼ垂直に立

ち上がる。覆土は３層に分けられる。遺物は出土しなかった。

ＳＫ２１１（第９７図）

ＭＣ・ＭＤ５３グリッド第Ⅴ層上面で確認された。平面形は、長軸（Ｅ－Ｗ）０．９４�×短軸（ＮＷ－

ＳＥ）０．５６�の楕円形を呈する。確認面からの深さは０．０６�である。底面は平坦で、壁はほぼ垂直に

立ち上がる。覆土は１層である。遺物は出土しなかった。

ＳＫ２１７（第９７図）

ＭＢ５２・５３、ＭＣ５２・５３グリッド第Ⅴ層上面で確認された。平面形は、長軸（Ｅ－Ｗ）１．４２�×短

軸（Ｎ－Ｓ）１．２４�の楕円形を呈する。確認面からの深さは０．１２�である。底面は平坦で、壁は緩や

かに立ち上がる。覆土は４層に分けられる。遺物は、２層中から土師器片２点、砕片２点、３層中か

ら土師器片３点が出土した。

ＳＫ２３０（第９８図）

ＬＰ５０グリッド第Ⅴ層上面で確認された。平面形は、長軸（Ｅ－Ｗ）１．０２�×短軸（Ｎ－Ｓ）０．９６

�の円形を呈する。確認面からの深さは０．１７�である。底面は平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。覆

土は２層に分けられる。遺物は、覆土中から剥片４点が出土した。

ＳＫ２８３（第９８図）

ＬＳ４９グリッド第Ⅴ層上面で確認された。平面形は、長軸（ＮＥ－ＳＷ）１．３３�×短軸（ＮＷ－Ｓ

Ｅ）１．１５�の略円形を呈する。確認面からの深さは０．０９�である。底面は平坦で、壁は緩やかに立ち

上がる。覆土は４層に分けられる。遺物は、覆土中から土師器片１点が出土した。

ＳＫ２９７（第９８図）

ＭＧ４８グリッド第Ⅴ層上面で確認された。平面形は、長軸（Ｎ－Ｓ）１．５２�×短軸（Ｅ－Ｗ）０．５６

�の楕円形を呈する。確認面からの深さは０．２４�である。底面は平坦で、壁はほぼ垂直に立ち上がる。

覆土は２層に分けられる。遺物は出土しなかった。

ＳＫ２９８（第９８図）

ＭＨ４８グリッド第Ⅴ層上面で確認された。平面形は、直径１．５４�の略円形を呈する。確認面からの

深さは０．３１�である。底面は丸みを帯び、壁は緩やかに立ち上がる。覆土は６層に分けられる。遺物

は出土しなかった。
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ＳＫ３０９（第９８図）

ＭＦ５４・５５、ＭＧ５４・５５グリッド第Ⅴ層上面で確認された。平面形は、長軸（Ｅ－Ｗ）１．７４�×短

軸（Ｎ－Ｓ）１．２１�の略円形を呈する。確認面からの深さは０．５７�である。底面は平坦で、壁はほぼ

垂直に立ち上がる。底面にピットが１基検出された。覆土は３層に分けられる。遺物は出土しなかっ

た。

ＳＫ３５２（第９９図）

ＭＥ４７グリッド第Ⅴ層上面で確認された。平面形は、長軸（Ｅ－Ｗ）０．６９�×短軸（Ｎ－Ｓ）０．２４

�の楕円形を呈する。確認面からの深さは０．５２�である。底面は平坦で、壁はテラス状の段を持ち、

ほぼ垂直に立ち上がる。覆土は３層に分けられる。遺物は出土しなかった。

ＳＫ４２７（第９９図）

ＭＤ５３グリッド第Ⅴ層上面で確認された。平面形は、長軸（ＮＷ－ＳＥ）０．６６�×短軸（ＮＥ－Ｓ

Ｗ）０．３８�の楕円形を呈する。確認面からの深さは０．１１�である。底面は平坦で、壁はほぼ垂直に立

ち上がる。覆土は１層である。遺物は出土しなかった。

ＳＫ４３２（第９９図）

ＭＤ４９グリッド第Ⅴ層上面で確認された。平面形は、直径０．５４�の隅丸方形を呈する。確認面から

の深さは０．１３�である。底面は丸みを帯び、壁は緩やかに立ち上がる。覆土は１層である。遺物は、

覆土中から土師器片３点、台形石器１点が出土した。

ＳＫ４３５（第９９図）

ＭＣ５３グリッド第Ⅴ層上面で確認された。平面形は、長軸（Ｎ－Ｓ）０．７１�×短軸（Ｅ－Ｗ）０．５０

�の略楕円形を呈する。確認面からの深さは０．０５�である。底面は丸みを帯び、壁は緩やかに立ち上

がる。覆土は１層である。遺物は、覆土中から土師器片５点、剥片１が出土した。

ＳＫ４３９（第９９図）

ＭＣ５３グリッド第Ⅴ層上面で確認された。平面形は、長軸（Ｎ－Ｓ）０．６８�×短軸（Ｅ－Ｗ）０．４２

�の略楕円形を呈する。確認面からの深さは０．１２�である。底面は丸みを帯び、壁は緩やかに立ち上

がる。覆土は１層である。遺物は、覆土中から剥片１点が出土した。

ＳＫ４４９（第９９図）

ＭＣ５３グリッド第Ⅴ層上面で確認された。平面形は、長軸（ＮＥ－ＳＷ）０．７３�×短軸（ＮＷ－Ｓ

Ｅ）０．３１�の略円形を呈する。確認面からの深さは０．１６�である。底面は平坦で、壁はほぼ垂直に立

ち上がる。覆土は１層である。遺物は出土しなかった。

５ 柱穴様ピット

掘立柱建物跡や柱穴列等、その他のピットと有機的な関係を持って何らかの遺構を構成するものと

ならない単独のもののうち、長径５０㎝未満のものを柱穴様ピットとした（第７～１０表）。このうち、

ＳＫＰ３４２からは内外面を黒色処理した土師器坏が出土した（第９９・１０４図）。ちょうど半分に割られ

て、正位に重ねられた状態で検出された。

６ 道路状遺構

ＳＭ２２１（第１００図）

ＬＮ５９～ＬＲ６１グリッド第Ⅴ層上面で確認された。総延長は１４．１５�で、幅は２．３８～５．２９�で、確
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認面からの深さは０．２１～０．５５�である。底面は平坦で、壁は緩やかに立ち上がる。本遺構は、ＳＷ１９

につながるように配置しており、一連のものとして捉えられる。遺物は出土しなかった。

７ 炭窯跡

地下式炭窯跡１基のほかは、全て伏せ焼きと考えられる炭窯跡である。周囲にピットを伴うものは

見られなかった。

ＳＷ１９（第１０１図）

ＬＭ５９～ＬＯ５９グリッド第Ⅴ層上面で確認された。前庭部～焚口部～焼成部で構成された地下式炭

窯跡である。等高線に直交して築かれており、平面形は、長軸（ＮＥ－ＳＷ）６．０９�×短軸（ＮＷ－

ＳＥ）１．３２�を測る。奥壁の確認面からの深さは０．５２�、前庭部の確認面からの深さは０．０８�である。

確認面標高は、奥壁４２．６０�、前庭部４１．６９�で、比高差は０．９１�である。焚口部は土坑状に掘り込ま

れ、焼成部底面からの深さは０．１２�である。焼成部の底面は平坦で、奥壁に向かって緩やかに上り、

壁は垂直に立ち上がる。焼成部底面の傾斜角は１２度である。焼成部壁面下半部及び焚口部、前庭部の

焚口側が赤変しており、強い被熱がみられる。焼成部壁面上半部に被熱がみられないのは、壁面の崩

落によるものである。

覆土は、ＡＢセクションで１２層、ＣＤセクションで１１層、ＥＦセクションで７層、ＧＨセクション

で５層に分けられる。煙道を検出することはできなかったが、崩落してしまった天井部に設けられて

いたものと推測される。覆土の観察から、本遺構は最低２回の操業がなされたものと判断される。

遺物は、１層中から土師器片６点が出土した。

なお、遺構内から採取した炭化材による放射性炭素年代測定の結果と同一試料の樹種同定の結果は

第５章に記載してある。

ＳＷ３９（第１０２図）

ＬＤ５２・５３グリッド第Ⅴ層上面で確認された。平面形は、一辺０．８６�の隅丸方形を呈する。確認面

からの深さは０．２１�である。底面は平坦で、壁は垂直に立ち上がる。底面は１／２以上が被熱により

赤変・硬化している。覆土は５層に分けられる。遺物は、覆土中から土師器片３点が出土した。

ＳＷ７１（第１０２図）

ＬＯ５５グリッド第Ⅴ層上面で確認された。平面形は、長軸（ＮＥ－ＳＷ）１．１０�×短軸（ＮＷ－Ｓ

Ｅ）０．６２�の隅丸方形を呈する。確認面からの深さは０．２７�である。底面は平坦で、壁は垂直に立ち

上がる。底面と壁面に斑状の被熱箇所が見られる。覆土は６層に分けられる。遺物は、覆土中から残

核１点が出土した。

ＳＷ１０５（第１０２図）

ＬＲ５２グリッド第Ⅴ層上面で確認された。平面形は、長軸（ＮＥ－ＳＷ）１．１５ｍ×短軸（ＮＷ－Ｓ

Ｅ）１．１４�の略円形を呈する。確認面からの深さは０．２８�である。底面は丸みを帯び、壁は東側で垂

直に、西側で緩やかに立ち上がる。壁面にわずかに被熱箇所が見られる。覆土は９層に分けられる。

遺物は、覆土中から土師器片１点、被熱礫１点が出土した。

ＳＷ１９７（第１０２図）

ＬＬ４４・４５グリッド第Ⅳ層中で確認された。ＳＤ４２を切っている。平面形は、長軸（Ｎ－Ｓ）１．１０

�×短軸（Ｅ－Ｗ）０．７９�の隅丸方形を呈する。確認面からの深さは０．２６�である。底面は丸みを帯
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び、壁は垂直に立ち上がる。底面と壁面に斑状の被熱箇所が見られる。覆土は８層に分けられる。遺

物は、覆土中から須恵器片１点、土製品３点、剥片３点、砕片２点が出土した。

ＳＷ２０９（第１０３図）

ＭＦ４９・５０グリッド第Ⅴ層上面で確認された。平面形は、長軸（ＮＥ－ＳＷ）１．９７�×短軸（ＮＷ

－ＳＥ）１．７０�の円形を呈する。確認面からの深さは０．２９�である。底面は平坦で、壁はテラス状の

段を持ちながらやや緩やかに立ち上がる。底面や壁面の被熱は弱い。覆土は５層に分けられる。遺物

は、覆土中から土師器片１点が出土した。

ＳＷ２１０（第１０３図）

ＭＧ・ＭＨ５０・５１グリッド第Ⅴ層上面で確認された。平面形は、長軸（ＮＷ－ＳＥ）１．４８�×短軸

（ＮＥ－ＳＷ）１．０４�の楕円形を呈する。確認面からの深さは０．２８�である。底面は平坦で、壁は垂

直に立ち上がる。底壁面が若干被熱する。覆土は５層に分けられる。遺物は、覆土中から土師器片１

点、粘土塊１点、二次加工ある剥片１点、剥片１点が出土した。

ＳＷ２２２（第１０３図）

ＬＪ４９グリッド第Ⅴ層上面で確認された。平面形は、長軸（ＮＷ－ＳＥ）１．６３�×短軸（ＮＥ－Ｓ

Ｗ）１．３３�の略円形を呈する。確認面からの深さは０．２３�である。底面は起伏があり、壁はやや緩や

かに立ち上がる。底面と壁面とも被熱により著しく赤変・硬化している。覆土は３層に分けられる。

遺物は出土しなかった。

第２項 出土遺物

今回の調査で出土した古代に帰属する遺物は非常に少ない。このことは本遺跡の性格を考える上で

重要であり、第６章で検討することとする。

１ 土師器（第１０４図１～３・５・６）

坏はほとんどが小破片で、図化にたえるものはわずかであった。１はＳＫＰ３４２から出土した坏で

ある。底面は回転糸切りで切り離された後、高台状にわずかにつまみ出している。内外面に丁寧なミ

ガキが施された後、内外面が黒色処理されている。１０世紀初頭に帰属するものと考えられる。前項で

も触れたが、半分に割れた状態で出土した。割れ面が左右対照であり、割れ口を詳細にみると、割る

前のリードの役割りを果たしたと見られる微細剥離痕が割れ面に沿って観察された。このことによ

り、意図的に割られたものと考えられる。３は、高台部のみであるが鉢の可能性がある。その他の坏

は高台付のものはなく、底部無調整で回転糸切り技法による底部切り離しのもので占められる。

他に、ロクロ整形による甕の破片がわずかながら出土しており、１０世紀前半に帰属するものと推測

される。

２ 須恵器（第１０４図４・７、第１０５図８－１１、第１０６図１２・１３）

本遺跡の土器は大半が土師器であり、須恵器は全体の数％にすぎない。坏は口縁部破片が２点出土

した。４は口縁部に墨が付着しており、転用硯の可能性も考えられる。

甕は、ＬＫ４５グリッド周辺Ⅱｂ層上面からまとまって出土した。内外面にタタキ目がみられるもの

で、頸部から口縁部にかけて大きく外反し、口唇部には３条の沈線が施されており、下方につまみ出

されている。９世紀後半～末に帰属すると考えられる。

須恵器の窯跡については、縄手下遺跡より南西方向に直線距離にして約６㎞の地点に能代市十二林
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遺跡
（註１）

があるが、本遺跡で出土した須恵器の産地とは異なるとみられ、また、五所川原産のものとも様

相を異にすると考えられる。

３ 砥石（第１０６図１６）

凝灰質シルト岩を素材とする。平面形態が撥形を呈し、表裏２面を砥面としている。鉄製品に関わ

るものと考えられ、石材の粒子は細かく、仕上げ砥とみられる。

４ 軽石製品（第１０６図１５）

コルク状に面取り整形された軽石製品である。ＳＫＰ２９５からの出土である。出土状況は径の小さ

い面を下にして、人為的な埋め戻しによる覆土の最上面に差し込まれるようにして出土した。被熱の

痕跡はなく、用途は不明であるが、出土状況からは実用品と言うよりは、ピット廃絶に伴う何らかの

儀礼的行為と推測される。本形態の軽石製品は、大館跡
（註２）

、金山館跡、ムサ岱遺跡
（註３）

など、能代市域の古

代集落跡に多く出土例が見られ、今後、注意される。

註１ 秋田県教育委員会 『一般国道７号八竜能代道路建設事業に係る埋蔵文化財発掘調査報告書Ⅱ―福田遺跡・石丁遺跡・

蟹子沢遺跡・十二林遺跡―』 秋田県文化財調査報告書第１７８集 １９８９（昭和６４）年

註２ 能代市教育委員会 『大館遺跡発掘調査報告書』 １９７８（昭和５３）年

註３ 秋田県教育委員会 『ムサ岱遺跡―一般国道７号琴丘能代道路建設事業に係る埋蔵文化財発掘調査報告書ⅩⅡ―』 秋

田県文化財調査報告書第３９６集 ２００５（平成１７）年

第５節 その他の出土遺物

旧石器時代、縄文時代、平安時代以外の遺物としては、硯が出土したに過ぎない。隣接する大館跡

が古代から中世にかけての遺跡だとすると、本遺跡で中世の遺物・遺構が皆無に等しいことは何を意

味するのだろうか。大館跡の時代幅も含めて再考を要する。

１ 硯（第１０６図１７）

ＬＮ４７グリッドⅡ層中から出土。中世以降のものと思われる。陸の部分の欠損品であり、墨が付着

している。
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ＳＢ２４ ＤＡ

Ｅ
Ｆ

Ｐ３Ｐ２Ｐ１

Ｐ６ Ｐ７Ｐ５
Ｐ４

Ｂ

Ｇ
ＨＰ７

Ｐ８ Ｐ９

Ｃ
４３．８０� ＦＥ

４３．８０� ＤＣ

Ｂ４３．８０�Ａ

４３．８０� ＨＧ

Ｐ４
にぶい黄褐色（１０ＹＲ５/４）
粘性 弱 しまり 中
地山ブロック（１０ＹＲ７/６）（径１０㎜）１％未
満
炭化物（径１㎜）１％未満
Ｐ５
にぶい黄褐色（１０ＹＲ５/４）
粘性 中 しまり 中
地山ブロック（１０ＹＲ７/６）（径１０㎜）２％
炭化物（径１㎜）１％
Ｐ６
褐色（１０ＹＲ４/４）
粘性 中 しまり 強
地山ブロック（７．５ＹＲ６/８）（径２０㎜）１％
Ｐ７
褐色（１０ＹＲ４/４）
粘性 中 しまり 中
白色粒子（径１㎜）１％
土器出土

Ｐ８
１ 明黄褐色（１０ＹＲ６/６）

粘性 強 しまり 強
炭化物（径１㎜）１％
地山粒子ブロック（１０ＹＲ５/４）（径
１～２㎜）３％

２ 褐色（１０ＹＲ４/４）
粘性 強 しまり 強
炭化物（径１㎜）１％未満
地山粒子ブロック（１０ＹＲ８/６）（径
１０㎜）１％

Ｐ９
にぶい黄褐色（１０ＹＲ５/４）
粘性 弱 しまり 中
炭化物（径１㎜）１％未満
地山ブロック（１０ＹＲ８/６）（径２０～３０
㎜）２％

ＳＢ２４
Ｐ１
１ にぶい黄橙色（１０ＹＲ５/４）

粘性 中 しまり 強
炭化物（径１㎜）１％
白色粒子（径１㎜）１％

２ 橙色（７．５ＹＲ６/６）
粘性 弱 しまり 強
壁面崩落土

Ｐ２
褐色（１０ＹＲ４/４）
粘性 弱 しまり 中
炭化物（径１㎜）１％未満
地山粒子（１０ＹＲ７/６）（径２～５㎜）３％
白色粒子（径１㎜）１％未満
Ｐ３
明黄褐色（１０ＹＲ７/６）
粘性 中 しまり 強
地山ブロック（１０ＹＲ７/６）（径５㎜）が斑
状に３％。
白色粒子（径１㎜）１％未満
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第８１図 検出遺構（ＳＢ①）
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ＳＢ４５

ＡＡ

ＳＢ４５
Ｐ１
黒褐色（１０ＹＲ３/２）
粘性 中 しまり 強
炭化物（径３～１０㎜）１０％
地山ブロック（１０ＹＲ７/６）（径１～１０㎜）７％

Ｐ２
黒褐色（１０ＹＲ３/２）
粘性 中 しまり 強
炭化物（径１～３㎜）３％
地山ブロック（１０ＹＲ７/６）（径１～１０㎜）７％

Ｐ３
黒色（１０ＹＲ１．７/１）
粘性 中 しまり 中
地山ブロック（１０ＹＲ７/６）（径１㎜）１％

Ｐ４
黒褐色（１０ＹＲ３/２）
粘性 中 しまり 強
炭化物（径１～１０㎜）５％
地山ブロック（１０ＹＲ７/６）（径１～５㎜）２％

Ｄ

Ｄ
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１Ｐ２
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Ｐ４
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．２
０
� １

Ｐ３

ＢＢ

Ｃ

Ｃ

ＡＡ

ＳＢ１２２
Ｐ１
１ 褐色（１０ＹＲ４/４）

粘性 弱
しまり 強
地山ブロック（１０ＹＲ６/６）
が斑状に１０％。

２ 暗褐色（１０ＹＲ３/４）
粘性 強
しまり 強
地山ブロック（１０ＹＲ８/６）
が斑状に５％。

Ｐ２
にぶい黄褐色（１０ＹＲ４/３）
粘性 弱
しまり 強
炭化物（径１㎜）１％未満
地山ブロック（１０ＹＲ６/６）（径
１０～２０㎜）１％

Ｐ３
にぶい黄褐色（１０ＹＲ５/４）
粘性 弱
しまり 強
炭化物（径１㎜）１％未満
地山ブロック（１０ＹＲ６/４）（径
１０㎜）１％

Ｐ４
にぶい黄褐色（１０ＹＲ６/４）
粘性 中
しまり 強
炭化物（径１㎜）１％
地山粒子（１０ＹＲ６/６）（径１～
５㎜）１％

Ｄ Ｄ

ＳＤ３

４３
．６
０
�

Ｐ１

Ｐ３

ＳＢ１２２

Ｐ２

４３
．６０
� Ｐ４

Ｃ

ＣＢ Ｂ
Ｄ

ＡＡ

Ｄ

ＳＢ２３４
Ｐ１
褐色（１０ＹＲ４/４）
粘性 中
しまり 中
地山ブロック（１０ＹＲ６/６）（径
５～１０㎜）２％
底面に明黄褐色土（１０ＹＲ６/６）
混入。

Ｐ２
黄褐色（１０ＹＲ５/６）と褐色（１０
ＹＲ４/４）の混合土
粘性 中
しまり 中
根による撹乱あり。

Ｐ３
明黄褐色（１０ＹＲ６/６）と黄褐色
（１０ＹＲ５/６）の混合土
粘性 中
しまり 中
根による撹乱あり。

Ｐ４
黄褐色（１０ＹＲ５/６）と褐色（１０
ＹＲ４/４）の混合土
粘性 中
しまり 中
根による撹乱あり。
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０
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第８２図 検出遺構（ＳＢ②）
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Ｏ

Ｄ

Ａ
Ｊ

ＵＡ
Ｄ

４４
．７
０
�ＥＦ

Ｐ６ Ｐ４ Ｐ１

Ｖ
Ｉ

Ｐ

ＳＢ３８３

Ｑ

Ｗ Ｋ

Ｐ７
Ｐ９

Ｐ２

Ｘ

Ｒ

Ｌ

ＭＹ Ｓ

４４
．７０
�

Ｈ
Ｇ Ｐ３Ｐ８ Ｐ５

ＮＢ
Ｃ

ＺＢ
Ｃ

Ｔ

Ｈ４４．７０�Ｇ

ＺＸ Ｙ ４４．７０�Ｗ ４４．７０�Ｋ Ｌ４４．７０�Ｊ４４．７０�Ｉ
１

１ １２３
２１

ＳＢ３８３
Ｐ１
にぶい黄褐色（１０ＹＲ４/３）
粘性 弱 しまり 強
地山粒子（１０ＹＲ７/６）３％
Ｐ２
１ にぶい黄褐色（１０ＹＲ４/３）

粘性 弱 しまり 強
地山粒子（１０ＹＲ７/６）３％

２ 黄褐色（１０ＹＲ５/６）
粘性 中 しまり 中
地山粒子（１０ＹＲ７/６）３％

Ｐ３
１ 褐色（１０ＹＲ４/４）

粘性 弱 しまり 強
炭化物（径１～３㎜）１％

２ にぶい黄褐色（１０ＹＲ４/３）
粘性 弱 しまり 強
炭化物（径１㎜）１％
地山粒子（１０ＹＲ７/６）３％

Ｐ４
１ にぶい黄褐色（１０ＹＲ５/４）

粘性 弱 しまり 強
炭化物（径１～３㎜）１％
地山粒子（１０ＹＲ７/６）３％
柱痕部か？

２ 黄褐色（１０ＹＲ５/６）
粘性 弱 しまり 強
地山粒子（１０ＹＲ７/６）５％
裏込土か？

Ｐ５
褐色（１０ＹＲ４/４）
粘性 弱 しまり 強
地山粒子（１０ＹＲ７/６）５％
Ｐ６
１ にぶい黄褐色（１０ＹＲ５/４）

粘性 弱 しまり 強
地山粒子（１０ＹＲ７/６）３％

２ 褐色（１０ＹＲ４/４）
粘性 中 しまり 強
地山粒子（１０ＹＲ７/６）３％

Ｐ７
１ にぶい黄褐色（１０ＹＲ４/３）

粘性 弱 しまり 強
地山粒子（１０ＹＲ７/６）３％

２ 褐色（１０ＹＲ４/４）
粘性 中 しまり 中
地山粒子（１０ＹＲ７/６）５％

３ 黄褐色（１０ＹＲ５/６）
粘性 弱 しまり 強
地山粒子（１０ＹＲ７/６）５％

Ｐ８
褐色（１０ＹＲ４/４）
粘性 弱 しまり 強
地山粒子（１０ＹＲ７/６）３％
Ｐ９
褐色（１０ＹＲ４/４）
粘性 弱 しまり 強
地山粒子（１０ＹＲ７/６）１０％
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第８４図 検出遺構（ＳＢ④）
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Ｐ
３ＨＧ

Ｎ

Ｃ調査区外

Ｚ Ｔ

Ｃ

４４．９０� ＨＧＬＫ ４４．９０�ＪＩ ４４．９０�

１
２１

Ｐ５Ｐ８ Ｐ３Ｐ２
１ にぶい黄褐色（１０ＹＲ４/３）

粘性 弱 しまり 強
地山粒子（１０ＹＲ７/６）３％

２ 黄褐色（１０ＹＲ５/６）
粘性 中 しまり 中
地山粒子（１０ＹＲ７/６）３％

ＳＢ３８３
Ｐ１
にぶい黄褐色（１０ＹＲ４/３）
粘性 弱
しまり 強
地山粒子（１０ＹＲ７/６）３％

ＳＤ１８０
ＳＤ３２３

Ｐ Ａ Ｂ４４．９０�Ｏ ４５．００�Ｎ４４．９０�Ｍ
Ｂ４４．８０�Ａ ＳＤ３２３

Ａ－Ｂ
にぶい黄褐色（１０ＹＲ４/３）
粘性 弱 しまり 強
地山粒子（１０ＹＲ７/６）３％

２

２ １ ２ ３１
１

Ｐ４
１ にぶい黄褐色（１０ＹＲ５/４）

粘性 弱 しまり 強
炭化物（径１～３㎜）１％
地山粒子（１０ＹＲ７/６）３％
柱痕部か？

２ 黄褐色（１０ＹＲ５/６）
粘性 弱 しまり 強
地山粒子（１０ＹＲ７/６）５％
裏込土か？

Ｐ３
１ 褐色（１０ＹＲ４/４）

粘性 弱 しまり 強
炭化物（径１～３㎜）１％

２ にぶい黄褐色（１０ＹＲ４/３）
粘性 弱 しまり 強
炭化物（径１㎜）１％
地山粒子（１０ＹＲ７/６）３％

４

ＳＤ１８０
Ａ－Ｂ
２ 黄褐色（１０ＹＲ５/６）

粘性 中
しまり 中
白色粒子（径１㎜未満）１％未満
地山質

３ 黄褐色（１０ＹＲ５/６）
粘性 弱
しまり 強
黒色土が混入した地山質。
２層よりやや明るい。

４ 黄褐色（１０ＹＲ５/６）
粘性 強
しまり 強
底部に白色粘土（７．５ＹＲ７/６）が混入。
地山質

ＳＤ１８０
Ｃ Ｄ４５．００�

１ Ｃ－Ｄ
１ 黒褐色（１０ＹＲ３/２）

粘性 中 しまり 中
２ 黄褐色（１０ＹＲ５/６）

粘性 中 しまり 中
炭化物（径１０㎜）１％未満

３ 明黄褐色（１０ＹＲ６/６）
粘性 弱 しまり 強
炭化物（径２～５㎜）１％未満

４ 明黄褐色（１０ＹＲ６/６）
粘性 弱 しまり 強
炭化物（径１～２㎜）１％未満
白色粘土（１０ＹＲ７/４）混入

２ ３ ２
４

ＶＵ ４４．９０�ＴＳ ４４．９０�

１ １ ２

Ｐ５
褐色（１０ＹＲ４/４）
粘性 弱
しまり 強
地山粒子（１０ＹＲ７/６）５％

Ｐ６
１ にぶい黄褐色（１０ＹＲ５/４）

粘性 弱 しまり 強
地山粒子（１０ＹＲ７/６）３％

２ 褐色（１０ＹＲ４/４）
粘性 中 しまり 強
地山粒子（１０ＹＲ７/６）３％

Ｄ４４．８０�Ｃ

ＺＹ ４４．９０�Ｗ Ｘ４４．９０�
１

１２３

Ｐ７
１ にぶい黄褐色（１０ＹＲ４/３）

粘性 弱
しまり 強
地山粒子（１０ＹＲ７/６）３％

２ 褐色（１０ＹＲ４/４）
粘性 中
しまり 中
地山粒子（１０ＹＲ７/６）５％

３ 黄褐色（１０ＹＲ５/６）
粘性 弱
しまり 強
地山粒子（１０ＹＲ７/６）５％

Ｐ８
褐色（１０ＹＲ４/４）
粘性 弱
しまり 強
地山粒子（１０ＹＲ７/６）３％

ＲＱ ４４．９０�

１

Ｐ９
褐色（１０ＹＲ４/４）
粘性 弱
しまり 強
地山粒子（１０ＹＲ７/６）１０％
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第８５図 検出遺構（ＳＢ⑤）
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ｂａ

Ｐ４Ｆ Ｅ

Ｐ６Ｐ３
Ｐ５ｂＰ１ ａ Ｐ２

ａｂ ｂ４４．５０�ａ ４４．７０�ａ ｂａ ｂ ４４．６０�４４．７０�ｂ

１Ｐ７
１１ １ １ １範確深堀トレンチ Ｐ４ ２２Ｐ２ Ｐ３ Ｐ５

３ａ ２ ２
Ｐ２
黒褐色（１０ＹＲ３/２）
粘性 弱 しまり 強
地山粒子（１０ＹＲ７/６）１０％
Ｐ３
１ 褐色（１０ＹＲ４/４）

粘性 弱 しまり 強
地山粒子（１０ＹＲ７/６）２０
％

２ にぶい黄褐色（１０ＹＲ４/３）
粘性 弱 しまり 強
地山粒子（１０ＹＲ７/６）が
全体にまばらに１０％。

Ｐ４
にぶい黄褐色（１０ＹＲ４/３）
粘性 弱 しまり 中
地山粒子（１０ＹＲ７/６）５％
Ｐ５
にぶい黄褐色（１０ＹＲ５/４）
粘性 中 しまり 中
地山粒子（１０ＹＲ７/６）１０％
Ｐ４より白っぽい。

Ｐ８
１ 黒褐色（１０ＹＲ３/２）

粘性 弱 しまり 強
地山粒子（１０ＹＲ７/６）１０％
柱痕

２ 褐色（１０ＹＲ４/４）
粘性 弱 しまり 強
地山粒子（１０ＹＲ７/６）１０％
裏込土

ＳＢ３８５
Ｐ１
１ にぶい黄褐色（１０ＹＲ４/３）

粘性 弱 しまり 強
地山粒子（１０ＹＲ７/６）１０％

２ 暗褐色（１０ＹＲ３/３）
粘性 弱 しまり 強
地山粒子（１０ＹＲ７/６）５％

３ 黄褐色（１０ＹＲ５/６）
粘性 中
しまり強 炭化物（径１～
３㎜）１％
地山粒子（１０ＹＲ７/６）５～
１０％

ｂ ａ ａａ

ａ

ａ

Ｊ
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撹乱 ｂ

１ｂ

１

ｂ

１ｂ

２ ２ ２１

撹乱 Ｐ１１
にぶい黄褐色（１０ＹＲ４/３）
粘性 弱 しまり 強
地山粒子（１０ＹＲ７/６）（径１
～１０㎜）３％

Ｐ１０
１ 黒褐色（１０ＹＲ３/２）

粘性 弱 しまり 強
地山粒子（１０ＹＲ７/６）５％
柱痕

２ 褐色（１０ＹＲ４/４）
粘性 中 しまり 強
炭化物（径１～３㎜）１％
地山粒子（１０ＹＲ７/６）５％
裏込土

Ｐ１２
１ にぶい黄褐色（１０ＹＲ４/３）

粘性 弱 しまり 強
地山粒子（１０ＹＲ７/６）１０％

２ 黒褐色（１０ＹＲ３/２）
粘性 弱 しまり 中
地山ブロック（１０ＹＲ７/６）
（径１～１０㎜）５％
地山粒子（１０ＹＲ７/６）５％

ａ Ｐ９
にぶい黄褐色（１０ＹＲ４/３）
粘性 中 しまり 強
地山粒子（１０ＹＲ７/６）５％
根による撹乱あり。

ＳＢ３８５
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２Ｐ１３

ａ

２ ２ａ

ａ

ａ

Ｐ１４
１ 黒褐色（１０ＹＲ３/２）

粘性 中 しまり 強
炭化物（径１～２㎜）１％
未満

２ 地山質
炭化物（径１～２㎜）１％

Ｐ１５
１ 褐色（１０ＹＲ４/４）

粘性 中 しまり 強
炭化物（径１～１０㎜）１％
地山粒子（１０ＹＲ７/６）１０％

２ 地山質

Ｐ１６
１ 黒褐色（１０ＹＲ３/２）

粘性 弱 しまり 強
焼土ブロック（径１～５０㎜）
５％ 確認面上部に検出。

２ にぶい黄褐色（１０ＹＲ４/３）
粘性 中 しまり 強
地山粒子（１０ＹＲ７/６）５％

Ｐ１３
にぶい黄褐色（１０ＹＲ４/３）
粘性 弱
しまり 強
地山粒子（１０ＹＲ７/６）７％

Ｌ

ｂ

ｂ

Ｐ１７Ｋ 撹乱
Ｐ１６

ｂ

Ｐ１４
Ｐ１５ｂ ｂ

ａ ｂ４４．８０�ｂａａ ｂａ ｂ ４４．６０� ４４．８０�４４．５０�

ｂ

２１ １
１１ｂ 撹乱 ３ａ ３２２ ３

Ｐ１８
Ｐ１７
褐色（１０ＹＲ４/４）
粘性 弱
しまり 強
地山粒子（１０ＹＲ７/６）３％

Ｐ１８
１ 黒褐色（１０ＹＲ３/２）

粘性 弱 しまり 強
炭化物（径１～３㎜）１％
地山粒子（１０ＹＲ７/６）５％

２ 黄褐色（１０ＹＲ５/６）
粘性 中 しまり 強
地山質と考えられる。

Ｐ１９
１ にぶい黄褐色（１０ＹＲ４/３）

粘性 弱 しまり 強
炭化物（径１㎜）１％
地山粒子（１０ＹＲ７/６）３％

２ 黒褐色（１０ＹＲ３/２）
粘性 中 しまり 中
地山粒子（１０ＹＲ７/６）３％
柱痕に相当か？

３ 褐色（１０ＹＲ４/４）
粘性 中 しまり 強
地山粒子（１０ＹＲ７/６）５％
裏込土に相当か？

Ｐ２０
１ 黒褐色（１０ＹＲ３/２）

粘性 中 しまり 強
炭化物（径１～３㎜）１％
地山ブロック（１０ＹＲ７/６）（径１
～１０㎜）２％
柱痕に相当すると考えられる。

２ にぶい黄褐色（１０ＹＲ４/３）
粘性 中 しまり 強
地山粒子（１０ＹＲ７/６）１０％

３ 黄褐色（１０ＹＲ５/６）
粘性 中 しまり 強
地山粒子（１０ＹＲ７/６）５％
裏込土に相当すると考えられる。

ＳＮ１８９ａａ

ａ ａ

ａｂ ｂ４４．７０�ＳＤ３１Ｐ２３ ａａ ｂ ４４．７０�４４．９０�ａ
ｂＧ ａｂ ａｂ Ｈ ２１

１Ｐ２１ 撹乱Ｐ２０ Ｐ２２ ３１ｂ ｂ

ｂ

Ｐ２３
褐色（１０ＹＲ４/４）
粘性 弱
しまり 強
地山粒子（１０ＹＲ７/６）５％

ｂ

Ｐ２２
１ 黒褐色（１０ＹＲ３/２）

粘性 中 しまり 中
地山粒子（１０ＹＲ７/６）３％

２ にぶい黄褐色（１０ＹＲ５/４）
粘性 中 しまり 強
地山質か？

３ 黄褐色（１０ＹＲ５/６）
粘性 中 しまり 強
炭化物（径１～５㎜）２％

Ｐ２１
黒褐色（１０ＹＲ３/２）と明黄
褐色（１０ＹＲ７/６）の混合土
粘性 中
しまり 中

Ｌ４４．８０�
Ｋ

４４．８０� Ｈ

Ｇ

０ ２�

第８６図 検出遺構（ＳＢ⑥）
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Ｈ

Ａ

Ｐ３０ Ｃ

Ｐ２９

Ｐ１７Ｄ

Ｐ２８

Ｐ１
Ｐ２

Ｅ

Ｐ１８Ｐ４Ｐ３ Ｐ６
Ｐ５

Ｐ１９Ｐ２７

Ｐ７ Ｐ９Ｐ８

ＳＢ４０１
Ｐ２０

Ｐ１１

Ｐ１０

ＳＤ２１８Ｐ２６

Ｐ１３

ＳＫＰ３７５Ｐ２１
Ｐ１２

Ｐ１６

Ｐ２２
ＳＤ２２０ＳＫＰ４０６Ｐ１５

Ｐ１４
Ｐ２３Ｇ

Ｐ２４ＳＤ２６３
Ｐ２５ Ｆ

Ｂ４４．７０�

Ｂ

Ａ

１

１１ ２２ Ｐ２５
１ 褐色（１０ＹＲ４/４）

粘性 中 しまり 中
炭化物（径１㎜）１％未満
地山ブロック（１０ＹＲ６/６）
（径１０㎜）１％

２ 暗褐色（１０ＹＲ３/３）
粘性 中 しまり 強
炭化物（径１㎜）１％未満
地山ブロック（１０ＹＲ６/６）
（径１０㎜）２％

１ ３ Ｐ２６
黒褐色（１０ＹＲ２/２）
粘性 強 しまり 強
炭化物（径１㎜）１％未満
地山ブロック（１０ＹＲ３/３）
（径１０～３０㎜）１％

Ｐ２７
１ 黒褐色（１０ＹＲ３/２）

粘性 強 しまり 中
地山ブロック（１０ＹＲ５/４と１０Ｙ
Ｒ５/６）（径１０㎜）１％

２ 黄褐色（１０ＹＲ５/６）とにぶい黄
褐色（１０ＹＲ４/３）と黒褐色（１０
ＹＲ３/２）の混合土
粘性 強 しまり 強

３ 黒褐色（１０ＹＲ３/２）
粘性 強 しまり 中
地山粒子（１０ＹＲ５/６）（径１～５
㎜）３０％
白色粒子（径１㎜）１％

Ｐ２８
暗褐色（１０ＹＲ３/３）と褐色（１０
ＹＲ４/４）の混合土
粘性 中 しまり 強
炭化物（径１㎜）１％
地山ブロック（１０ＹＲ５/４と１０Ｙ
Ｒ６/６）（径１０～４０㎜）３％ Ｄ４４．７０�Ｃ

１ １１
１

Ｐ２８
暗褐色（１０ＹＲ３/３）と褐色（１０
ＹＲ４/４）の混合土
粘性 中 しまり 強
炭化物（径１㎜）１％
地山ブロック（１０ＹＲ５/４と１０Ｙ
Ｒ６/６）（径１０～４０㎜）３％

Ｐ１７
暗褐色（１０ＹＲ３/３）
粘性 中 しまり 中
地山ブロック（１０ＹＲ６/６）
（径２０～３０㎜）５％

Ｐ３０
暗褐色（１０ＹＲ３/３）とにぶい
黄褐色（１０ＹＲ５/４）の混合土
粘性 中 しまり 強
炭化物（径１～２㎜）２％
地山ブロック（１０ＹＲ６/６）（径
１０～２０㎜）１％

Ｐ２９
暗褐色（１０ＹＲ３/３）
粘性 弱 しまり 強
炭化物（径１㎜）１％未満
黒 褐 色（１０ＹＲ３/２）（径１０
㎜）１％未満
地山ブロック（１０ＹＲ６/６）
（径１０～３０㎜）２％

Ｆ４４．７０�Ｅ

１
１１

Ｐ７
にぶい黄褐色（１０ＹＲ５/４）
粘性 中 しまり 中
黒褐色（１０ＹＲ３/２）（径２～
８㎜）が斑状に１０％。
炭化物（径１㎜）１％未満

Ｐ３
暗褐色（１０ＹＲ３/３）
粘性 強 しまり 中
炭化物（径１㎜）１％
地山ブロック（１０ＹＲ６/６と１０Ｙ
Ｒ４/４）（径１０㎜）が斑状に１％。

Ｐ１４
暗褐色（１０ＹＲ３/３）
粘性 強 しまり 中
炭化物（径１㎜）１％
地山ブロック（１０ＹＲ６/６）
（径１０㎜）が斑状に１％。

Ｈ４４．７０�Ｇ

１
１ １ １Ｐ１６

黄褐色（１０ＹＲ５/６）
粘性 中 しまり 強
炭化物（径１㎜）１％
地山ブロック（１０ＹＲ４/４）
（径１０㎜）１％

Ｐ１３
褐色（１０ＹＲ４/４）
粘性 中 しまり 強
暗褐色（１０ＹＲ３/４）（径１～８
㎜）が斑状に３０％。
炭化物（径２～３㎜）１％未満

Ｐ９
にぶい黄褐色（１０ＹＲ５/４）
粘性 中 しまり 強
暗褐色（１０ＹＲ３/４）（径１～６
㎜）が斑状に１０％。
炭化物（径１～１０㎜）１％未満

Ｐ２
褐色（１０ＹＲ４/４）と黄褐色
（１０ＹＲ５/６）の混合土
粘性 強 しまり 強
炭化物（径１～２㎜）１％

０ ２�

第８７図 検出遺構（ＳＢ⑦）

第５節 その他の出土遺物
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ＫＳ５８

ＫＱ５８

ＫＯ５８
ＫＴ５７

ＳＢ１２２ＳＤ３

ＬＡ５６

Ｉ
ＳＫＰ１７Ｊ

Ａ
Ｂ

Ａ

ＢＳＫＰ１６
Ａ

Ｂ
Ｌ ＳＫＰ１５Ｋ ０ ２�

Ｂ ＳＤ１０Ａ
ＳＫＰ３８

Ｂ

Ａ ＳＫＰ１０２
Ｄ４３．５０�Ｂ ＣＡ ＦＥ４３．５０� ４３．２０�ＳＫＰ６Ａ

Ｂ
１ＳＤ５ １

１ＳＤ３
Ａ－Ｂ
灰黄褐色（１０ＹＲ４/２）
粘性 弱 しまり 強
地山粒子（１０ＹＲ８/８）

（径１～２㎜）１％
白色粒子（径１㎜以下）１％
根による撹乱顕著。

Ｃ－Ｄ
黒褐色（７．５ＹＲ２/２）
粘性 弱
しまり 強
炭化物（径１～２㎜）
１％
根による撹乱顕著。

Ｅ－Ｆ
にぶい黄褐色（１０ＹＲ５/４）
粘性 弱
しまり 中
地山ブロック（１０ＹＲ６/６）
１％

Ｎ
Ｍ

Ａ
ＢＳＫＰ２８

ＫＳ５１
Ｎ４２．２０� ＬＡ Ｂ Ｈ Ｍ４１．８０� ＪＩ ＫＧ ４１．９０� ４２．９０�

Ａ
１１Ｂ

ＳＫＰ２６
１ Ｍ－Ｎ

１ 褐色（１０ＹＲ４/４）
粘性 弱
しまり 強
炭化物（径１～２
㎜）１％未満
根が混入。
極めて漸移層的
な覆土。

２ にぶい黄褐色（１０
ＹＲ５/４）
粘性 弱
しまり 強
炭化物（径１～２
㎜）１％未満

１ Ｋ－Ｌ
１ 褐色（１０ＹＲ４/４）

粘性 中 しまり 強
炭化物（径１㎜以下）１
％未満
地山ブロック（１０ＹＲ５
/６）（径１０～３０㎜）２％

２ にぶい黄褐色（１０ＹＲ４
/３）と褐色（１０ＹＲ４/４）
の混合土
粘性 中 しまり 強
地山ブロック（１０ＹＲ６
/６と１０ＹＲ３/２）（径１０
～２０㎜）１％

３ ２調査区外 Ｇ－Ｈ
１ 褐色（１０ＹＲ４/４）

粘性 弱 しまり 強
炭化物（径１㎜以下）１％
地山ブロック（１０ＹＲ６/６）（径１０㎜）３％

２ 暗褐色（１０ＹＲ３/４）
粘性 弱 しまり 中
炭化物（径１～５㎜）１％

３ 黄褐色（１０ＹＲ５/６）
粘性 弱 しまり 強
炭化物（径１㎜以下）１％
白色粒子（径１㎜以下）１％
根固め 地山質

２ Ｉ－Ｊ
１ 暗褐色（７．５ＹＲ３/４）

粘性 弱 しまり 中
白色粒子（径１㎜以下）１％
炭化物（径１㎜以下）１％未満
根が混入。

２ 褐色（１０ＹＲ４/４）
粘性 弱 しまり 弱
白色粒子（径１㎜以下）１％

２２

Ｍ ＮＡ Ｂ ４２．５０�ＡＢ ＢＡ Ａ ４２．４０� ４２．４０�Ｂ ４２．２０�４２．３０�

１
１１ １ １２２

ＳＫＰ１８
にぶい黄褐色（１０ＹＲ５/８）
粘性 弱 しまり 強
炭化物（径１～５㎜）１％
地山粒子（１０ＹＲ７/６）がパッチ
状に１０％。
炭化物はこの坑の周囲にも自然に
散布していた。
２号谷の基本土層Ⅳａ層に由来。

ＳＫＰ１５
黒褐色（１０ＹＲ３/２）
粘性 弱
しまり 中
地山粒子（１０ＹＲ７/６）が
下底部に斑状に１０％。

ＳＫＰ３８
１ 黒褐色（１０ＹＲ２/２）

粘性 中 しまり 中
炭化物（径１㎜）１％未満
地山ブロック（１０ＹＲ４/３）
（径１０～３０㎜）３％

２ 黒褐色（１０ＹＲ３/２）
粘性 中 しまり 中
炭化物（径１㎜）１％未満
地山ブロック（１０ＹＲ６/６）
（径１０～３０㎜）５％

ＳＫＰ１６
黒褐色（１０ＹＲ３/２）
粘性 弱 しまり 強
地山粒子（１０ＹＲ７/６）が
下底部に斑状に１０％。

ＳＫＰ１７
１ 黒褐色（１０ＹＲ３/２）

粘性 中 しまり 中
２ 灰黄褐色（１０ＹＲ４/２）

粘性 中 しまり 中
地山粒子（１０ＹＲ７/６）が
下底部に斑状に３％。

Ａ Ｂ４３．２０�Ａ ＢＡ ＢＡＢ Ｂ ４３．１０� ４３．２０�４２．５０�Ａ ４２．８０�

２

１１ １ ３３ １ １
ＳＫＰ２６
黒褐色（１０ＹＲ３/２）
粘性 弱 しまり 弱
地山ブロック（１０ＹＲ５/４）
３％
白色粒子（径１㎜）１％

ＳＫＰ６
１ 黒褐色（１０ＹＲ３/２）

粘性 中 しまり 強
炭化物（径３㎜）１％未満
地山ブロック（１０ＹＲ７/６）（径
１～３㎜）２％

２ 暗褐色（１０ＹＲ３/３）
粘性 弱 しまり 強

３ にぶい黄褐色（１０ＹＲ５/３）
粘性 中 しまり 強
炭化物（径２～３㎜）１％未満
＊２、３層は中裏込め土。

ＳＫＰ２８
にぶい黄褐色（１０ＹＲ３/４）
粘性 弱 しまり 強
炭化物（径１㎜）１％未満
地山粒子（７．５ＹＲ６/６）（径５㎜）
１％
白色粒子（径１㎜）１％

ＳＫＰ１０２
暗褐色（１０ＹＲ３/３）
粘性 中
しまり 中
炭化物（径１～３㎜）１％未満
地山ブロック（１０ＹＲ５/４）（径１０
～３０㎜）２％

ＳＫＰ９
黒色（１０ＹＲ２/１）
粘性 中 しまり 強
地山ブロック（１０ＹＲ７/６）（径１
～５㎜）１％
２号谷基本土層のⅡａ層に由来。
＊ＳＫＰ８と規模、形態、覆土の
特徴において近似する。

０ ２�

第８９図 検出遺構（ＳＤ①）

第５節 その他の出土遺物
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Ｄ

Ｂ

ＳＤ１０

調
査
区
外

Ｃ

Ａ

ＳＤ５

ＫＲ
５２

Ｂ

ＫＳ
５２

Ａ

Ｂ４３．９０�Ｂ４３．２０�Ａ Ａ

Ｄ
Ｃ

１
１

ＬＡ
５２

Ｄ４４．００�ＣＤＣ ４３．２０�

１１
ＳＤ１０
Ａ－Ｂ
黒褐色（１０ＹＲ３/２）
粘性 中
しまり 強
地山粒子（１０ＹＲ７/６）１％
２号谷Ⅱａ層に由来。
Ｃ－Ｄ
黒褐色（１０ＹＲ３/２）
粘性 中
しまり 強
地山粒子（１０ＹＲ７/６）５％
２号谷Ⅱａ層に由来。

ＫＴ
５１

ＦＥ ４３．５０�

１ＳＤ３

ＳＤ５
Ａ－Ｂ
黒褐色（１０ＹＲ３/２）
粘性 中
しまり 強
地山ブロック（１０ＹＲ７/６）（径１～３０㎜）が下底部に斑状に５％。
根による撹乱顕著。
２号谷Ⅱａ層に由来。
Ｃ－Ｄ
黒褐色（１０ＹＲ３/２）
粘性 中
しまり 強
地山ブロック（１０ＹＲ７/６）（径１～２０㎜）が下底部に斑状に１０％。
根による撹乱顕著。
２号谷Ⅱａ層に由来。
Ｅ－Ｆ
黒褐色（１０ＹＲ２/２）
粘性 弱
しまり 中
炭化物（径１㎜）１％
地山ブロック（１０ＹＲ６/４）（径１０㎜）１％
白色粒子（径１㎜）がパッチ状に１％。

Ｆ

Ｅ

調査区外

０ ２�

第９０図 検出遺構（ＳＤ②）

第４章 調査の記録

―１２６―



ＳＤ２０

ＳＤ７６

撹

乱

Ａ Ｂ

Ｃ Ｄ

ＳＤ１４ ＢＡ ４３．６０� Ｂ Ａ

ＳＤ２０
Ａ－Ｂ
にぶい黄褐色（１０ＹＲ５/４）
粘性 弱
しまり 強
炭化物（径１㎜）１％未満
根による撹乱あり。

１

ＤＣ

調査区外Ｃ－Ｄ
にぶい黄褐色（１０ＹＲ６/４）
粘性 弱
しまり 強
炭化物（径１㎜）１％未満

１

Ａ

Ｂ

Ｂ４３．６０�Ａ
１ＳＤ３５

ＳＤ７６
にぶい黄褐色（１０ＹＲ６/４）
粘性 中
しまり 強
地山に非常にちかい覆土。

撹

乱

ＡＢ

調査区外

Ａ Ｂ４２．８０�

ＳＤ３５
褐色（１０ＹＲ４/４）
粘性 弱
しまり 中
地山ブロック（１０ＹＲ６/６と１０ＹＲ４/４）
（径１０～５０㎜）３％
炭化物（径１㎜）１％未満
白色粒子（径１㎜）１％未満

Ⅱ

Ⅰ
ⅡⅣ

ＢＡ ４３．６０� Ⅳ

１

１

ＳＤ１４
暗灰黄色（２．５Ｙ４/２）
粘性 中
しまり 強
炭化物（径１㎜）１％
地山ブロック（１０ＹＲ７/６）（径１～２０㎜）３％
灰色（５Ｙ４/１）の土が下底部に斑状に混入。
根による撹乱顕著。

０ ２�

第９１図 検出遺構（ＳＤ③）

第５節 その他の出土遺物

―１２７―
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第９２図 検出遺構（ＳＤ④）

第４章 調査の記録
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ＳＫ１２ ＳＫ２７４３．１０� ＢＡ
ＳＫ１３

ＢＡＢ ＢＡ Ａ

ＬＢ５３
Ｃ Ｄ４３．１０�ＤＣ

Ｆ

１

ＳＫＰ８ Ｂ４４．４０�Ａ４２．２０�Ａ Ｂ
１

ＦＥ ４３．１０�

Ｅ２ １

ＳＫ１３
黒褐色（１０ＹＲ３/２）と地山（１０Ｙ
Ｒ７/６）の混合土
粘性 中 しまり 強

ＳＫ２７
黒褐色（１０ＹＲ３/２）
粘性 弱
しまり 強
地山ブロック（１０ＹＲ７/６）
（径１～５㎜）３％

ＳＫ１２
１ 黒色（１０ＹＲ２/１）

粘性 中 しまり 中
炭化物（径１～１０㎜）１％
根による撹乱顕著。
２号谷基本土層のⅡａ層に由来。

２ 黒色（１０ＹＲ１．７/１）
粘性 中 しまり 中
炭化物（φ１～１０㎜）２％
地山ブロック（１０ＹＲ７/６）（径１～５㎜）３％
２層の下底部に地山粒子が斑状に混入。

１

２

ＳＫＰ８
１ 黒色（１０ＹＲ２/１）

粘性 中 しまり 中
地山ブロック（１０ＹＲ７/６）（径１～１０㎜）２％
２号谷基本土層のⅡｂ層に由来。

２ にぶい黄褐色（１０ＹＲ５/３）
粘性 弱 しまり 中
地山ブロック（１０ＹＲ７/６）（径１～２０㎜）３％
壁面崩落土
＊ＳＫＰ９と規模、形態、覆土の特徴において近
似する。

ＳＫ３０

ＳＫ９３
ＢＡ ＳＫ８７

Ｂ ＢＡ Ａ

４５．３０� ＢＡ

Ｂ４３．９０�Ａ
１Ｂ４５．３０�Ａ

１
２

ＳＫ８７
黒褐色（１０ＹＲ３/２）
粘性 弱
しまり 強
地山ブロック（１０ＹＲ７/６）
（径１～５㎜）３％

５ ３１ ４
２

６３３
４ ５

ＳＫ３０
１ 黒褐色（１０ＹＲ３/２）

粘性 弱 しまり 中
地山粒子（１０ＹＲ７/６）が下底部及び堀込み側（西側）に斑状に１０％。

２ にぶい黄褐色（１０ＹＲ４/３）
粘性 中 しまり 強
地山ブロック（１０ＹＲ７/６）（径１～２０㎜）５％

３ 黒褐色（１０ＹＲ２/２）
粘性 中 しまり 強
地山粒子（１０ＹＲ７/６）がまばらに５％。

４ 黒色（１０ＹＲ１．７/１）
粘性 中 しまり 強
地山粒子（１０ＹＲ７/６）１％

５ 暗褐色（１０ＹＲ３/４）
粘性 中 しまり 中
地山粒子（１０ＹＲ７/６）下底部に５％。
４層との層理面にシルト質の焼土と思われる土（５ＹＲ６/８）が薄く
堆積し、面的な広がりを見せている。

ＳＫ９３
１ 黒褐色（１０ＹＲ２/２）

粘性 中 しまり 中
地山ブロック（１０ＹＲ５/２）１％未満

２ にぶい黄褐色（１０ＹＲ４/３）
粘性 中 しまり 中
炭化物（径１㎜）１％未満

３ 黒褐色（１０ＹＲ２/２）
粘性 弱 しまり 中

４ 黒褐色（１０ＹＲ３/２）
粘性 弱 しまり 弱
地山ブロック（１０ＹＲ６/６）（径１～２
㎜）１０％
３層より暗め。

５ 黄褐色（１０ＹＲ４/３）
粘性 中 しまり 中
炭化物（径１㎜）１％未満

６ 黒色（Ｎ１．５/０）
粘性 弱 しまり 弱
地山ブロック（１０ＹＲ５/４）（径２～５
㎜）１％未満
炭層か？

ＳＫ９４ ＳＫ９６

ＢＡＡ Ｂ

ＢＡ ４４．４０�

４４．２０� ＢＡ

ＳＫ９６
黒褐色（１０ＹＲ３/２）
粘性 弱
しまり 中
地山ブロック（１０ＹＲ５/４）（径２～４㎜）２％

１

ＳＫ９４
黒褐色（１０ＹＲ３/２）
粘性 弱
しまり 中
地山ブロック（１０ＹＲ５/６）（径２～５㎜）５％ ０ ２�

第９３図 検出遺構（ＳＫ①）

第５節 その他の出土遺物

―１２９―



ＳＫ９８

ＳＫ１０１ＳＫ９９

ＡＡ ＢＢ ＢＡ

Ａ Ｂ４４．５０�

Ａ Ｂ４４．６０�
Ｂ４４．５０�Ａ

１

１
１ＳＫ９９

黒褐色（１０ＹＲ３/２）
粘性 弱
しまり 中
地山ブロック（１０ＹＲ５/６）（径２～５㎜）３％

ＳＫ１０１
黒褐色（１０ＹＲ３/２）
粘性 弱
しまり 中
地山ブロック（１０ＹＲ５/６）（径２～５㎜）３％

ＳＫ９８
黒褐色（１０ＹＲ３/２）
粘性 弱 しまり 中
地山ブロック（１０ＹＲ５/６）（径２～５㎜）３％

ＳＫ１０７

Ａ Ｂ ＳＫ１１０

ＳＫ１０９
ＤＣ

ＳＫ１３３
ＢＡＢＡ

Ｃ ４４．３０� Ｄ

１
ＳＫ１３３
にぶい黄褐色（１０ＹＲ５/４）と黒褐色（１０ＹＲ３/２）との混合土
粘性 弱 しまり 中
炭化物（径１～２㎜）２％ Ａ Ｂ４５．１０�

ＢＡ ４５．１０�
ＢＡ ４４．３０�

１
１

ＳＫ１１０
黒褐色（１０ＹＲ３/２）
粘性 中
しまり 中
炭化物（径１㎜）１％
地山ブロック（１０ＹＲ６/６）（径１０㎜）１％未満

ＳＫ１０７
にぶい黄褐色（１０ＹＲ４/３）
粘性 弱 しまり 中
地山ブロック（１０ＹＲ５/６）（径１㎜）２％

ＳＫ１１１ ＳＫ１１３

ＢＢ ＡＡ

Ｂ４５．１０�Ａ Ｂ４５．１９�Ａ

１ １

ＳＫ１１３
黒褐色（１０ＹＲ３/２）
粘性 弱
しまり 中
炭化物（径１～３㎜）１％未満
地山ブロック（１０ＹＲ６/６）（径５～３０㎜）が斑状に７％。

ＳＫ１１１
黒褐色（１０ＹＲ３/２）
粘性 弱
しまり 中
炭化物（径１㎜）１％
地山ブロック（１０ＹＲ６/６）（径１０㎜）１％

０ ２�

第９４図 検出遺構（ＳＫ②）

第４章 調査の記録

―１３０―



ＳＫ１１６
ＳＫ１１４ ＳＫ１１５

ＢＢ ＡＡＢＡ

Ｂ４５．２０�Ａ４５．２０� ＢＡ

Ｂ４５．１０�Ａ

１１

ＳＫ１１５
黒褐色（１０ＹＲ３/２）
粘性 弱
しまり 弱
炭化物（径１㎜）１％未満
地山ブロック（１０ＹＲ５/４）（径１０㎜）１％未満
白色粒子（径１㎜）１％

ＳＫ１１４
黒褐色（１０ＹＲ３/２）
粘性 弱
しまり 中
炭化物（径１㎜）１％未満
焼土（径５㎜）１％未満
地山ブロック（１０ＹＲ６/６）（径１０㎜）１％

ＳＫ１１９
ＳＫ１１８

ＳＫ１１７

ＢＢ ＡＡＢＡ

Ｂ４５．２０�Ａ
Ｂ４５．１０�ＡＢ４５．２０�Ａ

１
１

ＳＫ１１９
黒褐色（１０ＹＲ３/２）
粘性 中
しまり 中
炭化物（径１㎜）１％未満
地山ブロック（１０ＹＲ５/４）（径１０～２０㎜）１％

ＳＫ１１８
黒褐色（１０ＹＲ３/２）
粘性 弱
しまり 強
炭化物（径１㎜）１％未満
地山ブロック（１０ＹＲ６/６）（径１０㎜）１％

ＳＫ１２７

ＳＫ１２１

Ａ ＡＢ Ｂ

Ａ ４４．９０� Ｂ

Ａ１ ４５．２０� Ｂ

１
ＳＫ１２１
にぶい黄褐色（１０ＹＲ５/４）と黒褐色（１０
ＹＲ３/２）の混合土
粘性 弱
しまり 中
炭化物（径１㎜）１％未満
地山ブロック（１０ＹＲ５/６）（径１０㎜）１％

ＳＫ１２７
黒褐色（１０ＹＲ３/２）
粘性 弱
しまり 中
炭化物（径１㎜）１％未満
地山粒子（１０ＹＲ６/６）（径１～１０㎜）１％

０ ２�

第９５図 検出遺構（ＳＫ③）

第５節 その他の出土遺物
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ＳＫ１３０

ＳＤ１３４
ＳＫ１３１

ＳＫ１３７
ＢＡＢＡＢＡ

４３．６０�Ａ Ｂ

１ ４４．００� ＢＡ
Ａ Ｂ４４．５０�

２ ２
１

ＳＫ１３１
１ 明黄褐色（１０ＹＲ６/６）

粘性 中
しまり 中
中央部は暗褐色土（１０ＹＲ３/４）との混合土。
根による撹乱か？

２ 明黄褐色（１０ＹＲ７/６）
粘性 中
しまり 強
地山ブロック（１０ＹＲ５/８）（径２～５㎜）が斑
状に３％。
両壁の下部は黄褐色（１０ＹＲ５/８）との混合土。
中央東部に小石あり。

１２ １

ＳＫ１３７
１ 黒褐色（１０ＹＲ３/２）

粘性 中
しまり 弱
地山ブロック（１０ＹＲ５/４）
（径２～５㎜）３％

２ にぶい黄褐色（１０ＹＲ５/４）
粘性 中
しまり 中
壁面崩落土

ＳＤ１３４
黄褐色（１０ＹＲ５/６）
粘性 中
しまり 強
地山質

ＳＫ１３０
黒褐色（１０ＹＲ３/２）
粘性 弱
しまり 中
炭化物（径２㎜）１％未満
地山ブロック（１０ＹＲ５/４）（径２～４㎜）２％

ＳＫ１５８
ＳＫ１５７ＳＫ１５０

ＳＫＰ１５８

ＢＡＢＡＢＡ

４５．００� ＢＡ ＢＡ ４４．９０�
ＢＡ ４５．３０�

１
１１

２

１

ＳＫ１５８
１ 暗褐色（１０ＹＲ３/３）

粘性 弱
しまり 強
炭化物（径１～２㎜）１％

２ 褐色（１０ＹＲ４/４）
粘性 弱
しまり 強
炭化物（径１㎜）１％未満

３ 暗褐色（１０ＹＲ３/４）
粘性 中
しまり 中
地山ブロック（１０ＹＲ５/６）
（径２～３㎜）１％未満

ＳＫ１５７
黒褐色（１０ＹＲ３/２）
粘性 中
しまり 強
炭化物（径１～２㎜）１％未満
上部に１０ＹＲ３/２、漸移的に１０ＹＲ７/６へとかわる→自然の
落ち込みの可能性もある。

ＳＫ１５０
にぶい黄褐色（１０ＹＲ４/３）
粘性 中
しまり 強
炭化物（径１～３㎜）１％
白色粒子（径１㎜）１％
Ⅱｂ層にちかい暗褐色土が亀甲状に入り込んでいる。

ＳＫ１６０
ＳＫＰ１５９
暗褐色（１０ＹＲ３/４）
粘性 中
しまり 中
地山ブロック（１０ＹＲ５/６）
（径２～３㎜）１％未満

ＳＫ１６０
１ 黒色（１０ＹＲ２/１）

粘性 中
しまり 中
地山粒子（１０ＹＲ７/６）１％

２ 黒褐色（１０ＹＲ３/２）
粘性 中
しまり 強
地山ブロック（１０ＹＲ７/６）（径１～２０㎜）３％

３ にぶい黄褐色（１０ＹＲ４/３）
粘性 中
しまり 強
地山ブロック（１０ＹＲ７/６）（径１～３０㎜）２０％

４ 黒褐色（２．５ＹＲ３/２）
粘性 中
しまり 中
炭化物（径５㎜）１％
地山ブロック（１０ＹＲ７/６）（径１～１０㎜）５％

５ 黒褐色（１０ＹＲ３/２）
粘性 中
しまり 弱
しまりが弱く、黒色土のため根の侵入とも考えられる。

ＢＡ

Ｂ４４．９０�Ａ

１
５ ２

４ ３

２�０

第９６図 検出遺構（ＳＫ④）
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ＳＫ１６７
ＳＫ１７１

ＳＫ１７０

ＢＡＢＡＢＡ

Ｂ４４．５０�Ａ ＢＡ ４４．５０�

１４４．８０� ＢＡ ２

１ ４２ ３

ＳＫ１７０
１ にぶい黄褐色（１０ＹＲ５/４）

粘性 中 しまり 強
南西部には根による撹乱あり。
北東底部には白色粘土が混入。
ふちに酸化鉄が帯状に混入。

２ 黄褐色（１０ＹＲ５/６）
粘性 強 しまり 強

ＳＫ１７１
１ 明褐色（７．５ＹＲ５/６）

粘性 なし 硬化
しまり 中

２ 褐色（７．５ＹＲ４/４）
粘性 弱
しまり 中

３ 褐色（７．５ＹＲ４/４）
粘性 弱 しまり 中
底部に地山（１０ＹＲ６/６）が混入。
黒色粒子（径１㎜未満）１％未満
２層より暗め。

４ にぶい黄褐色（１０ＹＲ５/４）
粘性 中 しまり 中

１
ＳＫ１６７
灰黄色（２．５Ｙ６/２）
粘性 中
しまり 強
炭化物（径１～１０㎜）２％
地山粒子（１０ＹＲ７/６）２０％

ＳＫ１７７ ＳＫ１９４
ＳＫ１８６

ＡＢ ＢＢ ＡＡ

ＢＡ ４５．００�Ｂ４４．５０�Ａ ４５．１０� ＢＡ

１
１ １２

ＳＫ１７７
１ にぶい黄褐色（１０ＹＲ６/４）

粘性 なし しまり 強 砂質
炭化物（径１～２㎜）１％
南東側に根による撹乱あり。

２ 黄褐色（１０ＹＲ５/６）
粘性 強 しまり 強
炭化物（径１㎜）１％未満
白色粘土（径２～５㎜）１％未満

ＳＫ１９４
褐色（１０ＹＲ４/４）
粘性 中
しまり 強
地山ブロック（１０ＹＲ６/６）（径１～６㎜）２％
炭化物（径１㎜）１％未満
根による撹乱あり。

ＳＫ１８６
黄褐色（１０ＹＲ６/６）と白色粘土（１０ＹＲ７/１）の混合土
粘性 強
しまり 強
地山質

ＳＫ２１７
ＳＫ１９５

ＳＫ１９５
１ 褐色（１０ＹＲ４/６）

粘性 中
しまり 中
にぶい黄褐色土（１０ＹＲ４/３）（径
１～５㎜）が斑状に５％。

２ にぶい黄褐色（１０ＹＲ５/４）
粘性 中
しまり 中
にぶい黄褐色土（１０ＹＲ４/３）（径
１～５㎜）がパッチ状に５％。

３ 褐色（１０ＹＲ４/６）
粘性 中
しまり 中
にぶい黄褐色土（１０ＹＲ４/３）（径
２～５㎜）が斑状に２％。

ＢＡ

ＢＡ

Ｂ４４．２０�Ａ
１

３２

Ｂ４３．６０�Ａ

１ ２

ＳＫ２１１
４

３
ＳＫ２１７
１ 黒褐色（１０ＹＲ３/２）

粘性 弱 しまり 中
地山ブロック（１０ＹＲ６/６）（径１～２㎜）２％
黒色粒子（径１～２㎜）１％未満

２ にぶい黄褐色（１０ＹＲ６/４）
粘性 中 しまり 弱
焼土ブロック（２．５ＹＲ５/８）が東側に混入。
地山ブロック（１０ＹＲ５/６）（径５～１０㎜）５％

３ 黒色（Ｎ１．５/０）
粘性 弱 しまり 弱
地山ブロック（１０ＹＲ６/６）（径１～２㎜）１％未満

４ 明黄褐色（１０ＹＲ６/６）
粘性 中 しまり 強
地山質

ＢＡ

ＳＫ２１１
にぶい黄褐色（１０ＹＲ５/３）
粘性 中
しまり 中
下半分に地山（１０ＹＲ６/６）が混入。
東側半分に地山（１０ＹＲ７/４）が斑
状に混入。
西側に根による撹乱あり。Ｂ４３．５０�Ａ

１

０ ２�

第９７図 検出遺構（ＳＫ⑤）
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ＳＫ２８３
ＳＫ２３０

ＳＫ２９７

ＢＡＢＡＢＡ

ＢＡ ４４．５０�

Ｂ４４．５０�Ａ
１Ｂ４４．６０� ２Ａ

１ ＳＫ２９７
１ 黒色（２．５Ｙ１．７/１）

粘性 中 しまり 中
地山粒子（１０ＹＲ７/６）（径１㎜以下）１％
地山ブロック（１０ＹＲ７/６）（径４０㎜）が両端にみられるが、根
によるものと思われる。

２ 明黄褐色（１０ＹＲ７/６）とにぶい黄褐色（１０ＹＲ５/４）の混合土
粘性 強 しまり 中
一部根による撹乱あり。地山質のため、掘り下げの見きわめや
や難だった。
実際には範確時に東側を掘られていたが、反転して実測。

２
１ ２ 撹乱

３ＳＫ２３０
１ 黒褐色（１０ＹＲ３/２）

粘性 弱
しまり 強
地山粒子（１０ＹＲ７/６）２０％

２ にぶい黄褐色（１０ＹＲ５/４）
粘性 中
しまり 強
地山粒子（１０ＹＲ７/６）１０％

４

ＳＫ２８３
１ 黒褐色（１０ＹＲ２/２）

粘性 中 しまり 強
炭化物（径１～３㎜）１％
地山粒子（１０ＹＲ７/６）１％

２ 黒色（１０ＹＲ１．７/１）
粘性 中 しまり 中

３ にぶい黄褐色（１０ＹＲ４/３）
粘性 中 しまり 強
地山粒子（１０ＹＲ７/６）２０％

４ にぶい黄橙色（１０ＹＲ６/４）
粘性 中 しまり 強
炭化物（径１～５㎜）３％
地山粒子（１０ＹＲ７/６）３％

ＳＫ２９８

ＢＡＣ

ＳＫ３０９

ＢＡ

Ｂ４４．４０�Ａ

ＳＤ８１
２ ５１４

３
６

Ｄ

ＳＫ２９８
１ 黒色（１０ＹＲ２/１）

粘性 中
しまり 弱
黄褐色土（１０ＹＲ５/８）（径１～５㎜）が斑状に３％。
径１５㎜のものが１点ある。
東側上部は混合土となっている。

２ 黒褐色（１０ＹＲ３/２）
粘性 中
しまり 弱
黄褐色土（１０ＹＲ５/６）（径１～８㎜）が斑状に３０％。
特に西側上部に多い。

３ 黄褐色（１０ＹＲ５/６）
粘性 中
しまり 強
１層との境界面は黒色（１０ＹＲ２/１）との混合土。

４ にぶい黄褐色（１０ＹＲ５/４）
粘性 中
しまり 強
黒褐色土（１０ＹＲ２/２）（径１～１０㎜）が斑状に３０％。

５ にぶい黄褐色（１０ＹＲ５/４）
粘性 中
しまり 弱
暗褐色土（１０ＹＲ３/３）（径１～１０㎜）が斑状に３０％。

６ 明褐色（７．５ＹＲ５/６）
粘性 中
しまり 中
黒褐色土（１０ＹＲ２/３）（径１～５㎜）が斑状に５％。
特に西側に多い。

Ｂ４３．００�Ａ

１ ＳＫ３０９
１ にぶい黄褐色（１０ＹＲ５/３）

粘性 強 しまり 強
炭化物（径１～２㎜）１％
地山ブロック（１０ＹＲ６/６と１０ＹＲ３/２と１０ＹＲ６/８）
（径１㎜）３０％

２ 黒色（１０ＹＲ１．７/１）
粘性 弱 しまり 強
炭層

３ 黒褐色（１０ＹＲ３/２）とにぶい黄褐色（１０ＹＲ４/３）
の混合土
粘性 弱 しまり 強
炭化物（径１㎜）１％
地山ブロック（１０ＹＲ５/６）（径１～２㎜）３％
炭層

４ 黒色（１０ＹＲ１．７/１）
粘性 中 しまり 中
地山粒子（１０ＹＲ６/８）（径２～５㎜）１％
炭層

５ 黄褐色（１０ＹＲ５/４）
粘性 強 しまり 強
地山ブロック（１０ＹＲ６/８と１０ＹＲ７/４と１０ＹＲ５/６）
（径１～２㎝）が斑状に１０％。

６ 黄褐色（１０ＹＲ６/６）
粘性 強 しまり 強

５ ５２
３

６

ＤＣ ４３．００�

２
１

５ ５
３

４
６６

０ ２�

第９８図 検出遺構（ＳＫ⑥）
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ＳＫ４３２
ＳＫ４２７ＳＫ３５２

ＢＢＡ ＢＡ Ａ

Ｂ４４．８０�Ａ
Ｂ４３．５０�Ａ

Ａ Ｂ４４．５０�

１
１

１
２

ＳＫ４２７
黒褐色（１０ＹＲ３/２）とにぶい黄
褐色（１０ＹＲ６/４）の混合土
粘性 強
しまり 中
炭化物（径２～５㎜）１％未満

ＳＫ４３２
灰黄褐色（１０ＹＲ４/２）
粘性 中
しまり 中
黄褐色（１０ＹＲ５/６）（径１～５㎜）が斑状に１５％。

ＳＫ３５２
１ 暗褐色（１０ＹＲ３/４）

粘性 中
しまり 強
黄褐色（１０ＹＲ５/６）（径１～１０㎜）が
斑状に１５％。
中央に炭化物（径２～４㎜）３点あり。

２ 黒褐色（１０ＹＲ３/２）
粘性 中
しまり 強
黄褐色（１０ＹＲ５/６）（径１～１５㎜）が
斑状に２０％
特に中央部に多い。

ＳＫ４３９
ＳＫ４３５ ＳＫ４４９

Ａ Ａ ＢＢ
ＢＡ

Ａ Ｂ４２．５０�
Ｂ４３．６０�Ａ

Ｂ４３．６０� １Ａ

１

ＳＫ４４９
黒褐色（１０ＹＲ３/２）
粘性 中
しまり 強
黄褐色土（１０ＹＲ５/６）（径１～１０㎜）が斑状に３０％。

ＳＫ４３９
黒褐色（１０ＹＲ３/２）
粘性 中
しまり 強
炭化物（径１㎜）１％未満
地山ブロック（１０ＹＲ５/４と１０ＹＲ６/６）（径１０～３０㎜）３％

１

ＳＫ４３５
黒褐色（１０ＹＲ３/２）と明黄褐色（１０ＹＲ６/６）の混合土
粘性 強
しまり 強
炭化物（径１㎜）１％未満
焼土ブロック（径５～２０㎜）１％

Ｃ

Ａ Ｂ

Ｄ

４４．６０� ＢＡ

１

ＳＫＰ３４２
にぶい黄褐色（１０ＹＲ４/３）
粘性 弱
しまり 強
地山粒子（１０ＹＲ７/６）３％

Ｃ Ｄ４４．６０�

ＳＫＰ３４２

０ ２�

第９９図 検出遺構（ＳＫ⑦・ＳＫＰ）
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ＳＷ１９

ＬＮ５９

ＬＯ６１

ＬＯ６０

ＬＯ５９

Ｂ

Ｄ

ＳＭ２２１

ＬＰ５９

Ａ

ＬＱ６０

Ｃ

Ｂ４３．００�Ａ

４３．００� ＤＣ

０ ４�

第１００図 検出遺構（ＳＭ）
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Ｉ Ｊ

ＳＷ１９ ＢＡ ４２．８０�

２ ２

１ ３
６４ ８９

１１ ５ １０
１２１２

ＳＷ１９
Ａ－Ｂ
１ 黒色（１０ＹＲ１．７/１）

粘性 なし しまり 中
腐れ礫（径５㎜）１％未満
灰黄褐色土（１０ＹＲ４/２）が層の中
位で斑状に認められる。Ⅱａ層か？
根による撹乱あり。

２ にぶい黄褐色（１０ＹＲ５/４）
粘性 中 しまり 強
炭化物（径２㎜）１％
腐植礫（径５～１０㎜）１％未満
地山質

３ 明黄褐色（１０ＹＲ７/６）
粘性 強 しまり 強
炭化物（径１～４０㎜）３％
腐植礫（径５～１０㎜）１％未満
黒色土等の混じらない純粋な地山土
で窯天井部崩落土と思われる。

４ にぶい黄橙色（１０ＹＲ６/４）
粘性 強 しまり 強
炭化物（径１～４０㎜）３％
地山粒子（径２～３㎜）１％
腐植礫（径５㎜）若干混入

５ 炭層
炭化材でほとんど占められるが、材
の合間に６層が入り込んでいる。

６ にぶい黄褐色（１０ＹＲ４/３）
粘性 強 しまり 強
４層より色調が暗く、キメが粗い。
炭化物（径３～４０㎜）１％
地山粒子（１０ＹＲ７/６）（径３㎜）３
％

８ にぶい黄褐色（１０ＹＲ５/４）
粘性 中 しまり 中
６層よりキメが粗い。
炭化物（径２～１０㎜）１％未満
地山粒子（１０ＹＲ７/６）（径１～５
㎜）５％
壁面崩落土

９ にぶい黄褐色（１０ＹＲ５/４）
粘性 強 しまり 強
炭化物（径２～１０㎜）５％
地山粒子（１０ＹＲ７/６）（径１～１０
㎜）１０％
白色粒子（径２～３㎜）３％
壁面崩落土

１０ にぶい黄褐色（１０ＹＲ５/４）と地
山（１０ＹＲ７/６）の混合土
粘性 強 しまり 中
炭化物（径５～１５㎜）３％
壁面崩落土

１１ にぶい黄橙色（１０ＹＲ６/３）
粘性 強 しまり 中
ややねたつく粘質土
炭化物（径１～５㎜）１％未満
壁面付近で地山ブロック（１０ＹＲ
７/６）（径１～２㎜）が斑状に混
入。

１２ 炭層
断続的でほとんど堆積していな
い。
＊５層、１２層と炭層があることか
ら、最低２回の操業がなされたこ
とがわかる。

Ｂ

Ａ

Ｃ Ｄ４２．７０�

２ ２１
５

９ ７４
１０ １０６

１１ ７ ９Ｃ ＤＲＰ１ Ｃ－Ｄ
１ ＳＰ．Ａ－Ｂの１層と同じ。

炭化物（径５～１０㎜）１％未
満

２ ＳＰ．Ａ－Ｂの２層と同じ。
炭化物（径２～５㎜）１％未
満

３ ＳＰ．Ａ－Ｂの３層と同じ。
４ にぶい黄褐色（１０ＹＲ５/３）

粘性 中
しまり 中
炭化物（径２～２０㎜）１％未
満
腐植礫（径５～１０㎜）

５ ＳＰ．Ａ－Ｂの６層と同じ。

６ ＳＰ．Ａ－Ｂの５層と同じ。
７ ＳＰ．Ａ－Ｂの８層と同じ。
８ ＳＰ．Ａ－Ｂの７層と同じ。
９ 明黄褐色（１０ＹＲ７/６）

粘性 中 しまり 強
炭化物（径２㎜）１％未満

１０ 暗赤褐色（５ＹＲ３/２）
粘性 中 しまり 弱
炭化物（径１～５㎜）１％未
満
焼土ブロック（２．５ＹＲ６/８）
（径５～１０㎜）３～５％
比熱した壁面の崩落土。

１１ ＳＰ．Ａ－Ｂの１２層と同じ。

ＲＰ２
ＲＰ３

Ｅ Ｆ４２．４０�

Ｅ
Ｆ

１
２

３
４ ５

６ ７

Ｅ－Ｆ
１ 黒色（１０ＹＲ１．７/１）

粘性 弱 しまり 強
白色粒子（径１㎜未満）１％
下底部に黒褐色土（７．５ＹＲ３/２）が斑状に混入。

２ 明黄褐色（１０ＹＲ７/６）
粘性 強 しまり 強
炭化物（径１～５㎜）１％未満
焼土粒子（２．５ＹＲ６/８）（径２㎜）１％未満
腐植礫（径３～５㎜）１％

３ にぶい黄褐色（１０ＹＲ５/４）
粘性 強 しまり 強
炭化物（径５㎜前後）１％未満
焼土粒子（２．５ＹＲ６/８）（径２㎜）１％未満
白色の腐植礫（径２～６㎜）１％

４ 明黄褐色（１０ＹＲ６/６）
炭化物（径２～２０㎜）１０％
焼土ブロック（２．５ＹＲ６/８）（径５～１５㎜）３％
地山ブロック（１０ＹＲ７/６）（径３～５㎜）南側壁面で５％混入。
＊２～４層は天井部崩落土であり、壁面より色調がやや暗め。
＊混入する焼土ブロックは砂質地山で底面（Ｘ層）と同じ。
＊５～７層は操業面覆土であり、中から径２０～３０㎜程の炭化角
材がまとまって検出。
検出範囲はＳＰ．Ｃ－Ｄ～ＳＰ．Ｅ－Ｆの間。

Ｇ
ＲＰ４

ＨＲＰ５
ＲＰ６

Ｊ Ｉ

Ｇ－Ｈ
１ 黒色（１０ＹＲ１．７/１）

粘性 弱 しまり 強
白色粒子（径１㎜未満）１％
下底部に黒褐色土（７．５ＹＲ３/２）が斑状に混入。
根による撹乱あり。
土器片出土

２ にぶい黄褐色（１０ＹＲ４/３）
粘性 中 しまり 強
炭化材（径２～４０㎜）１０％
焼土粒子（２．５ＹＲ６/８）（径２㎜）１％未満
腐植礫（径５～１０㎜）若干混入。

３ 黒褐色（１０ＹＲ３/２）
粘性 中 しまり 強
炭化材（径１０～４０㎜）１０％
腐植礫（径５㎜）若干混入。
白色粒子（径１㎜未満）１％

４ 灰黄色（１０ＹＲ４/２）
粘性 弱 しまり 強
粘質土がベースだが、砂粒が多く混入する。
炭化材（径１～５０㎜）１０％
焼土ブロック（２．５ＹＲ６/８）（径２～４０㎜）３％

５ 明黄褐色（１０ＹＲ７/６）と２、３層の混合土
粘性 中 しまり 強
炭化材（径２～３０㎜）３％
焼土ブロック（２．５ＹＲ６/８）（径５～１０㎜）１％
壁面崩落土

Ｈ４２．２０�Ｇ

ＤＣ

１３
５２

４
５

Ｅ Ｆ

０ ２�

第１０１図 検出遺構（ＳＷ①）

第５節 その他の出土遺物
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ＳＷ７１Ｃ

Ｃ

ＳＷ３９

４

１

Ａ Ｂ

ＢＡ２
５

４３
．７０
�３

Ａ ４３．６０� Ｂ

Ｄ

２ １

Ｄ

３ Ｂ４ Ａ ４３．６０�
４

５
１

ＳＷ３９
１ 黒色（１０ＹＲ１．７/１）

粘性 弱 しまり 強
炭化物（径２㎜）１％

２ にぶい黄褐色（１０ＹＲ４/３）
粘性 なし しまり 強
炭化物（径２～１０㎜）３％

３ にぶい黄褐色（１０ＹＲ４/３）
粘性 なし しまり 強
炭化物（径２～７㎜）５％
焼土粒子（２．５ＹＲ７/８）（径３㎜）
中央部にて白色粘土（１０ＹＲ７/１）と混合。

４ にぶい黄褐色（１０ＹＲ５/４）
粘性 弱 しまり 強
炭化物（径２～５㎜）５％
焼土粒子（２．５ＹＲ７/８）（径３㎜）３％
地山粒子（１０ＹＲ７/６）３％
＊これらが均等化された混合土。

５ 炭層
粘性 なし しまり 中
焼土粒子（２．５ＹＲ７/８）（径２～１０㎜）３％

２ ５

６
ＳＷ７１
１ 暗灰黄色（２．５Ｙ４/２）

粘性 中 しまり 中
炭化物（径２～５㎜）５％
地山ブロック（２．５Ｙ７/６）（径５～１０㎜）１％
黄色粒子（２．５ＹＲ８/６）（径１㎜）１％未満

２ にぶい黄橙色（１０ＹＲ６/４）
粘性 中 しまり 強
炭化物（径２～５㎜）３％
焼土粒子（２．５ＹＲ６/８）（径１㎜）１％未満
砂利若干混入
地山質
遺跡の立地する土地は黒色土の発達が弱く、このため伏
せ焼き窯の伏せ土は地山土を用いていると考えられる。

３ にぶい黄褐色（１０ＹＲ４/３）
粘性 中 しまり 強
炭化物（径２～５㎜）５％
地山粒子（２．５ＹＲ６/８）（径２～４㎜）１％
２層と同じく地山質だが、色調がより暗い。５層が上へ
浸透した結果なのか？

４ 黒色（１０ＹＲ１．７/１）
粘性 なし しまり なし
炭層
焼土ブロック（２．５ＹＲ７/８）（径２～１０㎜）５％
本来５層と同じだが、木の根による撹乱を受けている。

５ 黒色（１０ＹＲ１．７/１）
粘性 なし しまり なし
炭層
２層との層理面に２層がブロック状（径５～６㎜）に１
％。根による撹乱か？
下層に焼土粒子（２．５ＹＲ７/８）（径２～５㎜）１％未満

６ にぶい黄橙色（１０ＹＲ７/４）
粘性 中 しまり 中
壁面崩落土ＳＷ１０５

ＳＷ１９７

ＢＡ
ＢＡ

ＳＤ４２

ＢＡ ４５．２０�

ＢＡ ４３．９０�
１ ２ ６４１

７
８３２ ６ ３ ５４５ ９

７
８ ＳＷ１９７

１ 黒褐色（１０ＹＲ３/２）と明黄褐色
（１０ＹＲ６/６）の混合土
粘性 弱 しまり 強
炭化物（径１～３㎜）１％

２ 黒色（１０ＹＲ２/１）炭層②
粘性 弱 しまり 強

３ 暗褐色（７．５ＹＲ３/４）
粘性 弱 しまり 強
シルト質 焼土面

４ にぶい黄褐色（１０ＹＲ５/３）
粘性 中 しまり 強
炭化物（径１～２㎜）１％未満
焼土粒子（径１～２㎜）１％未満

５ にぶい黄褐色（１０ＹＲ４/３）
粘性 中 しまり 強
炭化物（径１～４㎜）２％

６ にぶい黄橙色（１０ＹＲ６/４）
粘性 強 しまり 強
炭化物（径２～５㎜）１％

７ 黒色（２．１Ｙ２/１）
粘性 強 しまり 中
炭化物（径１～２㎜）５％
焼土粒子（径１～２㎜）１％
地山粒子（１０ＹＲ６/６）（径１
～１０㎜）３％

８ 黒褐色（１０ＹＲ３/２）炭層①
粘性 弱 しまり 強

ＳＷ１０５
１ 暗褐色（１０ＹＲ３/４）

粘性 中 しまり 中
２ 灰黄褐色（１０ＹＲ４/２）

粘性 中 しまり 中
地山（１０ＹＲ５/６）（径２～２０
㎜）が斑状に１～２％。

３ にぶい黄褐色（１０ＹＲ４/３）
粘性 中 しまり 中

４ 黒褐色（１０ＹＲ２/２）
粘性 中 しまり 中
炭層
地山（１０ＹＲ５/６）（径１～８
㎜）が斑状に１％。

５ 黄褐色（１０ＹＲ５/６）
粘性 中 しまり 中
壁面崩落土

６ 褐色（１０ＹＲ４/４）
粘性 中 しまり 中
炭化物（径１～１０㎜）がパッ
チ状に５％。
地山質

７ 黒褐色（１０ＹＲ３/２）
粘性 中 しまり 中
炭化物（径１～８㎜）がパッ
チ状に５％。
炭層

８ 炭層
焼 土（７．５ＹＲ４/３）（径２～
４０㎜）３％
地山（１０ＹＲ５/６）（径２～２０
㎜）がパッチ状に３％。

９ 灰黄褐色（１０ＹＲ４/２）
粘性 中 しまり 中
炭化物（径１～５㎜）がパッ
チ状に３％。
特に６層との層理面に炭化物
が集中する箇所あり。

０ ２�

第１０２図 検出遺構（ＳＷ②）

第４章 調査の記録
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ＳＷ２０９

ＣＣ

ＳＷ２１０

５

２

Ａ Ｂ

１

ＢＡ４

Ａ Ｂ４４．００�ＤＤ

１

Ｂ １４４．３０� ２Ａ
２３ ４ＳＷ２１０

１ 黒褐色（１０ＹＲ２/２）
粘性 中 しまり 中
黒色土（１０ＹＲ１．７/１）（径１～１５㎜）が斑状に１０％。
特に中央と上部に多い。

２ 黒褐色（１０ＹＲ３/２）
粘性 中 しまり 中
黒褐色土（１０ＹＲ２/３）（径１～５㎜）が斑状に３％。
褐色土（１０ＹＲ４/４）（径２～１５㎜）が斑状に５％。

３ 褐色（１０ＹＲ４/４）
粘性 中 しまり 中
黒褐色土（１０ＹＲ３/１）（径２～２０㎜）が斑状に２０％。
地山ブロック（１０ＹＲ６/６）（径２０～４０㎜）５％。

４ 赤褐色（２．５ＹＲ４/８）
粘性 中 しまり 中
暗褐色土（１０ＹＲ３/３）（径２～５㎜）が斑状に３０％。
特に３層との境界面に多い。覆土ではなく壁面の可能性あり。

５ 黒色（１０ＹＲ１．７/１）
粘性 中 しまり 弱
黒褐色土（１０ＹＲ３/２）（径２～２０㎜）が斑状に２０％
特に東側に多い。
炭層

５ＳＷ２０９
１ 黒褐色（１０ＹＲ２/１）

粘性 弱 しまり 中
地山ブロック（１０ＹＲ６/４）（径２～
５㎜）３％
東側にいく程地山が混入。

２ 黒褐色（１０ＹＲ３/２）
粘性 中 しまり 中
東側にいく程（１０ＹＲ５/４）が混入。
西側のほうが暗い。

３ 褐色（１０ＹＲ４/４）
粘性 中 しまり 中
東側にいく程（１０ＹＲ５/４）が混入。
西側のほうが暗い。

４ 黒褐色（１０ＹＲ２/２）
粘性 中 しまり 中
西側は下半分に地山（１０ＹＲ６/６）
が混入。
炭層

５ 褐色（１０ＹＲ４/４）
粘性 中 しまり 強
炭化物（径１～２㎜）１％未満
西側は（１０ＹＲ６/６）が混入。

５ １
２３

４

ＳＷ２２２ Ｄ

Ｄ

４３
．７
０
�

ＳＮ１８９２

ＢＡ
ＢＡ

１

Ｂ４４．８０�Ａ
１

ＳＮ１８９
暗褐色（１０ＹＲ３/４）
粘性 中
しまり 中
地山ブロック（径１～１５㎜）３０％
炭化物（径１～５㎜）１０％
Ⅳ層が被熱している。

Ｃ

Ｃ

ＢＡ ４３．７０�

１ ＳＷ２２２
１ 黒褐色（１０ＹＲ３/２）

粘性 中
しまり 強
炭化物（径１～５㎜）３％
地山ブロック（１０ＹＲ７/６）（径１～３０㎜）２０％

２ 黒色（Ｎ１．５/０）
粘性 中
しまり 中
炭化物（径１～１０㎜）１０％
２層下底部に被熱した部分がみられる。

３ にぶい黄橙色（１０ＹＲ６/４）
粘性 中
しまり 強
炭化物（径１～３㎜）２％

３
２

０ ２�

第１０３図 検出遺構（ＳＷ③）

第５節 その他の出土遺物
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第１０４図 出土遺物（土師器・須恵器）

第４章 調査の記録
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第１０５図 出土遺物（須恵器）

第５節 その他の出土遺物
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０ １０㎝

第１０６図 出土遺物（須恵器・石製品）
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土 色 上端径（㎝） 下端径（㎝） 深さ（㎝） 底面標高（�） 備 考
ＳＫＰ１ １．１０ＹＲ３/２ ６３ ５７ ５ ４４．３

ＳＫＰ２ １．１０ＹＲ２/１２．１０ＹＲ２/２
３．１０ＹＲ３/２ ５０ ４１ ２６ ４３．０６

ＳＫＰ４ １．１０ＹＲ３/２ ３５ ２６ １３ ４１．７７

ＳＫＰ６ １．１０ＹＲ３/２２．１０ＹＲ３/３
３．１０ＹＲ５/３ ３３ １４ １８ ４２．３１

ＳＫＰ７ ※ ３５ １０ ２４ ４２．６１

ＳＫＰ８ １．１０ＹＲ５/６
２．１０ＹＲ５/６ ３９ １５ ２８ ４２．５２

ＳＫＰ９ １．１０ＹＲ２/１ ２６ １４ ３１ ４２．５
ＳＫＰ１５ １．１０ＹＲ３/２ ２４ １３ １２ ４２
ＳＫＰ１６ １．１０ＹＲ３/２ ２５ １０ １１ ４１．９６

ＳＫＰ１７ １．１０ＹＲ３/２
２．１０ＹＲ４/２ ４１ １５ １５ ４１．６７

ＳＫＰ１８ １．１０ＹＲ５/８ ３１ ２３ ８ ４２．３４
ＳＫＰ２１ １．１０ＹＲ４/３ ５０ ４２ ５ ４３．２３
ＳＫＰ２６ １．１０ＹＲ３/２ ２８ ８ １３ ４２．７２
ＳＫＰ２８ １．１０ＹＲ３/２ ２８ １８ １０ ４２．７１

ＳＫＰ２９ １．１０ＹＲ４/３
２．７．５ＹＲ５/６ ４１ １７ ３４ ４３．１９

ＳＫＰ３８ １．１０ＹＲ２/２
２．１０ＹＲ３/２ ４０ ２６ １８ ４２．０３

ＳＫＰ５５ １．１０ＹＲ５/８
２．１０ＹＲ５/６ ３１ １９ １５ ４２．５７５

ＳＫＰ６８ １．１０ＹＲ４/４ １８ １１ ４ ４３．９
ＳＫＰ７０ １．１０ＹＲ５/４ ２６ １７ ４ ４４．１１

ＳＫＰ７９ １．１０ＹＲ５/４
２．１０ＹＲ６/４ ２７ ２３ １０ ４３．８８

ＳＫＰ９５ １．１０ＹＲ４/３ ４６ ４１ ８ ４３．６６８ 拳大円礫出土
ＳＫＰ１０２ １．１０ＹＲ３/３ ４６ ２６ ２３ ４２．０８

ＳＫＰ１０３ １．１０ＹＲ５/４２．１０ＹＲ５/４
３．１０ＹＲ４/４４．１０ＹＲ５/６ ３６ ２２ ３５ ４３．０８１ 土師器坏片出土

ＳＫＰ１０４ １．１０ＹＲ３/２
２．１０ＹＲ３/３ ３０ １０ ２５ ４４．２７

ＳＫＰ１２５ １．１０ＹＲ３/２ ３０ １８ ２０ ４４．８８

ＳＫＰ１４１ １．１０ＹＲ２/３
２．１０ＹＲ３/３ ２５ ２４ ２１ ４３．９５２

ＳＫＰ１４４ １．１０ＹＲ３/２ ３７ １２ ３１ ４４．４５
ＳＫＰ１４６ １．１０ＹＲ３/２ ２４ １５ ２３ ４４．６８

ＳＫＰ１４８ １．１０ＹＲ３/３
２．１０ＹＲ４/３ ２７ １４ １４ ４４．０３

ＳＫＰ１５１ １．１０ＹＲ３/４
２．１０ＹＲ６/６ ３８ ２０ ３９ ４３．２２ 土師器坏片出土

ＳＫＰ１５４ １．１０ＹＲ３/４ ２９ ２３ ２１ ４３．１８
ＳＫＰ１５９ ３．１０ＹＲ３/４ ３１ ２２ ８ ４４．５４

ＳＫＰ１６１ １．１０ＹＲ２/１
２．１０ＹＲ５/４ ４６ ３３ ４２ ４４．３２

ＳＫＰ１６９ １．１０ＹＲ５/４ ２０ １７ ９ ４４．１５９

ＳＫＰ１７２ １．１０ＹＲ４/４
２．１０ＹＲ５/４ ２４ ２２ ３３ ４４．０１７

ＳＫＰ１７８ １．１０ＹＲ４/３・１０ＹＲ５/６ ３４ ２４ ２８ ４３．８０８
ＳＫＰ１８１ １．１０ＹＲ４/４ ３０ ２６ ２４ ４４．１２７

ＳＫＰ１８２ １．１０ＹＲ３/２２．１０ＹＲ２/２
３．１０ＹＲ５/４ ５０ ２２ ３２ ４４．３４１

ＳＫＰ１８３ １．１０ＹＲ３/２２．１０ＹＲ５/６
３．１０ＹＲ５/４ ５３ ２２ ２７ ４４．３２６

ＳＫＰ１８８ １．１０ＹＲ３/２ ４８ ４２ ６ ４４．６６

ＳＫＰ１９１ １．１０ＹＲ３/２
２．１０ＹＲ５/４ ２６ ２０ １９ ４４．４８

ＳＫＰ１９６ １．１０ＹＲ３/２ ２８ １８ １５ ４４．４２
ＳＫＰ１９８ １．１０ＹＲ３/２ ２７ ２２ １６ ４４．４５

第７表 柱穴様ピット一覧表①

第５節 その他の出土遺物

―１４３―



土 色 上端径（㎝） 下端径（㎝） 深さ（㎝） 底面標高（�） 備 考

ＳＫＰ２０１
１．１０ＹＲ３/２
２．１０ＹＲ４/３

３１ ２１ ３８ ４４．２３

ＳＫＰ２０５
１．１０ＹＲ２/２２．１０ＹＲ５/６

３．１０ＹＲ５/８
４４ ３０ ３２ ４３．８４７

ＳＫＰ２０６
１．１０ＹＲ４/３
２．１０ＹＲ５/８

３４ ２６ ２０ ４３．９４６

ＳＫＰ２０７
１．１０ＹＲ５/４
２．１０ＹＲ５/８

２２ １２ ８ ４４．０３２

ＳＫＰ２０８ １．１０ＹＲ５/８ ２０ １７ ９ ４４．０３１

ＳＫＰ２１２
１．１０ＹＲ４/３
２．２．５Ｙ４/２

２８ ２３ ４５ ４４．０９ 土師器杯片出土

ＳＫＰ２２３ １．１０ＹＲ５/４ ３３ １６ ３８ ４３．１５６
ＳＫＰ２２４ １．１０ＹＲ３/２ ３４ ２２ ９ ４３．４６７
ＳＫＰ２２５ １．１０ＹＲ４/３ ２６ ２３ １５ ４４．２４

ＳＫＰ２３１
１．１０ＹＲ３/２２．１０ＹＲ５/６
３．１０ＹＲ４/３４．１０ＹＲ７/６

３４ １８ ５６ ４３．７５

ＳＫＰ２３６ １．１０ＹＲ５/４ ３６ ３２ ４４ ４３．０５４

ＳＫＰ２３８
１．１０ＹＲ２/１
２．１０ＹＲ４/３

１８ １４ ２７ ４４．２２

ＳＫＰ２４０
１．１０ＹＲ５/６
２．１０ＹＲ６/８

４１ ３２ ９ ４３．６

ＳＫＰ２４１ １．１０ＹＲ５/８ ２９ ２０ ４ ４３．７８
ＳＫＰ２４２ １．１０ＹＲ７/６ ３１ ２５ ４ ４３．７８
ＳＫＰ２４３ １．１０ＹＲ６/８ ３７ ３１ ２５ ４３．５６
ＳＫＰ２４４ １．１０ＹＲ５/６ ２４ １７ １４ ４３．５８
ＳＫＰ２４７ １．１０ＹＲ５/６ ２１ １６ １１ ４３．５８
ＳＫＰ２４９ １．１０ＹＲ５/６ ３６ ３１ １２ ４３．６１
ＳＫＰ２５０ １．１０ＹＲ５/４ ３４ ２５ ６ ４３．６６ 土師器坏片出土
ＳＫＰ２５１ １．１０ＹＲ５/６ ２４ １９ １１ ４３．５９
ＳＫＰ２５２ １．１０ＹＲ５/６ ２６ ２２ ６ ４３．６１
ＳＫＰ２５３ １．１０ＹＲ５/６ ４１ ３５ ９ ４３．５６
ＳＫＰ２５５ １．１０ＹＲ５/６ ２４ １８ １７ ４３．３９
ＳＫＰ２５８ １．１０ＹＲ５/６ ２７ ２１ １８ ４３．４３
ＳＫＰ２５９ １．１０ＹＲ５/６ ２２ １７ ９ ４３．３７
ＳＫＰ２６６ １．１０ＹＲ４/４ ３１ ２７ ８ ４２．４５
ＳＫＰ２６７ １．１０ＹＲ４/４ ２４ １９ ７ ４３．４
ＳＫＰ２６８ １．１０ＹＲ３/２ ２２ １６ １０ ４３．２１
ＳＫＰ２６９ １．１０ＹＲ５/６ ２２ １８ ７ ４４．３２５
ＳＫＰ２７０ １．１０ＹＲ５/６ ４５ ３９ １０ ４４．３７８
ＳＫＰ２７１ １．１０ＹＲ６/６ ３０ ２６ １０ ４４．３１２

ＳＫＰ２７２
１．１０ＹＲ５/４
２．１０ＹＲ７/６

３６ ２３ ５２ ４４．０４９

ＳＫＰ２７３ １．１０ＹＲ６/６ ２２ １９ １８ ４４．４７７
ＳＫＰ２７４ １．１０ＹＲ７/４ ３５ ３１ ９ ４４．４５５
ＳＫＰ２７５ １．１０ＹＲ４/４ ２６ １９ ３９ ４４．１
ＳＫＰ２７６ １．１０ＹＲ６/６ ３２ ２７ ７ ４４．４０５
ＳＫＰ２７７ １．１０ＹＲ４/４ ３１ １８ １７ ４４．３８２
ＳＫＰ２７８ １．１０ＹＲ６/６ ５８ ５１ １０ ４４．４２８
ＳＫＰ２７９ １．１０ＹＲ６/６ ２４ ２０ ５ ４４．４５９
ＳＫＰ２８０ １．１０ＹＲ６/６ ３０ ２７ １０ ４４．３２７
ＳＫＰ２８２ １．１０ＹＲ５/６ ３０ ８ ２３ ４４．０５
ＳＫＰ２８４ １．１０ＹＲ３/４ ２６ １９ ５１ ４３．７８
ＳＫＰ２８５ １．１０ＹＲ４/３２．１０ＹＲ４/４ ２０ １５ ２６ ４４．２６
ＳＫＰ２９２ １．１０ＹＲ３/２ ３９ ３２ ２０ ４４．６８
ＳＫＰ２９３ １．１０ＹＲ３/２ ３６ ３４ １９ ４４．７２
ＳＫＰ２９４ １．１０ＹＲ５/６ ３０ ２８ １６ ４４．１６１

第８表 柱穴様ピット一覧表②

第４章 調査の記録
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土 色 上端径（㎝） 下端径（㎝） 深さ（㎝） 底面標高（�） 備 考

ＳＫＰ２９４ １．１０ＹＲ５/６ ３３ ３０ １７ ４４．１６５ 軽石製品出土

ＳＫＰ３０２
１．１０ＹＲ５/２２．１０ＹＲ５/４

３．１０ＹＲ７/６
３２ １５ ５９ ４３．５９

ＳＫＰ３０３ １．１０ＹＲ５/６ ２８ ２２ ２２ ４２．８８７ 土師器坏片出土

ＳＫＰ３０４ １．１０ＹＲ６/６ ３０ ２２ ２４ ４３．９９９

ＳＫＰ３０５ １．１０ＹＲ４/３２．１０ＹＲ４/４ ３５ ２５ ２１ ４４．３２

ＳＫＰ３０６ １．１０ＹＲ４/３ ２６ ２４ ３２ ４４．３

ＳＫＰ３０７ １．１０ＹＲ４/４ ２６ ２２ ３６ ４３．６６

ＳＫＰ３０８
１．１０ＹＲ３/２２．１０ＹＲ５/６

・１０ＹＲ４/３・
１０ＹＲ３/２３．１０ＹＲ３/２

２７ １９ ４７ ４３．２

ＳＫＰ３１１ １．１０ＹＲ３/２２．１０ＹＲ７/６ ３４ ２２ ３８ ４２．９５

ＳＫＰ３１２ １．１０ＹＲ３/２ ４６ ４０ ６ ４３．２９５

ＳＫＰ３１３ １．１０ＹＲ３/２ １６ １２ ８ ４３．２５５

ＳＫＰ３２２ １．１０ＹＲ５/６ ３３ ２２ ４３ ４３．４１

ＳＫＰ３２４ １．１０ＹＲ３/２ ３５ ２８ ２０ ４４．７１

ＳＫＰ３２８ １．１０ＹＲ４/３ ２８ ２４ ２７ ４４．１９

ＳＫＰ３２９ １．１０ＹＲ５/６ ３２ ２５ １１ ４４．３３

ＳＫＰ３３０ １．１０ＹＲ４/４ ２６ ２２ １３ ４４．３２

ＳＫＰ３３９ １．１０ＹＲ５/６ ４０ ３７ ２５ ４４．１２

ＳＫＰ３４０ １．１０ＹＲ４/４２．１０ＹＲ５/６ ２４ ２０ １０ ４４．２７

ＳＫＰ３４１
１．１０ＹＲ４/３２．１０ＹＲ４/４

３．１０ＹＲ５/６
３９ ２９ ５６ ４３．７８ 拳大円礫出土

ＳＫＰ３４２ １．１０ＹＲ４/３ ３９ ３０ ２５ ４４．１６ 内外面黒色処理の土師器坏出土

ＳＫＰ３４３ １．１０ＹＲ４/４ ２６ ２０ ２４ ４４．２２

ＳＫＰ３４４ １．１０ＹＲ５/６ ２６ ２２ １１ ４４．２４

ＳＫＰ３４５ １．１０ＹＲ５/６ ３１ ２８ ２８ ４４．３６

ＳＫＰ３４６ １．１０ＹＲ４/４２．１０ＹＲ５/６ ２６ ２２ ２４ ４４．５１

ＳＫＰ３４７ １．１０ＹＲ４/３ ２４ ２０ ２０ ４４．５

ＳＫＰ３４９ １．１０ＹＲ４/３ ２４ １８ ２６ ４３．５３

ＳＫＰ３５０ １．１０ＹＲ５/６ １９ ８ １１ ４４．０８

ＳＫＰ３５１ １．１０ＹＲ５/６２．１０ＹＲ５/６ ３７ ２６ １２ ４４．０７

ＳＫＰ３５４ １．１０ＹＲ４/３２．１０ＹＲ５/６ ３７ ３３ ２４ ４４．２３

ＳＫＰ３５５ １．１０ＹＲ４/３２．１０ＹＲ５/６ ２１ １８ １７ ４４．３５

ＳＫＰ３５７ １．１０ＹＲ５/８ ５２ ２４ ３２ ４４．２

ＳＫＰ３５８ １．１０ＹＲ５/６ ２８ １７ １５ ４３．７４１

ＳＫＰ３５９ １．１０ＹＲ６/６２．１０ＹＲ３/３ ３７ ３２ ９ ４４．０７

ＳＫＰ３６０ １．１０ＹＲ４/４ ２４ １８ ２０ ４３．９５

ＳＫＰ３６１
１．１０ＹＲ３/３・１０ＹＲ２/２
２．１０ＹＲ３/３・１０ＹＲ４/４

６６ ６１ １７ ４３．９４

ＳＫＰ３６２ １．１０ＹＲ４/４ ３１ ２０ ２５ ４３．７６

ＳＫＰ３６３ １．１０ＹＲ３/３・１０ＹＲ５/４ ４０ ３３ ４４ ４３．０５

ＳＫＰ３６７ １．１０ＹＲ３/４２．１０ＹＲ５/４ ２９ １５ ５２ ４３．７

ＳＫＰ３６８ １．１０ＹＲ４/４２．１０ＹＲ３/３ ４０ ３２ ３７ ４３．４

ＳＫＰ３６９ １．１０ＹＲ２/２ ２６ １５ ４４ ４３．３４

ＳＫＰ３７０ １．１０ＹＲ３/３・１０ＹＲ４/４ ４６ ２６ ４５ ４３．１８

ＳＫＰ３７１ １．１０ＹＲ３/３ ２４ １５ ３５ ４３．４４

ＳＫＰ３７２ １．１０ＹＲ３/３・１０ＹＲ５/４ ２９ １７ ４８ ４３．１８

第９表 柱穴様ピット一覧表③

第５節 その他の出土遺物
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土 色 上端径（㎝） 下端径（㎝） 深さ（㎝） 底面標高（�） 備 考

ＳＫＰ３７３ １．１０ＹＲ５/４ ２６ ２０ ２４ ４３．９３

ＳＫＰ３７４ １．１０ＹＲ５/６ １４ １０ １４ ４３．９９

ＳＫＰ３７５ １．１０ＹＲ５/６ ２６ ２１ １５ ４４．１７

ＳＫＰ３７６ １．１０ＹＲ４/４２．１０ＹＲ４/３ ２６ １８ ２７ ４４．０７

ＳＫＰ３７９ １．１０ＹＲ５/６２．１０ＹＲ５/６ ２４ １８ ２２ ４３．６２８ 土師器坏片出土

ＳＫＰ３８０ １．１０ＹＲ５/６２．１０ＹＲ５/６ ２０ １４ １５ ４４．１３

ＳＫＰ３８２ １．１０ＹＲ４/４ １９ １４ １５ ４４．３６

ＳＫＰ３８４ １．１０ＹＲ５/４ ２６ ２１ ２２ ４３．８７５

ＳＫＰ３８８ １．１０ＹＲ５/４ ４４ ３９ ２０ ４３．７５

ＳＫＰ３９１ １．１０ＹＲ５/４ ４８ ４３ １５ ４３．８４

ＳＫＰ３９２ １．１０ＹＲ５/６ ２５ ２２ ８ ４３．９２ 土師器坏片出土

ＳＫＰ３９３ １．１０ＹＲ３/３ ３２ ２４ １７ ４４．０２

ＳＫＰ３９４ １．１０ＹＲ５/４ ４０ ３４ １５ ４３．９４

ＳＫＰ３９５ １．１０ＹＲ５/４ ３４ ２７ １６ ４３．８８

ＳＫＰ３９６ １．１０ＹＲ５/４ ２６ ２４ １８ ４３．８８

ＳＫＰ３９７ １．１０ＹＲ５/４ ２７ ２２ １７ ４３．９５

ＳＫＰ３９８ １．１０ＹＲ５/４ ３５ ３１ ９ ４３．８１

ＳＫＰ３９９ １．１０ＹＲ５/４ ５４ ４３ １８ ４３．８５

ＳＫＰ４００ １．１０ＹＲ５/６・１０ＹＲ４/４ ６１ ５６ ９ ４３．９５

ＳＫＰ４０２ １．１０ＹＲ５/６ ２８ ２０ １０ ４４．１

ＳＫＰ４０５ １．１０ＹＲ５/６・１０ＹＲ４/４ ３５ ２５ １７ ４４．１６

ＳＫＰ４０６ １．１０ＹＲ５/６ ４１ ４０ １５ ４４．１６

ＳＫＰ４０９ １．１０ＹＲ５/６ ２６ ２０ ９ ４４

ＳＫＰ４１２ １．１０ＹＲ５/６・１０ＹＲ４/４ ３５ ２６ １４ ４３．８３

ＳＫＰ４１５ １．１０ＹＲ５/６ ４８ ４４ １８ ４３．７６

ＳＫＰ４１６ １．１０ＹＲ４/４ ２８ ２１ １０ ４３．７６

ＳＫＰ４１８ １．１０ＹＲ５/４ ２４ ２１ ２１ ４３．７９

ＳＫＰ４２３ １．１０ＹＲ４/２ ２４ １６ ８ ４３．９

ＳＫＰ４２４ １．１０ＹＲ３/３ ５５ ２７ ４１ ４３．４８

ＳＫＰ４２６ １．１０ＹＲ５/４ ２８ ２１ １５ ４３．９６

ＳＫＰ４２８ １．１０ＹＲ５/４・１０ＹＲ４/４ ３８ ３２ ２０ ４３．８２３

ＳＫＰ４２９ １．１０ＹＲ５/６・１０ＹＲ５/４ ３３ ２８ ３６ ４３．５８７

ＳＫＰ４３０ １．１０ＹＲ５/６ ３０ ２１ ３１ ４３．６０６

ＳＫＰ４３１ １．１０ＹＲ４/４２．１０ＹＲ５/６ ２７ ２２ １０ ４３．０７

ＳＫＰ４３４ １．１０ＹＲ４/４ ４２ ２４ ３０ ４３．９８

ＳＫＰ４３７ １．１０ＹＲ５/６２．１０ＹＲ６/４ ４４ ２０ ２５ ４３．９３６

ＳＫＰ４４０ １．１０ＹＲ６/６ ２２ １７ ２９ ４４．０６

ＳＫＰ４４１ １．１０ＹＲ４/３ ３２ ２６ ２５ ４３．９７

ＳＫＰ４４２ １．１０ＹＲ３/２ ３７ ２８ １６ ４２．６２

ＳＫＰ４４３ １．１０ＹＲ３/３ ２６ ２０ １３ ４２．７５

ＳＫＰ４４４ １．１０ＹＲ４/３ ２９ ２４ ３２ ４２．７

ＳＫＰ４４５ １．１０ＹＲ３/３ ２４ １７ １８ ４２．６８

ＳＫＰ４４６ １．１０ＹＲ５/６ ３２ １７ ２６ ４１．８４

ＳＫＰ４４７ １．１０ＹＲ３/１ ３４ ２７ ４０ ４１．８４

ＳＫＰ４４８ １．１０ＹＲ４/３ ２０ １６ ７ ４４

ＳＫＰ４５０ １．１０ＹＲ６/６ ２２ １３ ２４ ４２．０８

ＳＫＰ４５３ １．１０ＹＲ３/３ ３７ ３２ １４ ４３．８６

ＳＫＰ４５４ １．１０ＹＲ３/３ ３５ ２９ １２ ４４．０６

第１０表 柱穴様ピット一覧表④

第４章 調査の記録
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第５章 自然科学分析

第１節 放射性炭素年代測定
山形秀樹（パレオ・ラボ）

１．はじめに

縄手下遺跡より検出された炭化材の加速器質量分析法（ＡＭＳ法）による放射性炭素年代測定を実

施した。

２．試料と方法

試料は、ＳＷ１９から採取した炭化材２点、ＳＷ７１から採取した炭化材１点、ＳＤ８１から採取した炭

化材１点、ＳＫＴ９１から採取した炭化材１点の併せて５点である。なお、ＳＷ１９とＳＷ７１の試料３点

は、年輪の外側部分を採取して用いた。

これら試料は、酸・アルカリ・酸洗浄を施して不純物を除去し、石墨（グラファイト）に調整した後、

加速器質量分析計（ＡＭＳ）にて測定した。測定した１４Ｃ濃度について同位体分別効果の補正を行なっ

た後、補正した１４Ｃ濃度を用いて１４Ｃ年代を算出した。

３．結果

表１に、各試料の同位体分別効果の補正値（基準値－２５．０‰）、同位体分別効果による測定誤差を

補正した１４Ｃ年代、１４Ｃ年代を暦年代に較正した年代を示す。
１４Ｃ年代値（ｙｒＢＰ）の算出は、１４Ｃの半減期としてＬｉｂｂｙの半減期５，５６８年を使用した。また、付記

した１４Ｃ年代誤差（±１σ）は、計数値の標準偏差σに基づいて算出し、標準偏差（Ｏｎｅｓｉｇｍａ）に

相当する年代である。これは、試料の１４Ｃ年代が、その１４Ｃ年代誤差範囲内に入る確率が６８％であるこ

とを意味する。

なお、暦年代較正の詳細は、以下の通りである。

暦年代較正

暦年代較正とは、大気中の１４Ｃ濃度が一定で半減期が５，５６８年として算出された１４Ｃ年代に対し、過

去の宇宙線強度や地球磁場の変動による大気中の１４Ｃ濃度の変動、および半減期の違い（１４Ｃの半減期

５，７３０±４０年）を較正し、より正確な年代を求めるために、１４Ｃ年代を暦年代に変換することである。

具体的には、年代既知の樹木年輪の詳細な測定値を用い、さらに珊瑚のＵ－Ｔｈ年代と１４Ｃ年代の比

較、および海成堆積物中の縞状の堆積構造を用いて１４Ｃ年代と暦年代の関係を調べたデータにより、

較正曲線を作成し、これを用いて１４Ｃ年代を暦年代に較正した年代を算出する。
１４Ｃ年代を暦年代に較正した年代の算出にＣＡＬＩＢ４．３（ＣＡＬＩＢ３．０のバージョンアップ版）を使用

した。なお、暦年代較正値は１４Ｃ年代値に対応する較正曲線上の暦年代値であり、１σ暦年代範囲は

プログラム中の確率法を使用して算出された１４Ｃ年代誤差に相当する暦年代範囲である。カッコ内の

百分率の値はその１σ暦年代範囲の確からしさを示す確率であり、１０％未満についてはその表示を省
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略した。１σ暦年代範囲のうち、その確からしさの確率が最も高い年代範囲については、表中に下線

で示した。

４．考察

各試料は、同位体分別効果の補正および暦年代較正を行なった。暦年代較正した１σ暦年代範囲の

うち、その確からしさの確率が最も高い年代範囲に注目すると、それぞれより確かな年代値の範囲と

して示された。

引用文献

中村俊夫（２０００）放射性炭素年代測定法の基礎．日本先史時代の１４Ｃ年代、ｐ．３－２０．

Ｓｔｕｉｖｅｒ，Ｍ．ａｎｄ Ｒｅｉｍｅｒ，Ｐ．Ｊ．（１９９３）Ｅｘｔｅｎｄｅｄ １４Ｃ Ｄａｔａｂａｓｅ ａｎｄ Ｒｅｖｉｓｅｄ ＣＡＬＩＢ３．０１４Ｃ Ａｇｅ Ｃａｌｉｂｒａｔｉｏｎ

Ｐｒｏｇｒａｍ，Ｒａｄｉｏｃａｒｂｏｎ，３５，ｐ．２１５－２３０．

Ｓｔｕｉｖｅｒ，Ｍ．，Ｒｅｉｍｅｒ，Ｐ．Ｊ．，Ｂａｒｄ，Ｅ．，Ｂｅｃｋ，Ｊ．Ｗ．，Ｂｕｒｒ，Ｇ．Ｓ．，Ｈｕｇｈｅｎ，Ｋ．Ａ．，Ｋｒｏｍｅｒ，Ｂ．，ＭｃＣｏｒｍａｃ，

Ｆ．Ｇ．，ｖ．ｄ．Ｐｌｉｃｈｔ，Ｊ．，ａｎｄ Ｓｐｕｒｋ，Ｍ．（１９９８）ＩＮＴＣＡＬ９８Ｒａｄｉｏｃａｒｂｏｎ Ａｇｅ Ｃａｌｉｂｒａｔｉｏｎ，２４，０００－０ｃａｌ ＢＰ，

Ｒａｄｉｏｃａｒｂｏｎ，４０，ｐ．１０４１－１０８３．

測定番号
（測定法）

試料データ
δ１３Ｃ
（‰）

１４Ｃ年代
（ｙｒＢＰ±１σ）

１４Ｃ年代を暦年代に較正した年代

暦年代較正値 １σ暦年代範囲

ＰＬＤ－２５２１
（ＡＭＳ）

炭化材
ＳＷ１９
ＲＷ３
№１

－２４．５ １，２４５±３０ ｃａｌＡＤ ７７５
ｃａｌＡＤ ７１０－７５０（４５．２％）
ｃａｌＡＤ ７６０－７８０（２２．８％）
ｃａｌＡＤ ７９０－７８０（１５．９％）

ＰＬＤ－２５２２
（ＡＭＳ）

炭化材
ＳＷ１９
ＲＷ１３３
№２

－２５．２ １，２０５±３５
ｃａｌＡＤ ７８０
ｃａｌＡＤ ７９０
ｃａｌＡＤ ８１０

ｃａｌＡＤ ７８０－８７５（１００％）

ＰＬＤ－２５２３
（ＡＭＳ）

炭化材
ＳＷ７１
№３

－２７．９ １，２５５±３５
ｃａｌＡＤ ７３０
ｃａｌＡＤ ７３５
ｃａｌＡＤ ７７５

ｃａｌＡＤ ６９０－７８０（１００％）

ＰＬＤ－２５２４
（ＡＭＳ）

炭化材
ＳＤ８１
№４

－２６．９ ２，１９０±３５

ｃａｌＢＣ ３４５
ｃａｌＢＣ ３２０
ｃａｌＢＣ ２２５
ｃａｌＢＣ ２０５

ｃａｌＢＣ ３５５－２９０（６０．６％）

ＰＬＤ－２５２５
（ＡＭＳ）

炭化材
ＳＫＴ９１
№５

－２５．５ ４，５００±３５

ｃａｌＢＣ ３，３３０
ｃａｌＢＣ ３，２２０
ｃａｌＢＣ ３，１７５
ｃａｌＢＣ ３，１６０
ｃａｌＢＣ ３，１２０

ｃａｌＢＣ ３，３３５－３，２６５（４１．０％）
ｃａｌＢＣ ３，２４０－３，２１０（１８．３％）
ｃａｌＢＣ ３，１９０－３，１７０（１４．２％）
ｃａｌＢＣ ３，１３５－３，１００（２０．８％）

表１ 放射性年代測定および暦年代較正の結果

第５章 自然科学分析
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第２節 縄手下遺跡のテフラ分析
今村美智子（パレオ・ラボ）

１．試料と分析方法

分析試料は縄手遺跡のＬＴ４９南北ベルト西壁から採取された№９～１４と１号沢覆土から採取された

№１５の計７試料である。

� 鉱物組成分析

① 各試料は１０�程度秤量し、１０５度に設定した恒温乾燥機で良く乾燥した後、乾燥重量を秤量

し含水比を求めた。

② 各試料は湿潤重量で３０�程度秤量し、１φ（０．５㎜）、２φ（０．２５㎜）、３φ（０．１２５㎜）、４

φ（０．０６３㎜）のふるいを重ね、湿式ふるいを行なった。各ふるいの残渣について乾燥後秤量

し粒度組成とした。また４φ以上の残渣の乾燥重量より含砂率を求めた。

③ ４φの残渣について重液（テトラブロモエタン：比重２．９０～２．９６）を用いて軽鉱物と重鉱物

の分離を行ない、分離した各試料の乾燥重量を秤量し重・軽鉱物比とした。

④ 重液分離をした軽鉱物と重鉱物について封入剤（レークサイトセメント）を用いてプレパラー

トを作成した。

⑤ 軽鉱物は石英（Ｑｔ）、長石（Ｐｌ）、火山ガラス（Ｇｌ）、不明（Ｏｐｑ）に分類し、重鉱

物はかんらん石（Ｏｌ）、イディングサイト（Ｉｎ）、単斜輝石（Ｃｐｘ）、斜方輝石（Ｏｐｘ）、

角閃石（Ｈｏｒ）、磁性鉱物〔磁鉄鉱（Ｍａｇ）およびチタン鉄鉱（Ｔｉ）〕に分類し、風化粒

子などの不明鉱物以外の鉱物が２００以上になるまで分類・計数を行なった。なお火山ガラスの

形態は、町田・新井（２００３）の分類基準に基づき、バブル型平板状（ｂ１）、バブル型Ｙ字状

（ｂ２）、軽石型繊維状（ｐ１）、軽石型スポンジ状（ｐ２）、急冷破砕型（ｃ０：塊状・フレー

ク状）の５形態に分類した（図１）。

� 屈折率測定

ガラスの屈折率については横山ほか（１９８６）の方法に従って、温度変化型屈折率測定装置（Ｒ

ＩＭＳ８６）を用いて屈折率（ｎ）を測定し、その結果を範囲（ｒａｎｇｅ）であらわした。

２．結果

� テフラの鉱物組成分析（表１、図２、３）

砂粒分の粒度組成は全地点において、いずれも２φ残渣が４３～５１％と非常に多く、４φ残渣が

少ない組成となる。

重・軽鉱物比は、いずれも軽鉱物の割合が８０％以上となる。

軽鉱物の鉱物組成は、ＬＴ４９南北ベルト試料（№９～１４）では５～１８％と低い値となるが、１

号沢覆土試料（№１５）では火山ガラスが約３４％とやや高い値を示す。

ガラスの形態分類は、№９～１４では急冷破砕型（ｃ０：塊状・フレーク状）が多く４～１５％の

値を示すが、№１５では軽石型スポンジ状（ｐ２）が多く２５％の値を示す。

重鉱物の鉱物組成は№、９～１４では角閃石と磁性鉱物、斜方輝石、を主体とする組成であり、

第２節 縄手下遺跡のテフラ分析
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№１５では角閃石を主体とする組成である。いずれの試料も角閃石が多く、２８～５５％の値となる。

№９～１４では下方に向かって磁性鉱物が増加する傾向がある。

� 屈折率測定（表２、図４）

屈折率測定分析には、７試料中では火山ガラスの含有率の最も高い№１５の軽石型ガラスと、含

有率は低いが№１５とは異なる形態の火山ガラスを含む№１４の破砕型ガラスを用いた。

№１４の破砕型火山ガラスの屈折率は範囲１．４９７８－１．５０２５、平均値１．４９９３を示す。なお、№１４の

試料は火山ガラスの含有量が非常に低いため、ガラス１１粒子分の測定値である。№１５の軽石型火

山ガラスの屈折率は、範囲１．４９８３－１．５１２１、平均値１．５０６９を示した。しかし、屈折率の値は２つ

のピークをつくる。

３．堆積物中のテフラ

ＬＴ４９南北ベルト試料（№９～１４）は、破砕型火山ガラスをわずかに含む。№１４の火山ガラスの屈

折率値は、範囲１．４９７８－１．５０２５を示し、十和田ａの従来値１．５００－１．５０８（町田・新井，２００３）に近似

する。しかし、火山ガラスの含有量が非常に低いことから、純粋なテフラ層とは考えにくいため、再

堆積したものと考えられる。

１号沢覆土試料（№１５）は、軽石型火山ガラスを多く含む。この軽石型火山ガラスを用いて屈折率

測定を行ったところ、屈折率の値に２つのピークが見られた。それらの範囲は１．４９８－１．５０５、１．５０６

－１．５１３を示す。前者は町田・新井（２００３）による十和田ａの従来値１．５００－１．５０８、十和田八戸の従

来値１．５０２－１．５０９に近似する。後者は町田・新井（２００３）による白頭山の従来値１．５１１－１．５２２、十和

田中掫の従来値１．５１０－１．５１４に近似する。しかし、№１５において非常に多く含まれる角閃石は、町田・

新井（２００３）によると十和田八戸にわずかに含まれるのみで、十和田ａと十和田中掫、白頭山は含ま

ない。このことから、特徴的に含まれる角閃石は、可能性として挙げたテフラとは別のテフラに由来

すると考えられる。

このように№１５は、火山ガラスの含有率があまり高くないこと、屈折率から推定されるテフラには

角閃石がほとんど含まれないこと、いくつかのテフラが混在していることが考えられることから、純

粋なテフラ層ではないと考えられる。

４．まとめ

縄手下遺跡ＬＴ４９南北ベルトから採取した№９～１４に見られる火山ガラスは十和田ａ起源のものと

推定されるが、火山ガラスの含有率が非常に低いことから、テフラ層とは考えられない。また、１号

沢覆土から採取された試料（№１５）は、複数のテフラが混在していると考えられ、前者と同様に純粋

なテフラ層とは考えられず、再堆積したものと考えられる。

参考文献

町田洋・新井房夫（２００３）新編火山灰アトラス－日本列島とその周辺．財団法人東京大学出版会，３３６ｐ．

町田洋・新井房夫・小田静夫・遠藤邦彦・杉原重夫（１９８４）テフラと日本考古学－考古学研究と関係するテフラのカタログ－．

第５章 自然科学分析

―１５０―



渡辺直径編「古文化財に関する保存科学と人文・自然科学」，８６５－９２８．

横山卓雄・檀原徹・山下透（１９８６）温度変化型屈折率測定装置による火山ガラスの屈折率測定．第四紀研究，２５，２１－３０

第３節 炭窯跡出土炭化材の樹種同定
植田弥生（パレオ・ラボ）

１．はじめに

ここでは、第１９号炭窯跡出土２点と第７１号炭窯跡出土１点の炭化材の樹種を報告する。

各炭窯跡の試料を用いて放射性炭素年代測定が実施されており、第１９号炭窯跡は奈良時代から平安

時代始め、第７１号炭窯跡は奈良時代に比定される年代値が得られている。炭化材の樹種を明らかにす

る事は、燃料材の樹種利用やその時代変遷そして森林利用の実態などを知る基礎資料の蓄積につなが

る。

２．方法

同定は、炭化材の横断面（木口）を手で割り実体顕微鏡で予察し、次に材の３方向（横断面・接線

断面・放射断面）の断面を作成し、走査電子顕微鏡で拡大された材組織を観察した。走査電子顕微鏡

用の試料は、３断面を５㎜角以下の大きさに整え、直径１㎝の真鍮製試料台に両面テ－プで固定し、

試料を充分乾燥させた後、金蒸着を施し、走査電子顕微鏡（日本電子㈱製 ＪＳＭ－Ｔ１００型）で観

察と写真撮影を行った。

同定した炭化材の残り破片は、秋田県埋蔵文化財センターに保管されている。

３．結果

第１９号炭窯跡の２点はクリとブナ属であり、第７１号炭窯跡の１点はクリであった。

クリとブナ属は、冷温帯の落葉広葉樹林には普通の樹種であり、多く生育している。また薪炭材と

しての利用も知られている。当時は、これらの樹種が入手容易な森林が遺跡周辺に成立していたこと

が推察される。

なお、クリ材は成長方向の幅２～２．５㎝で１２～１３年輪が数えられ年輪幅が広いのに対し、ブナ属は

成長方向の幅３．５㎝で３３年輪であり成長幅はクリより少なかった。

試料番号 試 料 内 容 樹種 備 考

６ ＳＷ１９（第１９号炭窯跡ＲＷ１３３） クリ ２．５×２．０㎝破片

７ ＳＷ１９（第１９号炭窯跡ＲＷ７） ブナ属
３．５×２．０㎝破片
斜め鉈跡？有り

８ ＳＷ７１（第７１号炭窯跡） クリ ２．０×２．５㎝破片

表２ 縄手下遺跡炭窯出土炭化材の樹種同定結果一覧
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同定された樹種の材組織記載

クリ Castanea crenata Ｓｉｅｂ．ｅｔ Ｚｕｃｃ． ブナ科 図版１ １－３（ＳＷ１９ＲＷ１３３）４（ＳＷ７１）

年輪の始めに大型の管孔が配列し除々にまたは急に径を減じ、晩材では非常に小型の管孔が火炎状

に配列する環孔材。道管の壁孔は小型で交互状、穿孔は単穿孔、内腔にはチロ－スが発達している。

放射組織は単列同性のみで、道管との壁孔は孔口が大きく交互状である。

ブナ属 Fagus ブナ科 図版１ ５－７（ＳＷ１９ＲＷ７）

小型の管孔が密在し、年輪界では極めて小型となる散孔材。道管の壁孔は交互状から階段状、穿孔

は主に単穿孔であるが、晩材部では階段数が１０～２０本の階段穿孔状が混じる。放射組織は異性、１～

３細胞幅のものと細胞幅が広く背の高い広放射組織があり、道管との壁孔は大きなレンズ状である。

１－３：クリ（ＳＷ１９ ＲＷ１３３） ４：クリ（ＳＷ７１） ５－７：ブナ属（ＳＷ１９ ＲＷ７）

１・４：横断面 ｂａｒ：約０．７４㎜ ５：横断面 ｂａｒ：約０．５３㎜

２・６：接線断面 ｂａｒ：約０．２６㎜ ３：放射断面 ｂａｒ：約０．２６㎜

７：放射断面 ｂａｒ：約０．１８㎜

図版１ 縄手下遺跡炭釜跡出土炭化材の走査電子顕微鏡写真
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第３節 縄手下遺跡炭窯跡出土炭化材の樹種同定
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図２ 堆積物の特徴

図３ 堆積物の鉱物組成

表２ 火山ガラスの屈折率測定結果

図４ 火山ガラスの屈折率とそのタイプ（縦軸：測定粒数、横軸：屈折率）
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第３節 縄手下遺跡炭窯跡出土炭化材の樹種同定

１．バブル型Ｙ字状【ｂ２】（№１５） ２．軽石型繊維上【ｐ１】（№１５） ３．軽石型スポンジ状【ｐ２】（№１５）

４．破砕型塊状【ｃ０】（№１４） ５．単斜輝石（№１５） ６．斜方輝石（№１５）

７．角閃石（№１２） ８．磁鉄鉱（№１３） ９．チタン鉄鉱（№１２）

図版１ 縄手下遺跡における堆積物中鉱物類の顕微鏡写真（スケール；１～９：μm）
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第６章 まとめ

第１節 旧石器時代
第１項 石器組成

本石器群における主要器種はナイフ形石器と台形石器であるが、�器、削器、彫刻刀形石器、楔形

石器などの各器種が組成する。ここで、各器種の特徴を大まかにまとめる。ナイフ形石器は基部加工

形態のⅠ類を中心とする。大形でやや部厚な石刃を素材とし、単剥離面打面を大きく残置して急斜度

な刃潰し加工が施されたⅠ類は、東北地方の後期旧石器時代前半期を通して認められる形態である。

Ⅱ類は、Ⅰｂ類の延長線上に捉えることができよう。Ⅲ類の二側縁加工形態は、八竜町鴨子台遺跡
（註１）（註１）

、

二ツ井町芹川館跡
（註２）

のように後期旧石器時代後半期石器群における「茂呂系」のものとは形態的に明ら

かに異なり、素材とその用い方、刃潰し加工のあり方においてⅠ類と通ずる。

台形石器は、大きくⅠ類とⅡ類に分けられる。このうち、基部を作出した撥形を呈するⅠ類は、東

北地方では秋田市風無台Ⅱ遺跡、同松木台Ⅱ遺跡で初めて知られるようになった。ナイフ形石器Ⅰ類

と台形石器Ⅰ類とはこれまで時期差
（註３）

か同一時期の所産
（註４）

かで議論の分かれるところであったが、本石器

群で両者の共伴が確認されたことの意義は大きい。Ⅱ類は基部が作出されない点でⅠ類と区別され、

もっとも点数的に多く組成する。形態差からはⅡａ類とⅡｂ類に細分されたが、これは素材剥片の形

態差に起因するところが大きい。

�器は、横長幅広剥片や貝殻状剥片を素材としたラウンド状を呈するものが主体となるが、石刃素

材のものも２点組成する。彫刻刀形石器は石刃素材を中心とし、このうち石刃素材の�器と接合する

彫刻刀形石器はナイフ形石器の転用と考えられる。削器は不定形なもので占められるが、素材や二次

加工のあり方は�器と通ずる。楔形石器は１点のみの出土であり、その詳細は不明であるが、台形石

器のなかにはバイポーラー・テクニックにより生産された剥片を素材としているものも１点あり、本

石器群におけるバイポーラー・テクニックの関わり方をうかがい知ることができる資料である。

第２項 石器製作技術

さて、以上にみた各器種の特徴をふまえた上で、石器製作技術について検討すると、第４章でみた

ように、剥片剥離技術と各器種との間に特定の結びつきをうかがうことができる。ナイフ形石器は剥

片剥離技術Ⅰ類、いわゆる石刃技法と強い結びつきがある一方、台形石器は剥片剥離技術Ⅱ類を中心

に剥片剥離技術Ⅲ類とも結びつき、素材剥片の形態はナイフ形石器に比べて多様である。彫刻刀形石

器はナイフ形石器と同じく、剥片剥離技術Ⅰ類と、�器や削器は台形石器と同じく剥片剥離技術Ⅱ・

Ⅲ類と密接な関係がうかがえる。二次加工技術をみてみると、ナイフ形石器の場合、急斜度な刃潰し

加工が中心となる。打面は残されて素材形状は大きくは変らないものの、縁辺を断ち切るように加工

が施されるものが多い。これに微細な刃潰し加工のみが施されるものもわずかながら組成する。台形

石器は、Ⅰ・Ⅱ類間で二次加工技術のあり方が大きく異なる。Ⅰ類は素材形状を著しく変える二次加

工により明確な基部の作出が認められる。Ⅱａ類はナイフ形石器と同様の急斜度な二次加工により素

材末端部を断ち切るように整形されているが、やや平坦な加工や裏面加工、錯向調整など多様な加工

が目立つ。Ⅱｂ類もⅡａ類と同様であるが、非常に微細な二次加工のみにより整形されたものが特徴
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的に認められる。他器種の二次加工技術も剥片剥離技術でみた対応関係と同様、�器や削器は台形石

器と、彫刻刀形石器はナイフ形石器と類似するということが指摘されるよう。とくに彫刻刀形石器の

１０６がナイフ形石器の転用品と考えられることから、両器種における技術的連関性の高さを窺い知る

ことができる。

このように、本石器群には、彫刻刀形石器製作を組み込んだナイフ形石器製作技術＜剥片剥離技術

Ⅰ類＋急斜度・微細な二次加工＞と、�・削器製作を組み込んだ台形石器製作技術＜剥片剥離技術

Ⅱ・Ⅲ類＋多様な二次加工＞の二者の存在を認めることができる。

第３項 遺跡内での作業内容と遺跡の形成過程

本遺跡では３４個体が分類され、石器製作過程を示す良好な接合例が存在する。これらをもとに、遺

跡の形成過程を復元すると、①近隣の河川から円礫が採取され、それを分割しながら残核に至るまで

の剥片剥離作業がなされ、製品までの一連の製作作業が遂行されている個体（個体別資料№１）、②

石核の搬入とそれに対する部分的な剥片剥離作業の遂行の後、再度石核が遺跡外に搬出される個体（個

体別資料№９、№１６など）、③石核の搬入に始まり残核としてうち捨てられるまでの一連の剥片剥離

作業と製品の製作がなされる個体（個体別資料№２、№３など）、④搬入と遺棄による個体（個体別

資料№３３、単独個体など）の４つの作業内容の重複により遺跡が形成されていることが分かる。

平面分布類型と重ね合わせた状況をみると、上記の作業内容①と②、そして③の一部のように連続

的な石器製作を示す個体別資料は平面分布類型１・２ａ類に、それ以外の部分的な作業内容を示す個

体別資料は、これ以外の平面分布類型に属する。作業の規模・内容と平面分布のあり方が対応する状

況を読み取れる。なかでも平面分布類型２ａ類は、原石の搬入に始まる個体別資料№１を含んでおり、

ブロックの密集域を形成し、集中的な石器製作の場を示している。これに対し、平面分布類型３類は

平面分布類型２類より散漫で、より断続的・小規模な石器製作作業を示す個体の分布を示している。

すなわち、ブロックの東西で石器製作のあり方が異なっている状況を見て取ることができる。また、

ナイフ形石器の分布が平面分布類型２類と重なることから、西側の密集域は単に石器製作の場ではな

第１節 旧石器時代

�器・削器

�器

第１０７図 石器製作からみた遺跡形成過程
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く、道具の使用・遺棄を含めた本遺跡における中心的な生活空間であったことを示唆している。

さて、以上の作業内容を前項で検討した石器製作技術と器種の関係で捉え直すと第１０７図のように

なる。主要器種の一つであるナイフ形石器は、素材生産の段階から遺跡外で製作され、本遺跡に搬入

された（石器製作過程Ⅰ）。もう一方の主要器種である台形石器は、原石もしくは石核の段階から遺

跡内で集約的に製作された（石器製作過程Ⅱ・石器製作過程Ⅲ）。換言すれば、本遺跡はナイフ形石

器の搬入と台形石器の集約的な製作により形成されたものと考えられる。接合例の間隙や個体別資料

の組成の空白部は、当地から石器原料としての石核や素材剥片、道具としてのナイフ形石器や台形石

器などが、遺跡外の他地点に持ち出されたことを物語っている。搬入元の遺跡には、石器製作過程Ⅰ

によりナイフ形石器を生産した遺跡が想定され、搬入先の遺跡には原石採取にともなう同規模・同内

容の遺跡か、搬入元同様にナイフ形石器製作を中心とする遺跡か、大きく二様の遺跡が形成される可

能性がある。しかし、本遺跡のあり方からは、台形石器は日常的に製作されるのに対し、ナイフ形石

器製作の契機は頻度が低いと推測される。還元すれば、ナイフ形石器は台形石器に比べて「製作－使

用－遺棄－製作による補充」のサイクルが長い。よって、搬入先も縄手下遺跡と同程度の内容をもっ

た遺跡が複数形成された蓋然性が高いが、こうした考察は、より広域な「遺跡群」の視野もあわせて

検討せねばならず、今後の課題としたい。

第４項 遺跡の性格

第４章で指摘したようにブロック内には数箇所の密集部が見られる。直径３０～４０�内外の広い範囲

内にいくつかの密集部を内包した円形状のブロックは、能代市此掛沢Ⅱ遺跡
（註５）

、秋田市風無台Ⅰ遺跡
（註６）

な

どでも検出されており、本県域で特徴的にみられるブロックの形態と考えられる。ここで、こうした

特徴を持つブロックを「大型円形状ブロック」と便宜的に呼称する。

現時点では、集落景観の復元にまで至る検討はできない。焼土や炭化物の分布は検出されなかった

ものの、石器群の規模から一定期間の居住が営まれたものと思われる。実際に当時のヒトがどこに座っ

て石器を製作したのかを明らかにはし得ないが、本ブロックを遺棄の結果であると仮定すれば、その

外縁を取り囲むように、おそらくは密集部ごとにヒトを想定することが可能である。ただし、これに

は同時性の問題が大きく関わっている。個体別資料の平面分布類型からは、大型円形状ブロックを東

西域に分かつあり方が看取された。また、器種別分布でも台形石器がブロック内に万遍なく分布する

のに対して、ナイフ形石器は西側に偏って分布していた。しかし、ブロックの東西で完全に分離され

るものではなく、個体の共有関係は東西間で見られた。同一地点へ当時の集団が回帰的に移動生活を

営んだ結果、大型円形状ブロックが最終的に形成された可能性を完全には排除できないものの、広い

丘陵上で直径４０�の限られた範囲内に円形状に分布することを積極的に評価すれば、限りなく同時性

が高いものとして、大型円形状ブロックの連続的な形成過程を想定することが許されよう。本遺跡は、

移動生活の経路上において、見晴らしがよい丘陵上で、良質な珪質頁岩を採取できる河川が近傍にあ

る立地として当時の集団により選地され、一定期間の生活が営まれたキャンプ地であったと考えられ

る。どのくらいの期間、何人程度が居住したか現在試算する方法を持っていないが、少なくとも石器

原料や製品として、３４個体分が供された程度の期間と集団規模であった。

また、遺跡の性格を検討するにあたり、ＳＫ４５１・ＳＫ４５２の機能が問題となる。一般的に考えられ

る旧石器時代の土坑の機能として、①墓、②陥し穴、③貯蔵穴、④住居・製作址がある。墓について
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は、覆土が人為的埋め戻しの状態を示さず、副葬品と考えられる遺物が未検出であったことから否定

的である。また、ブロックに内包されるあり方も墓として一般的とは考えにくい（小児等は別か）。

第４章で述べたように断ち割り断面の観察結果からも一定期間開口した状態であったことが推測され

ることも墓に対して否定的な見解を出さざるを得ない。陥し穴は、近年静岡県下の愛鷹山麓で多く検

出されているが
（註７）

、これらの諸例を参考にすると本遺跡例とは明らかに形態が異なる。また、愛鷹山麓

の事例はブロック（居住域）から離れた立地を示しており、この点でも違ったあり方を示す。貯蔵穴

についても形態的な観点から否定されるであろう。住居・製作址については、規模が小さく、その一

部を構成する何らかの施設としてもその根拠となる資料がなく、現段階で判断できる状況にはない。

結局のところ、その機能は現時点では不明と言わざるを得ないが、石器の平面分布類型２ｃ類のあり

方からは、石器製作作業と何らかの関わりがある施設と予測される。本県において、ブロックと土坑

の分布が重なって検出された事例には、秋田市下堤Ｇ遺跡があるが
（註８）

、今後の類例のさらなる蓄積を待っ

て再論したい。

第５項 石器群／遺跡の編年的位置づけ

本県の旧石器時代遺跡はこれまでに１００箇所を超え、このうち５０遺跡ほど発掘調査がなされている

ものの、土層の堆積状況が関東地方のように良好ではなく、編年作業を困難なものにしてきた。しか

し、後期旧石器時代前半期に関しては、まとまった石器群が検出されており、前述したように、東北

地方における編年研究を進めるにあたり重要な役割を担ってきた。

本石器群の意義は第１項で述べたが、後期旧石器時代前半期の石器群に位置づけられる。本県にお

ける前半期の遺跡は、能代市此掛沢Ⅱ遺跡、琴丘町家の下遺跡
（註９）

、秋田市地蔵田遺跡
（註１０）

、同下堤Ｇ遺跡、

七曲台遺跡群の秋田市風無台Ⅰ遺跡・同風無台Ⅱ遺跡・同松木台Ⅱ遺跡
（註６）

・同松木台Ⅲ遺跡
（註１１）

、大仙市小

出Ⅰ遺跡
（註１２）

等がある。これらの石器群はナイフ形石器もしくは台形石器により特徴付けられている石器

群である。本書ではこれらの前半期石器群に以下に示す新たな変遷の枠組みを与え、縄手下遺跡の位

置づけを試みる。

Ⅰ期：地蔵田遺跡・風無台Ⅱ遺跡・松木台Ⅱ遺跡・松木台Ⅲ遺跡

Ⅱ期：縄手下遺跡・小出Ⅰ遺跡・此掛沢Ⅱ遺跡

Ⅲ期：家の下遺跡・風無台Ⅰ遺跡・下

堤Ｇ遺跡

Ⅰ期は、後期旧石器時代の初期に位置

づけられる。松木台Ⅲ遺跡は大形石刃製

を中心としたナイフ形石器のみを組成

し、地蔵田遺跡・風無台Ⅱ遺跡・松木台

Ⅱ遺跡はほぼ台形石器のみを組成すると

いったように、ナイフ形石器と台形石器

は遺跡を違えて組成される。製作技術で

は、ナイフ形石器は大形品を中心とし、

非常に微細な刃潰し加工が基部側にのみ

施される一方、台形石器は、撥形やいわ

第１節 旧石器時代

第１０８図 ナイフ形石器・台形石器の整形度による相関図
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ゆる「ペン先形」のものが目立ち、素材の用い方は縦位・横位の両者がみられ、二次加工は平坦剥離

による素材の大幅修正が顕著に認められる。「ペン先形」を主体とし、遺跡が環状ブロック群の様相

を呈する
（註１３）

地蔵田遺跡はより早い時期に位置づけ

られようか。この他の遺跡は大型円形状ブロッ

クである。

Ⅱ期では、ナイフ形石器と台形石器が同一遺

跡内に安定して組成するようになる。遺跡内で

両器種が製作されるようにもなるが、縄手下遺

跡のように、前時期に引き続き、製作の契機に

ずれが見られる場合もある。製作技術では、ナ

イフ形石器の刃潰し加工が急斜度となり、ここ

にブランティングが確立する。台形石器は、撥

形のほか、矩形のものや貝殻状を呈する形態が

現れる。平坦剥離は消滅し、ナイフ形石器のブ

ランティングと同様、急斜度な加工が施される

ようになる。遺跡は大型円形状ブロックが目立つ。縄手下遺跡では撥形の台形石器が残り、ナイフ形

石器と台形石器の分布範囲が異なる点で、Ⅰ期の様相を遺跡内に残しているとみられる。

Ⅲ期になると、ナイフ形石器と台形石器はともに同一遺跡、同一個体において集約的に製作される

ようになる。ナイフ形石器は全体的に薄手・小形化する。素材剥片の打面が下位に用いて除去されて

基部が尖鋭を呈するナイフ形石器が出現する。台形石器は撥形のものが消滅し、矩形・貝殻状を呈す

るもので占められる。とくに剥片素材石核から連続的に剥離された貝殻状剥片を素材とし、その末端

部に微細加工を施した台形石器が量産される。いわゆる「米ヶ森技法」による「米ヶ森型台形石器
（註１４）

」

がこれにあたる。これは縄手下遺跡でみた剥片剥離技術Ⅲ類が特殊化したものとして捉えられる。ブ

ロックの平面規模は小形化する一方、家の下遺跡のような大規模な環状ブロック群が存在し、石器製

作作業の規模に遺跡間で格差が生じる。

Ⅰ期は南関東地方武蔵野台地立川ローム層「第Ⅸ層下部段階」、Ⅱ期は同「第Ⅸ層上部～Ⅶ層下部

段階」、Ⅲ期は同「第Ⅶ層上部～Ⅴ層下部段階」に、それぞれ対比して考えておきたい。

ナイフ形石器は、Ⅰ期からⅢ期にかけて「微細加工→急斜度加工→打面除去」というように素材に

対する整形度が高まり、大形品の製作から薄手・小形化への傾向が読み取れる。これに対して、台形

石器は、「平坦加工→急斜度加工→微細加工」というように整形度が低下する
（註１５）

（第１０８図）。平坦剥離

は素材剥片の厚みを減じさせる目的があり、Ⅰ期からⅢ期にかけての目的的剥片の薄手化と無関係で

はないだろう。こうしたあり方から、ナイフ形石器の整形度が高まるにつれて台形石器の整形度が低

くなるという、異器種間における相関構造を見出すことが可能である。すなわち、ナイフ形石器と台

形石器を特徴とする本県の後期旧石器時代前半期石器群の変遷は、その初頭から、各々独立した製作

システムのうちに完結するものではなく、技術的連関性をもって構造化された石器群の変動として捉

え直すことができる（第１０９図）。そして、この構造の背景には、後期旧石器時代前半期を通して、石

器群の構造が台形石器製作からナイフ形石器製作へ収斂していく過程を読み取ることができよう。縄

第１０９図 前半期石器群の変遷
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第１節 旧石器時代

ナイフ形石器製作技術 台形石器製作技術

Ⅰ

期
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第１１０図 秋田県域における後期旧石器時代前半期石器群の変遷試案

Ｍ３：松木台皿、Ｚ：地蔵田、Ｋ２：風無台Ⅱ、Ｍ２：松木台Ⅱ、Ｎ：縄手下、Ｋ：小出Ⅰ、Ｋｚ：此掛沢Ⅱ、
Ｋ１：風無台Ⅰ、Ⅰ：家の下、Ｓ：下堤Ｇ
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手下遺跡は、そうしたナイフ形石器への収斂化の過程にあって、Ⅰ期とⅡ期以降の石器群をつなぐ遺

跡として評価することができる（第１１０図）。

註１ 秋田県教育委員会 『一般国道７号琴丘能代道路建設事業に係る埋蔵文化財発掘調査報告書Ⅲ－鴨子台遺跡・八幡台遺

跡－』 秋田県文化財調査報告書第２３０集 １９９２（平成４）年

註２ 吉川耕太郎 「秋田県芹川館跡」 『第１９回東北日本の旧石器文化を語る会予稿集』 ２００５（平成１７）年

註３ 藤原妃敏・柳田俊雄 「北海道・東北地方の様相―東北地方を中心として―」 『石器文化研究』３ 石器文化研究会

１９９１（平成３）年、渋谷孝雄 「東北地方における石刃技法出現期の石器群について」 『東北文化論のための先史

学歴史学論集』 １９９２（平成４）年

註４ 佐藤宏之 『日本旧石器文化の進化と構造』 柏書房 １９９２（平成４年）、田村隆 「二項的モードの推移と巡回」

『先史考古学論集』第２号 １９８９（平成元）年、田村隆 「重層的二項性と交差変換―端部整形石器範疇の検出と東北

日本後期旧石器石器群の生成―」 『先史考古学論集』第１０集 ２００１（平成１３）年

註５ 秋田県教育委員会 『此掛沢Ⅱ遺跡・上の山Ⅱ遺跡発掘調査報告書』 秋田県文化財調査報告書第１１４集 １９８４（昭和

５９）年

註６ 秋田県教育委員会 『七曲台遺跡群発掘調査報告書』 秋田県文化財調査報告書第１２５集 １９８５（昭和６０）年

註７ 鈴木忠司ほか 「下原遺跡の陥穴状土坑とその周辺―箱根・愛鷹山麓を中心として―」 『下原遺跡Ⅱ』 静岡県埋蔵

文化財調査報告書第７２集 １９９６（平成８）年

註８ 秋田市教育委員会 「下堤Ｇ遺跡（先土器時代）発掘調査概報」 『秋田臨空港晋都市開発関係埋蔵文化財発掘調査報

告書』 １９８３（昭和５８）年

註９ 秋田県教育委員会 『家の下遺跡（２）旧石器時代編―県営ほ場整備事業（琴丘地区）に係る埋蔵文化財発掘調査報告

書Ⅲ―』 秋田県文化財調査報告書第２７５集 １９９８（平成１０）年

註１０ 秋田市教育委員会 『地蔵田Ｂ遺跡―秋田晋都市開発整備事業関係埋蔵文化財発掘調査報告書―』 １９８６（昭和６１）年

註１１ 秋田県教育委員会 『東北横断自動車道発掘調査報告書Ⅰ 石坂台Ⅳ遺跡・石坂台Ⅵ遺跡・石坂台Ⅶ遺跡・石坂台Ⅷ遺

跡・石坂台Ⅸ遺跡・松木台Ⅲ遺跡』 秋田県文化財調査報告書第１５０集 １９８６（昭和６１）年

註１２ 秋田県教育委員会 『東北横断自動車道発掘調査報告書Ⅶ 小出Ⅰ遺跡・小出Ⅱ遺跡・小出Ⅲ遺跡・小出Ⅳ遺跡』 秋

田県文化財調査報告書第２０６集 １９９１（平成３）年

註１３ 秋田市 『秋田市史第一巻先史・古代通史編』 ２００４（平成１６）年

註１４ 冨樫泰時・藤原妃敏 『米ヶ森遺跡発掘調査報告書』 協和町教育委員会 １９７７（昭和５２）年。此掛沢Ⅱ遺跡の台形石

器は従来「米ヶ森型」とされてきたが、二次加工には鎖向調整や裏面加工等が明確に施されているものが多く、富樫・

藤原（１９７７）により定義されたものとは本質的に異なると筆者は考える。「米ヶ森型台形石器」は、ナイフ形石器製作

との技術的連関性の中で位置づけられるものとして、すなわち、ナイフ形石器製作への収斂化において発現される型式

として構造的に捉えるべきものと考える。近年、米ケ森技法については議論が再び活発化しつつある（田村２００１前掲、

麻柄一志２００５「後期旧石器時代前葉の剥離技術－米ケ森技法の出現と展開－」『旧石器考古学』６６ 石器文化談話会、

石川恵美子２００５「米ケ森型台形石器の型式学的検討」『地域と文化の考古学Ⅰ』明治大学考古学研究室編）。

註１５ 筆者は以前、一方の整形度が高くなるにつれ、他方の整形度が低くなるといった関係を「シーソー構造」と名付けて石

器群の変遷を捉えた（吉川耕太郎２００３「東北地方における後期旧石器時代初頭の文化」『日本旧石器学会第１回シンポ

ジウム予稿集』

第２節 縄文時代
第１項 ブロックと個体別資料からみた石器製作のあり方

本書では、個体識別有効度Ｂのうち、剥片剥離技術がうかがえるものに対して掲載した。総じて旧

石器時代の個体別資料群に対して、個体構成点数が少ない一方、多くの個体数を有する傾向にあり、
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同様のことは、遺跡の時期と内容が類似する琴丘町小林遺跡
（註１）

と共通した特徴といえる。これは原石の

獲得から製品の製作に至る一連の行為がなされていなかったことを示す。換言すれば、当地における

石器群は、部分的な石器製作行為の総体を示している。このことは、ブロックのあり方に如実に反映

している。第１～３号ブロックは砕片のみが組成しており、第４・５号ブロックは剥片と製品が組成

する。前者をＡ群、後者をＢ群としたとき、両群の同時性を示す証拠は手元にないものの、少なくと

も、縄文時代における石器製作の場のあり方（ブロックの形成過程）が、旧石器時代のそれとは異な

るであろうことが予測される。

前節で見たように、ブロック形成の背景には石器製作という行為が想定される。ここで、いかなる

石器製作行為があったか検討すると、まず、Ａ群は、素材剥片に対する二次加工作業により形成され

たブロック群と考えられる。そして、対するＢ群は、主に原石の粗割りや剥片剥離作業により形成さ

れたブロック群といえる。さらに、Ｂ群には近接して焼土遺構や土器片の検出があり、石器製作以外

のまとまった複数の行為が背景にあったものと推測されよう。同時性の問題はあるものの、異なる石

器製作作業が、明瞭に空間を分けて遂行されている状況が読み取れる（第１１１図）。

第２項 遺跡の性格

陥し穴状土坑１基、フラスコ状土坑１基、焼土遺構２基が調査区台地縁辺に分布し、調査区中央か

ら南東にかけてブロックが５箇所確認されたが、竪穴住居跡は検出されなかった。石器群総点数は２３

７０点であるが、土器は中期に帰属する粗製の深鉢破片３個体分のみであった。本遺跡は、陥し穴状土

坑やフラスコ状土坑が散漫にあることから、前項でみたように、集落の内部というよりも、限定的な

作業内容が遂行された集落外の空間と判断される。すなわち、狩猟・貯蔵等の集落外縁部での行為お

よび、部分的な石器製作の場がそれである。焼土遺構もこれに何らかの関わりを持つものであろう。

ここで重要なことはブロックの検出である。従来、こうした小規模な遺跡は狩猟場としての性格で

片づけられるきらいがあった。しかし、本調査ではブロックを認識することにより、台地に穿たれた
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遺構には示されない当時の人々の行為が、それに加えて集落外での石器製作のあり方が俄かに明らか

となった。本来、旧石器時代の分析と同様の水準でブロックの検討をすべきであったが今回は果たせ

なかった。Ａ群が砕片のみで構成されていることも、同時性の問題も含めて検討を困難なものとして

いるが、今後、さらに詳細な再検討を試みたい。

註１ 秋田県教育委員会 『小林遺跡Ⅰ 縄文時代編―日本海沿岸東北自動車道建設事業に係る埋蔵文化財発掘調査報告書Ⅹ

Ⅳ―』秋田県文化財調査報告書第３４４集 ２００３（平成１５）年

第３節 平安時代
第１項 大館跡の調査

本遺跡の範囲はより南側へ広がりを見せると考えられる。平安時代の遺構として、本遺跡を特徴付

けるのは溝跡である。遺物の出土が少なく、竪穴住居跡のような集落をうかがわせる遺構が皆無であ

るなかで遺跡の性格を考えるとき、この溝跡をいかに理解するかが鍵となる。これまでに触れてきた

ところであるが、本遺跡には隣接して大館跡がある。大館跡と縄手下遺跡には現在、市道田床内２号

線がちょうど両遺跡をつなぐように中央を貫通している。市道田床内２号線は旧羽州街道の支線にあ

たる。旧羽州街道は中世からの街道であるが、その起源はおそらく古代にまで遡ると考えられる。大

館跡と縄手下遺跡はこうした位置関係から何らかのつながりがあることは容易に想像できる。そこ

で、縄手下遺跡の検討の前に、大館跡（第１１２図）のこれまでの発掘調査の経緯を最初に確認したい
（註１）

。

市市内内田田床床内内２２号号線線

縄縄手手下下遺遺跡跡

２㎞０

第１１２図 国指定史跡大館跡（能代市教委１９７８年に一部加筆）

第６章 まとめ

―１６４―



大館跡は１９７７年に檜山城跡、茶臼館跡とあわせて国の史跡に指定された。それ以前の１９７１年から１９

７７年にかけて、能代市教育委員会を主体として６次にわたる発掘調査が実施されている。その詳細は

既刊の報告書に譲るがここで概要を見てみる。大館跡は、従来、地元研究者では「野代営」擬定地と

して知られており、東能代・鶴形・檜山地区の東部三中学校の統合による新校舎建設に係り、発掘調

査の計画が立てられた。第１次調査は、予備調査として１９７１年に実施され、大館跡の中央を分断する

空堀以南のトレンチ調査により、竪穴住居跡と柱穴、土師器と須恵器の甕破片等が検出された。続く

第２次調査では同様に大館跡南半を対象に、空堀のトレンチ調査及び掘立柱建物跡の調査がなされ

た。１９７３年にはいよいよ本格的な発掘調査が実施された。この第３次調査および１９７４年の第４次調査

では大館跡全体に調査範囲を拡大し、北端で柵列跡が検出されたほか、遺跡内部の平坦地では多くの

竪穴住居跡、掘立柱建物跡、土坑、土師器坏・甕・鍋、須恵器坏、刀子、砥石等が検出され、大規模

な遺跡の様子が徐々に明らかとなった。１９７５年の第５次調査では、遺跡中央の空堀、東端の交互に連

続する三重の空堀と土塁、南西の張出部を分断する空堀が調査され、大規模な防御施設の構築の実態

が明らかとなった。１９７６年の第６次調査では、縄手下遺跡のある丘陵およびこの丘陵と大館跡をつな

ぐ馬背状の尾根が調査され、遺跡の範囲が確定された。このときには縄手下遺跡のある丘陵上に明確

な遺構や遺物は検出されず、遺跡の範囲から除外された。

一連の調査の結果、中世を示す遺物は出土せず、平安時代の防御性集落跡であることが分かるが、

１９７８年に刊行された正式報告書では、遺跡の時代幅と性格について保留している部分が大きい。ただ

し、例言では、大館遺跡発掘調査団の団長である加藤孝により、「調査団では野代営に間違いないと

の見解を出すに至っている」と述べられている。一方、『能代市史』では土塁が平安時代の竪穴住居

跡の上に築かれていることにより、古代と中世の複合遺跡として捉えられている
（註２）

。

第２項 遺跡の性格－大館跡との関係から－

秋田県における平安時代の高地性集落や防禦集落については高橋学の業績がある
（註３）

。大館跡も旧羽州

街道沿いの台地上に築かれた１０世紀の大規模な防禦機能を有した遺跡である。そう考えるとき、同時

期の縄手下遺跡は、旧羽州街道から大館跡に入るときの入り口部に位置することとなり、わずかなが

ら出土している縄手下遺跡の遺物の時期が９世紀末～１０世紀前半であることからも、やはり無関係で

はありえない。それでは、縄手下遺跡は大館跡の周縁部として、集落とは異なったいかなる機能を有

していたのであろうか。

縄手下遺跡は、遺物が少なく遺構の帰属時期に関する詳細は不明である。しかし、遺構内覆土から

は大きく２時期に分けることができる。Ⅰ期は、地山質の黄褐色覆土（基本土層のⅣ層由来か）の遺

構であり、掘立柱建物跡のほか、丘陵縁辺を囲う溝跡、柱穴様ピットがある（第１１３図上）。Ⅱ期は、

黒褐色覆土（基本土層のⅡ層由来か）の遺構であり、掘立柱建物跡、溝跡、柱穴様ピットがⅠ期同様

あるが、掘立柱建物跡の棟数は激減し、溝で囲われる範囲も丘陵内部に縮小されている（第１１３図下）。

また、炭窯跡は遺構の切り合い関係（Ⅰ期に帰属するＳＤ４２をＳＷ１９７が、ＳＤ３６をＳＷ７１が切って

いる）から、Ⅱ期に帰属するものと判断した。以下に時期ごとの遺構のあり方を検討する。

＜Ⅰ期＞

掘立柱建物跡の機能は明確ではないが、倉と考えるには柱穴の直径がやや小さいと思われる。台地

の縁辺部に分布する傾向にあることがその性格を解き明かす鍵となるかもしれないが、現在のところ
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明らかにすることはできない。このうち、ＳＢ３２５は他と比べて規模が大きく遺跡の中心部に位置し、

中心的な施設であったと考えられる。何らかの管理的な施設であったのだろうか。また、四本柱の掘

立柱建物跡が丘陵縁辺部に２棟検出されており、このうちＳＢ１２２ははるか北方の白神山地を臨むこ

とができ、ＳＢ４５は南東側の檜山城跡の方面を臨むことができる。構造と立地関係から、簡単な物見

櫓のような建物跡と推測される。

柱穴様ピットは建物を構成する柱穴であった可能性があるが、調査では明らかにできなかった。ただ

し、ＳＫＰ３４２は、内部に内外面に黒色処理が施された土師器坏が半分にわれて重なった状態で出土し

た。黒色処理が施された土師器坏は、本県では大仙市内村遺跡でまとまって出土しており
（註４）

、祭祀関係

で用いられたと推察されている。本遺跡でも地鎮等の祭祀行為がなされたことを示すものと考えられる。

次に区画施設としての溝跡である。これらの中には柱痕と板塀痕が明瞭に残っているものもあるこ

とから板塀であった可能性が高く、弧状に巡るものもあれば方形となるものもあり、これらの溝跡に

より本遺跡は大きく３地区に区画されている（第１１３図上）。それぞれを東地区、中央地区、西地区と

呼称する。中央地区と西地区との間には通路が存在したと推測される空白域が認められる。中央地区

はさらに４小地区（Ⅰ～Ⅳ）に、西地区は２小地区（Ⅴ・Ⅵ）に分かれる。それぞれの地区には出入

り口と思われる溝跡の途切れる箇所がある（図上、矢印で示した箇所）。

大館跡の第６次調査では縄手下遺跡との境界の尾根上に道路の側溝もしくは柵列と考えられる溝跡

が平行して検出された。これは、縄手下遺跡において検出されたＳＤ５１および道路状遺構とも考えら

れるＳＤ３６とつながる。このＳＤ３６は現在の市道田床内２号線と接しながら並走しており、市道田床

内２号線の由来も当該期まで遡る可能性がある。本線が古代にまで遡ることを傍証する調査結果とし

て、市道田床内２号線両側はカッティングされており、その削平面上に炭窯跡ＳＷ７１が掘り込まれ、

少なくともＳＷ７１より古いカッティング面と推測されることが挙げられる。

＜Ⅱ期＞

掘立柱建物跡では丘陵東縁辺に分布する溝に囲まれたＳＢ４０１が注目される。Ⅰ期では中央地区に

存在した中心的な管理的施設（ＳＢ３２５）が、あたかもⅡ期において西地区縁辺に移ったかのようで

ある。Ⅰ期と異なり、溝跡から括り出されている。

Ⅰ期でみられた丘陵縁辺を囲む溝跡は、より台地の内側へと縮小し、Ⅰ期よりも空白域が目立つ。

空白域の内部に地層の人為的撹拌はみられなかった。あくまで推測の域を出ないが、こうしたあり方

は、「牧」もしくは何らかの動物の「畜養場」として機能していた可能性を考えることができる。当

時、馬は戦や耕作において重要な役割を担っており、とくに蝦夷との間で軍用馬等をめぐっての取引

があったようである
（註５）

。古代から中世にかけての「牧」の遺構は、東日本では関東・中部地方（武蔵国・

信濃国）を中心に検出例があるものの、本県での検出事例がない。また、県外の事例は堀と土塁を有

した堅固な作りであり、本例とは合致しない。よって、ここではあくまで可能性の一つにとどめてお

きたい。また、これとは別に、市道田床内２号線と軸線を同じくするＳＤ３１とＳＤ５・１０が市道の南

両側に新たにみられるようになる。この溝跡は板塀跡とは異なり、断面が鍋底状で浅い。何らかの結

界を示すものであろうか。ＳＤ３１で区画された内部には、遺構掘り込み面であるⅡｂ層上で須恵器の

甕破片がまとまって検出された。溝の区画による地区は、Ⅰ期で７小地区がみられたが、Ⅱ期では３

地区のみ（Ⅶ～Ⅸ）となる。
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炭窯跡は溝跡で囲まれた空間の内外に分布する。大館跡や本遺跡では鉄製品・砥石が出土しており、

鉄器生産が行われていたことは明らかである。本遺跡における炭窯跡は、大館跡での鉄生産に伴う燃

料供給の役割を果たしていたのではなかろうか。平安時代における炭窯が居住域の外縁部に分布する

傾向にあることは、琴丘町小林遺跡
（註６）

でも明らかにされている。ただし、炭窯跡のすべてがⅡ期に帰属

するか否かは不明であり、Ｃ１４年代測定の結果は、より古い値を示しているため、再考が必要だろう。

以上のように、出土遺物が少ないため、おもに遺構の覆土を根拠として二期に区分した。遺構の覆

土が黄褐色土から黒褐色土へ変化する理由については、植生の突然の変化とは考えにくく、土地利用

の変化（畜養場としての人為的な環境の改変等）を物語っているのではなかろうか。ただし、Ⅰ・Ⅱ
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第１１３図 平安時代における縄手下遺跡の変遷
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期を通して、ＳＤ３１周辺には黒褐色土のやや厚い堆積がみられる。ＳＤ３１周辺の地区が時期差に関わ

りなく、黒褐色土の堆積しやすい環境下にあったことを示していよう。

Ⅰ期では、丘陵縁辺に板塀が巡らされ、７小地区の区画が見られた。区画内には掘立柱建物跡を伴

うものと空白域の二者があった。簡易な物見櫓様の掘立柱建物跡も分布する。Ⅱ期になると、丘陵縁

辺の板塀跡はなくなり、より内側に大きく板塀で囲われる空白域が存在する。掘立柱建物跡も激減す

る一方で、炭窯跡が分布するようになる。板塀とは異なった方形の区画域が存在する。大館跡との関

係で考えれば、主空間としての大館跡に対して、従空間である縄手下遺跡は、何らかの管理空間、「牧・

蓄養場」、Ⅱ期にはこれに炭生産が付け加わった空間として位置づけられる。Ⅰ期からⅡ期にかけて、

遺構数は激減し、より集落の周縁的要素が強まったのであろう。

平安時代の縄手下遺跡は、大館跡との関係においてはじめて性格が明らかとなるのであり、このこ

とは、部分的な発掘調査しか実施されていない大館跡の時期、性格を考える上でも有効な資料を提供

したことになろう。古代出羽国の歴史は律令国家と蝦夷との関係で語られることが多く、当該地域は

まさに蝦夷に対する前線地域であり、日本海上交通の面からも「野代湊」を擁し、「野代営」が造営

された要衝の地であった。９世紀後半においても郡制は施行されてはいないものの、いち早く律令国

家体制に組み込まれたと考えられる当地域において、「野代営」は、たとえば、元慶の乱が勃発した

折りには出羽国から多くの兵が防衛のため派遣されたように、重要な公的機関であったと推察される。

大館跡が「野代営」かどうかの確証は得られないものの、その規模から当地において果たした役割

は小さいものではなかったであろう。縄手下遺跡はそうした大館跡を支える周縁空間として機能して

いた。その内容については、集落の従空間としての「牧・畜養場」、「炭生産」とその管理空間として、

遺構・遺物が稀少であることを積極的に評価したい。縄手下遺跡は出土遺物から９世紀末～１０世紀前

半の遺跡と考えられるが、その時期の出羽国は、蝦夷や俘囚の反乱が多発した不安定な時期でもあっ

た。その原因は不明であるが、元慶の乱の時のような国司による苛政のほか、交易をめぐる抗争もあっ

たのであろう
（註７）

。縄手下遺跡の調査により、米代川流域における古代大規模集落外縁部の様相の一端が

明らかとなった。今回の調査結果を、今後、より広域な遺跡群へと視野を広げ、政治的関係のみなら

ず、日常的な生活や社会のあり方、流通・交易について考察を深めていく礎としたい。

註１ 能代市教育委員会 『大館遺跡発掘調査報告書』 １９７８（昭和５３）年

註２ 能代市 『能代市史資料編考古』 能代市史編さん委員会 １９９９（平成７）年

註３ 高橋学 「区画施設を伴う古代集落遺跡について」 『よねしろ考古』 第５号 １９９０（平成２）年、同 「秋田県に

おける平安時代の防禦集落」 『考古学ジャーナル』 №３８７ １９９５（平成７）年

註４ 秋田県教育委員会 『内村遺跡発掘調査報告書』 秋田県文化財調査報告書第８２集 １９８１（昭和５６）年

註５ 熊田亮介 「古代国家と秋田」 『秋田県の歴史』 山川出版社 ２００１（平成１３）年

三浦圭介 「古代における東北地方北部の生業」 『北からの視点』 １９９１（平成３）年

註６ 秋田県教育委員会 『小林遺跡Ⅱ 平安時代・中世編―日本海沿岸東北自動車道建設事業に係る埋蔵文化財発掘調査報

告書ⅩⅨ―』 秋田県文化財調査報告書第３７６集 ２００４（平成１６）年

註７ 熊田亮介 「元慶の乱小考－賊気已衰」 『日本歴史』４６５ １９８７（昭和６２）年、阿部義平 『蝦夷と倭人』 青木書

店 １９９９（平成１１）年
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１ 旧石器時代調査風景１

２ 旧石器時代調査風景２
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３ ＳＫ４５１検出作業風景

４ ＳＫ４５１出土遺物分布状況
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版
２
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５ ナイフ形石器出土状況１ ６ ナイフ形石器出土状況２

７ ナイフ形石器出土状況３ ８ ナイフ形石器出土状況４

９ ナイフ形石器出土状況５ １０ �器出土状況
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４

１１ ＳＫＴ９１完掘状況 １２ 縄文第２号ブロック検出状況

１３ 縄文第４号ブロック検出状況 １４ ＳＢ３８３

１５ ＳＢ３８５ １６ ＳＢ２６０
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１８ ＳＢ２４
１７ ＳＢ２３２

１９ ＳＢ４０１

２０ ＳＫＰ３４２遺物出土状況

２１ ＳＫＰ２９５遺物出土状況 ２２ ＳＤ３確認状況
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２３ ＳＤ３ ２４ ＳＤ２１８・２１９・２２０確認状況

２５ ＳＤ２１８・２１９・２２０ ２６ ＳＤ２０２断面

２７ ＳＤ３１周辺溝跡群確認状況 ２８ ＳＷ１９確認状況
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３０ ＳＷ１９炭化材出土状況２

２９ ＳＷ１９炭化材出土状況１

３２ ＳＷ７１断面

３１ ＳＷ１９炭化材出土状況３

３３ ＳＷ１０５断面

３４ 現地説明会風景（ＳＫ４５２）



３５ ナイフ形石器

３６ 台形石器
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２１１１４ ２９２ ３１

１５１２ １３ １６ １７ ２０ ２２ ２３

３４３２ ３３ ３６３５ ３７３１

４２
３９３８ ４１４０

６１５２ ６４ ６５５１

６６ ７５ ７７ ８０７８



３７ �器・彫器・楔形石器

３８ 石刃・剥片

３８ 残核
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９９
９８

１０１

９５

９６

１０８
１０９１０７ １１０ １１１

１３９ １４２

１２６
１３３ １４９１１７ １５０１２０

１１５

１５６ １５７

１５２

１５１

１５３１５８１５９１６０



４０ 接合例１－１
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接合例１－１－４

接合例１－１－２

接合例１－１－１
接合例１－１－３



４１ 縄文土器

４２ 石鏃・石槍・石箆

４３ 石箆・スクレイパー・磨製石斧
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１ １

４４ 土師器杯 ４５ 土師器杯（底面）

外面７

内面７

４６ 須恵器甕
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ふ り が な なわてしたいせき

書 名 縄手下遺跡

副 書 名 一般国道７号琴丘能代道路建設事業に係る埋蔵文化財発掘調査報告書

巻 次 ⅩⅦ

シ リ ー ズ 名 秋田県文化財調査報告書
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